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はじめに 

〜下河辺淳アーカイヴス レポートについて〜 
 
  ⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所 は 、 2008[平 成 20]年 1⽉ に 「 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ
ス」を 開 設いた し ました 。 このア ー カイヴ ス は、戦 後 の国⼟ 計 画⾏政 に おいて中⼼的
な役割 を 担った 下 河辺淳 ⽒ の約60年 にわた る 諸活動 の 記録で あ り、また ⽇ 本における
戦後史 の ⼀端を 垣 間⾒る こ とがで き る貴重 な 資料群 で もあり ま す。ま た 下河辺⽒が別
途保管 し ていた 戦 後の国 ⼟ 計画に 関 連する 資 料群に つ いては、2013[平成25]年6⽉に、
新たに 「 戦後国 ⼟ 計画関 連 資料ア ー カイヴ ス 」とし て 開設い た しまし た 。 
 “時代のプ ランナ ー”とも称 さ れた下 河 辺⽒の こ うした 資 料につ い て、多く の 皆様にご
活⽤い た だき、さ ら にこの ア ーカイ ヴ スを充 実 させる た めに、2009[平成21]年よりア
ーカイ ヴ スレポ ー トを発 刊 してい ま す。  
  アーカ イヴス レ ポート で は、こ れら の資料 群 から毎 号 タイム リ ーなテ ー マを設定し、
テーマ に 沿った 特 徴的な 下 河辺⽒ の 著作物 を「 Key Information」で 取 り上げ て います。 
 
 本号 で は、「365⽇の川 を 想う〜 流 域圏構 想」と題し て ⼀冊に ま とめま し た。旧建設
省河川 局 ⻑を務 め た河川 ⼯ 学の専 ⾨ 家で⽇ 本 ⽔フォ ー ラム代 表 理事の ⽵ 村公太郎⽒、
専⾨は 進 化⽣態 学 、流域 ア プロー チ による 都 市再⽣ の 研究・ 実 践者で 慶 応⼤学名誉教
授の岸 由 ⼆⽒に 、 「流域 」 をテー マ に寄稿 い ただき 、 下河辺 ⽒ との思 い 出やその思想
にも触 れ ていた だ きまし た 。 
  本レポ ートを 、 皆様の 研 究活動 等 の⼀助 と してご 活 ⽤いた だ ければ 幸 いです 。  
 
  2020[令和2]年6⽉  
 
 
      ⼀般財 団 法⼈⽇ 本 開発構 想 研究所  
       「 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 」 
 
  

  ⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所 は 、 く に づ く り か ら 、 ま ち づ く り 、 ひ と づ
く り ま で 、 活 ⼒ に 満 ち た 明 ⽇ の 社 会 の 形 成 に 役 ⽴ つ 学 際 的 な 研 究 調 査 を 、 ⼈ と
⼈との ふ れ合い を ⼤切に 、 地道に 進 めるた め に 1972［ 昭和 47］ 年 7 ⽉ に 設⽴
された 研 究機関 で す。  

そ の た め 、 多 彩 な 研 究 者 か ら な る 内 部 ス タ ッ フ を 擁 し 、 必 要 に 応 じ て 外 部 専
⾨ 家 の 協 ⼒ を 得 つ つ 総 合 的 か つ 実 践 的 な 研 究 を ⾏ う シ ン ク タ ン ク と し て の 歩 み
を進め て います 。  
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ふたたび流域へ 

 
⽵村公太郎（⽇本⽔フォーラム代表理事） 

 
1 ⼈類 と ⽔と流 域  

どの物 質 にも代 替 物があ る 。しか し 、⽔に は 代替物 は ない。 ⽔ は⽔で あ る。  
50年後、100年後の未 来、近代 ⽂ 明を⽀ え ている 鉱 物や化 ⽯ エネル ギ ーは、残 存量の

制約で 使 ⽤する こ とはで き ない。 未 来社会 に おいて ⼈ 類に残 さ れたも の は、永遠に循
環する ⽔ と太陽 エ ネルギ ー である 。  

⽔は⽣ 命 の源で あ る。地 球 と太陽 が 存在す る 限り⽔ は 循環し て いる。 た だし、⽔循
環は茫 漠 たる地 球 規模の 循 環では な い。流 域 という 限 られた 空 間での 循 環であ る 。 

⽂明に と っての ⽔ は、流 域 に属す る ローカ ル な存在 で ある。 ⽔ がある 限 り⽂明は存
続して い く。し か し、そ の ⽂明は 流 域とい う 空間に 制 約され て いる。 流 域の⽔循環か
ら逸脱 し た⽂明 は いつか 衰 退して い く。こ の 原則は ⽂ 明が誕 ⽣ して以 来 、変わること
がない 。  

流域で の ⽂明存 続 は概念 で はない 。 リアル な 現実で あ る。  
 
2 世界 の 都市化 と ⽔ 
2−1 近 代と都 市 化 

18世紀、蒸気機 関 による 産 業⾰命 が 開始さ れ た。近代 のスタ ー トであ り 、その近代 
⽂明の エ ンジン は ⽯炭で あ った。1930年代、⽶ 国テキ サ ス油⽥ と ソ連バ ク ー⽯油が世
界史に 登 場した 。 ⽂明の エ ンジン は ⽯炭か ら ⽯油に 代 わった 。  

20世 紀 前 半 、 帝 国 の ⽯ 油 の 覇 権 を 巡 る 第 ２ 次 世 界 ⼤ 戦 が 勃 発 し た が 、 結 果 的 に は 、
この⼤ 戦 は植⺠ 地 を解放 す るきっ か けとな っ た。ア フ リカ、 中 東、ア ジ アそして太平
洋諸島 で 植⺠地 が 解放さ れ ていっ た 。 

さらに 、 この世 界 ⼤戦直 後 に、中 東 で⼤量 の ⽯油が 発 ⾒され た 。 
植⺠地 か ら解放 さ れた若 者 は都市 へ 向かっ た 。都市 へ の⼈⼝ 集 中が開 始 された。も

ともと 、⼈ 間は計 画 され 、制御 された 空 間が好 き だ。計画さ れ、制御さ れた空 間 とは、
⾃然豊 か な⼭漁 村 ではな い 。⼈間 が 好きな の は、⼈ ⼯ の都会 で ある。  

近代産 業 にとっ て 植⺠地 の 解放は 都 合がよ か った。近 代 産業の 最 優先価 値 は「効率」
だった 。 ⼈々の 都 市集中 に よって 、 近代は 豊 富な⼈ 的 資源を 得 た。都 市 集中は、⼀⼈
当たり の ⽣産効 率 、単位 ⾯ 積当た り の⽣産 効 率、１ 時 間当た り の⽣産 効 率を向上させ
た。都 市 への⼈ ⼝ 集中は 、 近代の 必 須条件 で あった 。  

近代と 都 市集中 は 螺旋を 描 いて進 展 した。  
 
2−2 近 代の⽔ の 混沌  

近代と 都 市の蜜 ⽉ は、歴 史 的に⾒ た ら⼀瞬 で あった 。  
都市集 中 により ⽔ 需要は 極 端に増 ⼤ した。 し かし、 ど の都市 も ⽔イン フ ラが追いつ
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かなか っ た。都 市 の河川 は 汚⽔ま み れのド ブ 川とな っ た。飲 料 ⽔は不 衛 ⽣となり、疫
病が蔓 延 した。都 市 周辺は 無 秩序な ス ラムと な り、スラ ム は世界 中 で増加 し ていった。 

近代は 有 り余る ⽯ 油を武 器 に、農 業 も⼯業 化 した。 表 流⽔を 超 える⽔ の 消費は地下
⽔に向 か った。 地 下⽔の 汲 み上げ は 、地下 ⽔ の循環 を 超え地 下 ⽔位は 低 下し続けた。
井⼾群 を 深く掘 り 下げる 競 争に⼊ っ てしま っ た。  

さらに 、 ⼤規模 農 業は⼟ 獏 地帯に 向 かった 。 その地 下 には、 地 球が何 億 年もかけて
貯めた 化 ⽯⽔が あ った。 し かし、 地 下の化 ⽯ ⽔の汲 み 上げは 不 可逆的 で あり、化⽯地
下⽔は 枯 渇に向 か って、 そ の終焉 は 時間の 問 題であ る 。⼤陸 の 内湖で は 流⼊河川から
過剰取 ⽔ が⾏わ れ 、⼤規 模 灌漑と ⼯ 業化で 湖 沼は消 え 去り⼟ 獏 に変貌 し ている 。  

⼀⽅、 気 候変動 の 激化に 伴 い、災 害 が頻発 し はじめ た 。海⾯ 上 昇によ っ て海岸地域
の⼤都 市 は⾼潮 に 脅かさ れ、沖積平 野 での各 都 市はか っ てない 洪 ⽔に脅 か されている。
また、 今 までは 洪 ⽔など な かった 地 ⽅で⽔ 害 が発⽣ し 、⼈々 の 歴史的 ⽣ 活と⽂化が脅
かされ 始 めた。  

⼈為に よ る⽔の 地 域偏在 と ⽔の貧 富 格差が 進 み、気 象 変動に 伴 う洪⽔ と ⼲ばつの偏
在が進 ⾏ してい る 。 

これら ⽔ の混沌 の 原因は 、 はっき り してい る 。 
有り余 る ⽯油が 世 界を覆 い 、急激 な ⼯業化 が 進んだ こ と。急 激 な都市 化 に⽔インフ

ラが追 い つかな か ったこ と 。膨張 す る資本 に よる⽔ の 囲みが 進 んだこ と 。 
そして 、 これら 現 象に共 通 する根 源 的な原 因 は、国 家 のガバ ナ ンスと 地 域のガバナ

ンスの 不 在であ っ た。  
代替物 の ない命 の 源の⽔ が 、世界 中 で無秩 序 状態に 陥 り、⽂ 明 は衰退 と その先の崩

壊に向 か ってい る 。 
 

3 ⽇本 の ⽔の歴 史 と課題  
3−1 江 ⼾の流 域 の封建 社 会 

ユーラ シ ア⼤陸 の 極東に 浮 ぶ⽇本 列 島は、 地 球上で も 特異な 地 形と気 象 である 。  
3500kmと 南北に 細 ⻑い⽇ 本 列島は、ア ジアモ ン スーン 帯 に位置 し ⾬が多 い。列島中

央に脊 梁 ⼭脈が ⾛ り、⽇ 本 海と太 平 洋に向 か って無 数 の川が 流 れ下っ て いる。それら
の川の 下 流部で は 、⼤⼩ の 沖積平 野 が形成 さ れてい る 。 

1600年、関ヶ原 の 戦いで 徳 川家康 が 勝利し 、150年の戦 国時代 の 幕が降 り た。  
徳川家 康 は、諸 ⼤ 名を制 す るため に 巧妙な ⼯ 夫を凝 ら した。 ⽇ 本列島 の 地形を利⽤

し、各 ⼤ 名を流 域 に封じ た 。 
流域に 封 じられ た 諸⼤名 は 、流域 内 では⾃ 由 な開発 が 許され た 。洪⽔ を 防ぎ、⼲拓

をして 、 川から ⽔ を引き 、 農地を 開 発して い った。 こ の農地 で 必要な ⽔ は、上流に取
⽔堰を 造 り、⽔ 路 で下流 に 導く「 ⾃ 然流下 」 であっ た 。 

⽇本の 全 ての沖 積 平野で こ の流域 開 発が⾏ わ れた。 こ の江⼾ 期 に⽇本 国 ⼟の⾻格が
形成さ れ た。⽇ 本 ⼈はこ の 流域内 で 富を蓄 積 する260年 間を過 ご した。 こ の各流 域 の 
農業⽤ ⽔ システ ム は21世紀 の今も 現 役であ り、世界遺 産 に値す る 貴重な イ ンフラ群で
ある。  

⽇本の 幕 藩封建 社 会は、 確 固たる 流 域封建 社 会とあ っ たと⾔ い 換えら れ る。  
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3−2 近 代の開 始 、流域 社 会の崩 壊   
19世紀、欧⽶列 国 は植⺠ 地 を拡⼤ し つつ、鎖 国する ⽇ 本に迫 っ た。列国 の蒸気 船と

巨砲に 圧 倒され た ⽇本は 開 国を選 択 した。 ⽇ 本は列 国 に蹂躙 さ れない よ うに⼀刻も早
く列国 に 追いつ く 必要が あ った。  

そのた め には、 各 地の流 域 に権⼒ が 林⽴し 、 各地の 流 域に富 と ⼈材が 分 散している
社会か ら 、権限 と 富と⼈ 材 が集中 し た国家 に 変⾝し な ければ な らなか っ た。中央集権
国家へ の 脱⽪は 、近 代化に と って不 可 ⽋であ っ た。し かし 、260年間 の流域 封 建社会は
根深か っ た。  

1872（明治5）年、蒸気機 関 ⾞が⾛ っ た。蒸気 機 関⾞は 多 摩川や 鶴 ⾒川を 簡 単に乗り
越えた 。 蒸気機 関 ⾞に異 を 唱えて い た明治 政 府は、 鉄 道が流 域 社会を 打 ち破る衝撃性
を⼀瞬 に して理 解 し、そ れ 以降、 鉄 道建設 の 投資を 惜 しまな か った。  

1889（明 治22）年 に は鉄道 網 は、北海道 から九 州 まで7000kmを突破し た。江⼾の 封
建社会 を ⽀えて い た流域 は 、鉄道 に よって 横 ⽅向に 串 刺しに さ れた。  

その鉄 道 はすべ て 東京に 向 かって い た。地 ⽅ の次男 、 三男坊 の 若い⼈ 材 は鉄道に⾶
び乗り 、東 京へ集 っ ていっ た。流域を 横 串に貫 い た鉄道 が260年間の 流域社 会 をあっけ
なく崩 壊 させた 。 下図は ⽇ 本の流 域 区分図 で あり、 鉄 道は流 域 を突き 抜 け東京に向か
ってい た 。 

⽇本⼈ は 流域社 会 に別れ を 告げ、 化 ⽯エネ ル ギーを 消 費する 膨 張の近 代 に突⼊して
いった 。  
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3−3 農 業国家 か ら近代 ⼯ 業社会  
⽇本の 近 代産業 は 、陸上 交 通の貧 弱 さから ⼯ 場は港 湾 に⾯し た 低平地 に ⽴地され、

⼈々の 居 住地も そ こから ス プロー ル 的に広 が ってい っ た。  
沖積平 野 の低平 地 は⽔は け が悪く 、⽔害が 頻 発した 。1896[明治29]年、治⽔ と⾈運

を⽬的 と する河 川 法が制 定 された 。  
第2次世界 ⼤戦後 、⽇本は 戦 後復興 と ⾼度経 済 成⻑に よ り急速 な 都市化 が 進展した。

⽔需要 の 急増か ら 、1964[昭和39]年河 川法が ⼤ 改正さ れ た。  
河川法 の 第1条の⽬ 的で「 河川 が適正 に 利⽤さ れ る」と いう 利⽔が 明 ⽂化さ れ た。さ

らに、⽔ は 所有す る 所有権 で はなく、⽔ を利⽤ す る権利 の｢⽔利権」と して規 定 された。 
この法 改 正で、 既 存の農 業 ⽤⽔は 慣 ⾏⽔利 と して権 利 が認め ら れた。 ⻑ い歴史の中

で発達 し た既存 農 業は、 河 川の渇 ⽔ 時の流 量 を全て 使 い尽く し ていた 。 そのため、都
市の新 参 者の上 ⽔ 道や⼯ 業 ⽤⽔は ダ ム等の ⽔ インフ ラ に拠る こ ととな っ た。  

すでに1957[昭和32]年、「特定 多⽬的 ダ ム法」が 制 定され て いた。流 量 が豊か な時に
⽔を貯 め 、渇⽔ 時 に⽔を 供 給する ダ ム法で あ った。 こ れらの 法 整備は 、 その後に続い
た⾼度 経 済成⻑ 時 代に間 に 合った 。 ⾼度成 ⻑ による 急 増した ⽔ 需要を 巡 る関係者間の
⽔争い を 避け、 法 のルー ル に基づ い て話し 合 いで合 意 すると い う世界 で も例のないシ
ステム が 形成さ れ た。  

この⾼ 度 経済成 ⻑ 時代の ⽔ 開発は あ る問題 を 含んで い た。⽔ の 開発の 基 準点を可能
な限り 下 流部に 設 定した の だ。こ の ⼿法に よ り、新 規 利⽔者 た ちの望 む 多量の開発⽔
量が得 ら れた。 し かし、 こ の⼿法 は 、河川 の 下流か ら 取⽔し て 、中流 部 の浄⽔場まで
ポンプ ア ップす る という エ ネルギ ー 消費を 強 いた。（ ＊ 注）  

⾼度成 ⻑ の中で 、 ⽔道、 ⼯ 業及び 電 ⼒事業 者 は⽔イ ン フラへ の 投資に 競 って参加し
ていき 、 ⽔イン フ ラ整備 は ⼀気に 進 んでい っ た。  

（＊注 ） を、エ ネ ルギー 消 費型の ⽔ インフ ラ 整備を 数 字で例 ⽰ 的に説 明 する。  
ダ ム 建 設 し て ダ ム に 貯 ま っ た ⽔ を 上 流 で 取 ⽔ す る と 、 例 え ば 4m³/sし か 取 ⽔ で き な

い場合 で も、下流 で 取⽔す れ ば10m³/sの⽔が 取 ⽔でき た。なぜな ら、河川の 下 流に⾏
けばい く ほど、 多 くの⽀ 川 が合流 し その流 量 が加わ る からで あ る。  

その反 ⾯ 、上流 取 ⽔は⾃ 然 流下で 浄 ⽔場へ 流 れてい く が、下 流 取⽔で は 浄⽔場まで
ポンプ ア ップし な ければ な らない 。 都市の 規 模にも よ るが、 下 流の取 ⽔ 地点から浄⽔
場まで の ポンプ ア ップの み の電気 代 は、年 間5〜50億円 必要と な ってい る。⾼度成 ⻑時
代には ⽔ 関係者 は 多量の ⽔ を望ん で 、進ん で このよ う なエネ ル ギー消 費 型を選択して
いった 。  
 
3−4 産 業経済 の グロー バ ル化と ⼈ ⼝減少  

⽇本の 近 代化の 最 ⼤の特 徴 は、⼈ ⼝ 膨張で あ った。 ⽇ 本のイ ン フラ整 備 は、この⼈
⼝膨張 の 圧⼒に 追 われ続 け ていた 。 ⽔資源 、 道路、 住 宅、鉄 道 、上下 ⽔ 道等のすべて
が不⾜ し ていて 、 急激な ⼈ ⼝膨張 の 圧⼒に 対 応した イ ンフラ 整 備が⾏ わ れていった。 

しかし、21世紀の初頭、⽇本⼈⼝は劇的な状況を迎えた。⽇本史上初めて、増加から減
少に向かった。この⼈⼝減少が続く中でも、地⽅から⼤都市への⼈⼝集中は⽌まらず、地
⽅の⾼齢化と過疎化に拍⾞がかかった。右図は、過去1000年間の⽇本⼈⼝の変遷である。 
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さらに、20世紀後半 から⾃ 動 ⾞、家電 など製 造 業の海 外 拠点化 が 進んだ。⼯業の グ
ローバ ル 化のみ な らず、 農 産物、 畜 産、⽊ 材 の海外 依 存も進 ん だ。  

⽔利⽤ に 関して は 、節⽔ プ ラント や 節⽔機 器 の普及 、 丘陵地 で ⼤学や ア ウトレット
の⼤⼝ ⽔ 利⽤者 の 地下⽔ 依 存が進 ん だ。  

⼈⼝減 少 、産業 の グロー バ ル化、 地 下⽔利 ⽤ 増加な ど の原因 が 重なり 、 ⽇本の河川
⽔の需 要 の減少 が 進んで い った。  
 
4 ⽇本 の ⽔の課 題 と⽅針  
4−1 既 存⽔イ ン フラの 崩 壊 

近代化 以 降、⽇ 本 の⽔イ ン フラは 社 会膨張 に 対応す べ く整備 さ れた。 そ の結果、現
在の⽔ イ ンフラ は 、過去 の ⽔需要 ピ ークに 対 応する 規 模であ り エネル ギ ー消費型シス
テムと な ってい る 。 

しかし 、 ⽔需要 は 減少を ⽰ し始め て きた。 ⽔ 需要の 減 少は既 存 ⽔イン フ ラの更新と
維持管 理 の困難 性 を招い て いく。  

すなわ ち 、農業 ⽤ ⽔のイ ン フラの 更 新と維 持 管理は 、 農業従 事 者の減 少 と⾼齢化に
より農 業 共同体 に 重くの し かかっ て いる。  

上⽔道 の インフ ラ の更新 ・ 維持管 理 に関し て も同様 な 状況に あ る。つ ま り、地⽅の
過疎化 に 悩む⾃ 治 体のみ な らず中 核 都市さ ら には⼤ 都 市でさ え 、住⺠ 対 応から⽔道料
⾦の適 切 な設定 が できず 、 インフ ラ の更新 は 放置さ れ 、イン フ ラの劣 化 とその先の崩
壊の予 感 に悩ま さ れてい る 。  

⾼度成⻑の時期、全ての⽔関係者は右肩上がりの予測の中にいた。将来、⽔需要が縮
⼩するなど夢にも思っていなかった。思いもしなかった事態に対策が打てないのは当然
である。国家予算の制約が声⾼に喧伝されている現在、中央政府に頼むこともできない。 
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頼んで も 中央政 府 は答え て くれな い 。 
⽇本全国ほとんどの流域で、⽔利⽤者たちは⽔インフラを更新できず、維持管理でき

ない状況に陥っている。このままでは貴重な⽔インフラが劣化し崩壊してしまう。しか
し、この苦境の事態に⽬を背けるのではなく、正対すれば必然的に結論は⾒えてくる。 

それは 次 の⽅針 と なる。  
▲流域 の 既存⽔ シ ステム の 再編成  
▲新し い パート ナ ー参加 に よる流 域 の再構 築  

 
4−2 流 域の再 編 成 

⾼度成 ⻑ 期のイ ン フラを 建 設する 段 階にお い ては、 縦 割り⾏ 政 と縦割 り 主体は効率
的に機 能 した。しか し、イ ンフ ラが整 備 され、その インフ ラ の運⽤ し ていく 段 階では、
⽔を巡 る 社会状 況 は⼤き く 変化し て いる。 そ の社会 状 況の中 で 縦割り の ⽔インフ運⽤
とイン フ ラ管理 は ⾮⽣産 的 であり 、 不合理 と なる。  

流域の 全 ての既 存 ⽔イン フ ラは流 域 全体の 共 通財産 で ある。 そ のため 、 ⽔インフラ
所有者 は ⼀体の 共 同体と な り、運 ⽤ し、更 新 し、維 持 管理を す るシス テ ムに再編成し
ていく 。 つまり 、 農業事 業 者と⽔ 道 事業者 、 ⼯業⽤ ⽔ 事業者 そ して発 電 事業者が⼀体
となっ て その流 域 の⽔の 有 効な運 ⽤ をして い く。も ち ろん、 気 候変動 に 伴う⼤洪⽔か
ら安全 を 確保す る ため、 河 川管理 者 もこの 共 同体に 参 加して い かなけ れ ばならない。 

具体的 に は、⾃ 然 流下の 農 業⽤⽔ 網 を中核 と して、 流 域の⽔ 利 ⽤と⽔ 供 給システム
を再編 成 しいく 。 そして 、 その⽔ イ ンフラ の 更新と 維 持管理 は 、流域 の 全ての⽔関係
者が負 担 してい く 。 

これが 流 域の再 編 成であ る 。 
 
4−3 流 域の再 構 築 

世界の ⼈ ⼝、経 済 は膨張 を 続け、 ⽔ の地域 格 差と⽔ の 貧富格 差 が進⾏ し 、ガバナン
スの制 御 不⾜に よ り⼈類 社 会は混 沌 へ向か っ ている 。  

それに 対 して、 ⽇ 本の社 会 は膨張 で はなく 縮 ⼩に向 か ってい る 。それ は ⾒⽅を変え
れば、⽇ 本 国⼟に 余 裕がで き たこと に なる。世 界 に向か っ て受け ⼊ れる包 容 ⼒を⽰し、
新しい 産 業の参 加 を誘う こ とがで き る。  

⽇ 本 の 地 形 も 有 利 に 働 く 。 ⽇ 本 列 島 は お お む ね 主 要 130の 多 様 な 流 域 で 構 成 さ れ て
いる。 こ の分散 し た流域 に 参加す る セクタ ー は、ユ ー ラシア ⼤ 陸、北 ⽶ ⼤陸、オース
トラリ ア ⼤陸の よ うな⼤ 資 本によ る ⼤規模 集 約型で は なく、 流 域の規 模 に応じた分散
型にな ら ざるを 得 ない。  

⽇本の 各 流域は 急 こう配 で、⽔の回 転 率が速 く、⽔に勢 い があり 、⽔ は清浄 で ある。
さ ら に 、 す べ て の 流 域 で 400年 以 上 の 時 間 を か け た ⾃ 然 流 下 の 農 業 ⽤ ⽔ シ ス テ ム が 整
備され て いる。 ほ とんど の 流域に 近 代的ダ ム があり 、 流況の エ ントロ ピ ーは⼩さく使
い勝⼿ が 良い。 さ らに、 未 開発の ⽔ ⼒エネ ル ギー開 発 及びエ ネ ルギー 再 開発のポテン
シャル は ⾼い。  

流域に 住 む⽇本 ⼈ は識字 ⼒ が⾼く 、 社会規 範 が強く 、 適応⼒ が ⾼い。 確 実に⽔イン
フラが 更 新され 、 維持管 理 されれ ば 、世界 の 中で持 続 可能な 流 域は⽇ 本 列島の流域群
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となる 。  
各河川 で はその 流 域に適 合 した柔 軟 な河川 運 ⽤シス テ ムが実 施 されな け ればならな

い。⽔ イ ンフラ の 運⽤変 更 、⽔利 権 の総合 的 ⾒直し な どが⾏ わ れ、さ ら に流域の安全
や環境 を 増進す る ため、 新 たな⽔ イ ンフラ 整 備も進 め ていく こ とが必 要 となる 。  

この⽇ 本 の流域 で 期待さ れ る産業 は 、最低 限 の⾷糧 ⾃ 給率を 確 保する 汎 ⽤性ある農
業セク タ ー、清 浄 ⽔を必 要 とする ⾼ 度精密 産 業や医 療 産業、 ⼤ 量の電 気 を必要とする
計算セ ン ターな ど の頭脳 企 業群で あ る。  

⽇本の 各 流域は 世 界から の 投資を 受 け⼊れ て いく。 ⽔ は優れ て ローカ ル な資源で流
域に属 し ている が 、世界 か らの投 資 を受け ⼊ れるこ と により 、 ⽇本の ⽔ はグローバル
な価値 を 現わし て いく。  

これが 流 域の再 構 築であ る 。 
 
4−4 持 続可能 な ⽂明は 流 域へ  

未来は 限 られた 資 源で⽂ 明 が運営 さ れる。 ⼤ 量消費 社 会から 知 的情報 社 会へ移⾏し
ていく 。未 来のAI社会では 膨 ⼤な電 気 需要が 発 ⽣する 。50年後には ⽯油、天然 ガスは
⽬の前 か ら消え て いる。 し かし、 ⽇ 本各地 の 流域に は 豊富な ⽔ ⼒エネ ル ギーがある。 

さらに 、 地球規 模 で資源 制 約とエ ネ ルギー 制 約がか か る未来 、 現在の よ うに各国か
らふん だ んに⾷ 糧 が⽇本 に 投⼊さ れ ること は ない。 ⽇ 本独⾃ で 最低限 の ⾷糧を確保し
なけれ ば ならな い 。 

⽇本の 未 来社会 の 拠点は 、 ⽔が豊 富 で、⽔ イ ンフラ が 整備さ れ ていて 、 農業が営ま
れ、最 先 端の知 的 産業が 育 ていく 各 地の分 散 した流 域 となる 。  

⽇本の 未 来の⼤ 都 市は、 全 国各地 の ⼈々が 適 宜集ま り 情報交 換 するイ ベ ント空間と
なる。  

次世代 、 次々世 代 、三世 代 後へ引 き 継ぐ持 続 可能な ⽇ 本⽂明 は これ以 外 にない 。  
⽇本⽂ 明 は東京 ⼀ 極集中 か ら全国 に 分散し た 流域に 移 ⾏しい く 。それ は ⽇本列島全

体が世 界 の⽔の 拠 点にな っ ていく こ とも意 味 してい る 。 
明治で別れを告げた流域から、ふたたび流域へ戻り、持続可能な社会を実現していく。 

 
（あと が き）  

私は1974[昭和49]年 、建設 省関 東地⽅ 建 設局か ら 経済企 画 庁総合 開 発局⽔ 資 源課に
配属さ れ た。そ の 総合開 発 局⻑が 下 河辺局 ⻑ でした 。 主査（ 係 ⻑）の た め、会議の時
に遠く か ら局⻑ を ⾒てい る だけの お 仕えで し た。  

川治ダ ム の現場 か ら都会 に 降りて き た私に と って、 局 ⻑たち の 議論は ⼤ 変難しいも
のでし た 。その 後 、⼤川 ダ ム、宮 ケ 瀬ダム そ して⻑ 良 川河⼝ 堰 事業を 担 当し、建設省
の開発 課 ⻑、国 ⼟ 交通省 河 川局⻑ の 任務に 就 き、⼀ 貫 して河 川 ・ダム ・ ⽔資源⾏政に
携わっ て きまし た 。 

下河辺 淳 アーカ イ ヴスか ら 原稿を お 願いさ れ たとき 、 下河辺 さ んが遠 い ところから
私に「 君 は今ま で 流域に 関 わる⼈ ⽣ を送っ て きた。 そ の君は 『 流域』 に ついてどう考
えてい る ？」と い う問い か けをさ れ たよう に 感じま し た。  

本稿は 下 河辺先 輩 の問い か けに対 す る回答 案 です。✥  
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＜流熱（るね）派＞への変わらぬ期待 

 
岸由⼆（慶應義塾⼤学名誉教授、鶴⾒川流域ネットワーキング代表理事） 

 

第三次 全 国総合 開 発計画 策 定（1977[昭和52]年 ）のこ ろ から、下 河辺淳 さ んのこと
は、流 域 圏、定 住 圏構想 と いうキ ー ワード と ともに ず っと気 に してお り ました。直に
お ⽬ に か か り 、 ⼩ さ な シ ン ポ ジ ウ ム を ご ⼀ 緒 し た の は 、 そ れ か ら 30年 近 く も 過 ぎ た
2004[平成 16]年。恥 ずかし い ことに 、ご著作 な どに深 く 通じる こ ともな く 、お仕事の
詳細を 論 じる博 識 がある わ けでも あ りませ ん 。 

いった い 何が気 に なって い たのか と いえば、河 川管理 や ⽣態学 の 狭い視 野 ではなく、
列島の 歴 史や地 誌 を背景 に 、⽔系 、 流域、 流 域圏な ど という 概 念を、 ⼤ 地と⼈間のか
かわり を くくる 枠 組みと し て⾃在 ・ 奔放に 語 られる か にみえ る 構え、 熱 のようなもの
が気に な ってし か たがな か ったの だ と思う の です。 そ こまで 広 げてい え ば、下河辺さ
んとい う ⼈物そ の ものに と どまら ず 、下河 辺 さんの 構 えに共 感 して、 国 ⼟の総合的な
計画、 ビ ジョン と ともに 流 域を語 る ⼈々、 学 派、サ ロ ン、塾 の ような も の、下河辺さ
んとそ の 周囲に 集 われた ＜ 流域を 熱 く語る ＞ 不思議 な ⼈々の 存 在が気 に なってきたの
だと思 い ます。 良 い⾔葉 が みつか ら ないの で 、ごろ は よくな い のです が 本⽂では＜流
熱（る ね ）派＞ と 呼ばせ て くださ い 。 
 戦後 復 興から ⾼ 度経済 成 ⻑の時 代 、洪⽔ 、 汚染、 ご みの川 と 呼ばれ た 壮絶な都市河
川、鶴 ⾒ 川下流 の 氾濫常 習 の下町 で 育った 私 は、鶴 ⾒ 川が⼤ 好 きで、 ひ たすら川で⿂
をとり カ ニを捕 ま えて遊 び 暮らす ⽇ 々でし た 。そん な ⽇々を 通 し、⼤ ⼈ になったらこ
の川と 町 を安全 で 、⾃然 い っぱい で 、暮ら し 豊かな 世 界にす る 活動を し たいと熱望す
るよう に なりま し た。社 会⼈ になる の をまち き れず、⼤学 3年⽣の夏 から、⾃然 系を無
視した 横 浜市の 六 ⼤事業 計 画に変 更 を迫る 市 ⺠活動 も はじめ て しまい 、 以後、ある意
味では そ のまま 今 に⾄る 暮 らしと な ったの で すが、予 期 しない 偶 然が重 な って、1970
年代初 頭 、⽣態 学 専攻の ⼤ 学院に 在 籍しな が ら、⾮ 常 勤嘱託 と して⼤ 学 （慶應義塾⼤
学経済 学 部⽣物 学 教室） に 職を得 る 暮らし と もなっ た のでし た 。アカ デ ミックな仕事
は集団 遺 伝学や 数 理⽣態 学 と⽔⽣ ⽣ 物の世 界 をつな ぐ 研究で し たが、 気 がかりのまま
の河川 、 ⽔系、 沿 岸、都 市 計画の 分 野での 思 索、実 践 （市⺠ 活 動）も ⽌ まず、いつし
か、暮 ら し、産 業 、⾃然 環 境全分 野 を包括 す る都市 計 画は、 流 域とい う ⽣態系を基本
枠組み と してす す められ る べきと 、 強く確 信 する暮 ら しとな り ました 。  

流域に ⼊ れ込ん だ きっか け は、1972[昭和47]年 、アメリカ 合衆国 ニ ューハ ン プシャ
ー州 ・ ホ ワイ ト マ ウン テ ン の⼀ ⾓ 、Hubbard Brookと呼 ば れる ⼩ 流 域群 で 実 ⾏さ れ た
降⾬と 物 質循環 分 析の流 域 研究論 ⽂ の翻訳 に かかわ っ たこと で した。流 域（watershed)
という ⽣ 態系の 枠 組みの 可 能性に 深 く感銘 を 受け、 ⾃ 然保護 、 治⽔、 さ らに都市の総
合的な 計 画その も のも流 域 という ⼤ 地の領 域、⽣態系 へ の科学 的、倫理的 な 配慮（land 
ethics）に根差す べ きとい う 思考が、固 まって い ったの で した。と は いえ、観 念 的な流
域派の 域 をでる こ と叶わ ず 、⽇々 の 市⺠活 動 の現場 で 流域概 念 をどう ⽣ かせるのか展
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望もひ ら けない ま ま、1976[昭和51]年 、正規の 助 ⼿に採 ⽤ された の を機に し ばし市⺠
活動は 中 休み、 研 究三昧 の ⽇々に 転 じるこ と となり ま した。 そ んな中 休 みの時代に、
流域圏 、 定住圏 と いうキ ー ワード を 発光す る 第三次 全 国総合 開 発計画 の うわさが聞こ
えてき ま した。 ⽯ 油ショ ッ クでも は や右肩 上 がりの 経 済成⻑ は ない。 定 住をテーマと
したエ コ ロジカ ル な国⼟ 計 画、三 全 総が⽇ 本 列島の 未 来を拓 く かもし れ ない。その計
画を策 定 したリ ー ダーは 下 河辺淳 と いう中 央 官僚だ と いう会 話 が、中 休 みの⽇々のエ
コロジ ー 派市⺠ の 交流の 場 にあり ま した。 と はいえ 、 三全総 の うわさ に 触発されてす
ぐさま 新 たな地 域 運動へ と いう展 開 にはな り ません で した。 市 ⺠活動 ⼀ 点張りで崩壊
してい た 暮らし を ⽴て直 す ために 、 まずは 専 ⾨研究 に 没頭し 、 職位を 安 定させる必要
が優先 で した。  

そんな 暮 らしが ⼀ 段落し た80年代前半 、列島 は 、世界⼤ の ⽯油シ ョ ック時 代 から⽇
本経済 ⼀ ⼈勝ち の バブル 時 代をむ か えてい ま した。 リ ゾート 列 島への 期 待が過熱し、
巨⼤都 市 再形成 へ の動き も にわか に 活発化 し、定住圏・流 域圏、流域 思考の 環 境保全、
都市計 画 は⼀気 に 霞む時 代 がはじ ま ってい ま した。 ひ とまず 職 位も安 定 した私は、せ
かされ る 気持ち で 、1984[昭和59]年、流域思 考 を⽣か す ための ⾃ 然保護 の 運動を、三
浦半島・⼩ 網代の 地 で開始 し ました（『 奇跡の ⾃ 然の守 り かた』1に詳 細を記 し ました）。
そして ほ ぼ同時 に 、念願 の 故郷の 川 、鶴⾒ 川 流域で 環 境保全 と 防災を 統 合する流域活
動を準 備 すべく、1985[昭和60]年、家 族 ととも に 河⼝の 街 を離れ、鶴⾒川 源 流、東京
都町⽥ 市 の丘陵 地 に転居 す ること と なりま し た。⼤ 規 模開発 の 予定も あ った源流地を
拠点と し て、緑 の ⼤規模 保 全、都 市 基盤整 備 、さら に 流域視 野 の治⽔ を 総合的に調整
できる よ うな代 案 提起型 の 流域市 ⺠ 活動を 組 み⽴て た いと強 く 希望し た からでした。
苦節5年の 準備を 終 え、1991[平成3]年3⽉、流 域思 考を導 き として 、都 市河川・鶴 ⾒川
流域全 域 にネッ ト ワーク を 広げる 鶴 ⾒川流 域 ネット ワ ーキン グ（ TRネット ）の 創設に
参加す る ことと な ったの で した。  

この年 を きっか け として 、 私の周 囲 に、三 全 総の流 域 構想と さ まざま に かかわりを
持つ、 ＜ 流熱派 ＞ の官僚 、 識者、 活 動家の 気 配が濃 く 漂いは じ めまし た 。何よりもま
ず、私 が 事情も 調 べずに 批 判しか け ていた 鶴 ⾒川に お ける建 設 省（当 時 ）の治⽔ビジ
ョンが 驚 きでし た 。これ か らの河 川 政策は 、 河川法 、 下⽔道 法 限定で な く、緑の保全
や農地 の 活⽤な ど もふく め た総合 的 な流域 対 策であ る べきと 意 気込ん で いた私の思い
込みは 、 ⼀級⽔ 系 鶴⾒川 を 管理す る 建設省 京 浜⼯事 事 務所（ 現 ・国⼟ 交 通省京浜河川
事務所 ） の職員 に 紹介さ れ た「総 合 治⽔」 に 関する ⽂ 書によ っ て、瞬 時 に粉砕されて
しまい ま した。 そ こには 、 河川法 、 下⽔道 法 にたよ る 治⽔が 限 界であ る ことが明⽰さ
れ、緑 を 守り、 農 地を守 り 、流域 の 保⽔⼒ 、 遊⽔⼒ を 維持・ 拡 ⼤する 流 域対策で治⽔
をすす め る流域 総 合治⽔ の ビジョ ン 、まさ し く三全 総 の流域 圏 構想の よ うな思考が明
⽰され て いたの で した。TRネット の 副代表 と なった 私 は、迷う こ となく、鶴 ⾒川流域
総合治 ⽔ の応援 団 として 活 動する こ とを運 動 の基本 ⽅ 針とさ だ めたの で した。  

TRネット の活動 は、数年で 国 の河川・環 境⾏政 に かかわ る 職員た ち の間で 知 られる
ように な りまし た 。副代 表 として 発 ⾔する 機 会もふ え た私は 、 流域圏 構 想の頓挫に悲

 
1 岸 由 ⼆ （2006）、『 奇 跡 の ⾃ 然 の 守 り か た 』、 ち く ま プ リ マ ― 新 書  



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.16 

12 365 ⽇の川を想う―流域圏構想 

憤慷慨 す る霞が 関 の若⼿ 職 員たち と 熱い流 域 論議を 交 わす機 会 もでき ま した。不思議
な熱⾎ 漢 たちと の 議論三 昧 の交流 が はじま っ たので す 。 

そんな 議 論で知 り 合った 国 ⼟庁の 職 員から 声 がかか り 、国⼟ 庁 ⻑官官 房 ⽔資源部主
催 の 全 国 流 域 活 動 調 査 グ ル ー プ の 座 ⻑ に 指 名 さ れ た の は 1994[平 成 6]年 だ っ た と 思 い
ます。 三 全総の 流 域圏構 想 、四全 総 の「⽔ と 緑のネ ッ トワー ク 」構想 を 評価・検討の
指針と し て、当 時 ようや く 活況を 呈 しはじ め ていた 全 国の河 川 ・流域 活 動から希望あ
る20事例 を選び、調 査検討 を すすめ、成 果を事 例 集とし て まとめ ま した（「⽔ と緑の市
⺠活動 」事例集：1996[平成8]年3⽉）。「 川を軸 に 流域視 野 で⾜も と から環 境 を学びな
おし、暮 ら しや産 業 を⾒直 し、⼈も⾃ 然 も優し く 賑わう 持 続可能 な 流域社 会 をめざす」
運動を は げまそ う という の が、ワ ー キング グ ループ の 熱でし た 。 

この展 開 をうけ1998[平成10]年には 、三 全総の 策 定に関 与 した若 ⼿ 官僚の 皆 さんの
応援も 得 て、⽊ 平 勇吉（ 当 時：農 ⼯ ⼤教授 ） さんを 座 ⻑とし て 、流域 に 総合的な関⼼
を も つ 研 究 者7名 の 研 究 会 が 発 ⾜ し 、 私 も ⼀ 員 と な り ま し た 。TRネ ッ ト の 活 動 を 通 し
て地元 町 ⽥市や 東 京都の 都 市計画 等 にもか か わる機 会 の増え た 私は、 研 究会を通して
あらた め て流域 思 考を鍛 え なおし 、成 果発表 の 冊⼦（『 流 域環境 の 保全』2）に 、「流域
とはな に か」と い う、私 な りの総 合 的な流 域 理解、 流 域思考 原 論のよ う な論⽂をまと
めるこ と ができ た のでし た 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ の 研 究 会 に 先 ⽴ つ 1996[平 成 8]年 に は 、 流 域 圏 構 想 に 関 ⼼ を も つ 環 境 庁 職 員 と の

交流を と おし、 ま た当時 流 域枠組 み による ⾃ 然環境 保 全に強 い 関⼼を 向 けた町⽥市の
寺⽥和 雄 市⻑（当時 ）の 意向も あり 、策定 直後の ⽣ 物多様 性 国家戦 略（ 1995[平成 7]年）
の地域 戦 略展開 の ための モ デル事 業 として、「 ⽣物多 様 性保全 モ デル地 域 計画（鶴⾒川
流域）」 が 実施さ れ る運び と なり、 計 画進⾏ の 世話役 の ⼀端を 担 うこと に なりました。
本当に 残 念なこ と に、環境 省 は、計画 最 終年の2001[平成13]年にい た って流 域 思考を
放棄し 、 突如、 ⾥ ⼭ビジ ョ ンに転 ず ること と なり、 ⽀ 援する ＜ 流熱派 ＞ の環境省キャ

 
2 岸 由 ⼆ 「 流 域 と は 何 か 」（ 2002）、『 流 域 環 境 の 保 全 』、 朝 倉 書 店 、p71-77 

鶴⾒川流域ネットワーキングの 
ホームページ 
http://www.tr-net.gr.jp/ 
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リア職 員 も退職 し て、流 域 思考に よ る⽣物 多 様性戦 略 は破棄 と なりま し たが、その成
果は、2004[平成16]年、総 合 治⽔の 発 展形と し て鶴⾒ 川 流域の ⾏ 政・国⼟ 交通省によ
って合 意 された 多 元的な 流 域計画 で ある、 ＜ 鶴⾒川 流 域⽔マ ス タープ ラ ン＞にほぼそ
のまま の 形でひ き つがれ る ことと な り、現 在 に⾄っ て いるの で す。  

これも 話 は前後 し ますが、1997[平成9]年、河
川 法 改 正 で 河 川 整 備 が 流 域 視 野 に 開 か れ る と 、
あ ら た め て 総 合 的 な 流 域 論 の 展 開 に 拍 ⾞ が か
かりま し た。当時 私は、河 川官僚 と して突 出 し
た ＜ 流 熱 派 ＞ だ っ た 吉 川 勝 秀 さ ん と 親 交 が あ
りまし た 。流域や 丘陵と い う⾃然 ラ ンドス ケ ー
プをベ ー スとし た 都市計 画 をテー マ として、 当
時 私 が か か わ っ て い た い く つ か の 市 ⺠ 活 動 の
雑⽂を ま とめて 出 版した『 リ バーネ ー ム』3とい
う⼩冊 ⼦ を、吉川 さんは 出 版と同 時 に⼊⼿ さ れ、
以後、冊 ⼦の記 載 を種に、 都市と 流 域の未 来 に
ついて、 丘陵ベ ー スのグ リ ーンベ ル ト構想 に つ
いて、延 々話し こ む機会 が あった の でした。 そ
の 吉 川 さ ん と の 意 ⾒ 交 換 の 中 で 、「 国 ⼟ と 環 境
を考え る 委員会」（ 建設省：中 ⼭正⽇ 暉 ⼤⾂）の
構想が 浮 上し、私は 、2000[平成12]年5⽉発⾜ の
委員会 の メンバ ー の⼀員 と なりま し た。  

多様な 話 題が展 開 された 委 員会で し たが、 吉 川さん の そもそ も の狙い は 、鶴⾒川に
おける 総 合治⽔ の 伝統・ ビ ジョン を 新たな 流 域圏構 想 のモデ ル として 国 の課題とする
こと、 そ して当 時 、多摩 三 浦丘陵 を ベース に 私も参 加 する市 ⺠ 運動が 展 開していた第
⼆次⾸ 都 圏グリ ー ンベル ト 構想の よ うなも の を全国 化 するこ と でした 。委 員会終了後、
前者は 、 ⾃然共 ⽣ 型流域 圏 都市再 ⽣ のプロ ジ ェクト と して、 後 者は、 ⼤ 都市圏におけ
るグリ ー ンイン フ ラ整備 の 計画と し て、実 ⾏ される こ ととな り ました 。  

私はい ず れの計 画 にも関 与 したの で すが、 グ リーン ベ ルト構 想 につい て は政治派閥
等の妨 害 もきび し く、全 体 動向へ の 関与は で きなく な りまし た 。⾃然 共 ⽣型流域圏・
都 市 再 ⽣ の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 内 閣 府 の 総 合 科 学 技 術 会 議 の 3つ の 重 点 研 究 の ひ と つ 、
「⾃然 共 ⽣型流 域 圏・都市 再 ⽣技術」の 研究イ ニ シアチ ブ として2002[平成14]年にス
タート し 、戦略 担 当委員 と して私 も 応援で き たので す が、こ ち らは参 加 する研究者た
ちの視 野 が都市 再 ⽣、⽣ 活 圏創造 と いう総 合 的な枠 組 みの共 有 にいた ら ず、発散した
感があ り ました 。 そのイ ニ シアチ ブ に関連 さ せて当 時 慶應⼤ 学 教授で も あった吉川さ
ん が 2004[平 成 16]年 に 企 画 し た 連 続 シ ン ポ ジ ウ ム の 成 果 が 、『 流 域 圏 プ ラ ニ ン グ の 時
代』4として 出版さ れ ていま す。登壇し て くださ っ た下河 辺 淳さん と の初め て の会話 は、
緊張の あ まりの 上 の空で 、 ほとん ど 覚えて い ないの で すが、 ご 報告の 要 旨は「流域圏

 
3 岸 由 ⼆ （1994）、『 リ バ ー ネ ー ム 』、 リ ト ル ・ モ ア  
4 ⽯ 川 幹 ⼦ ・ 吉 川 勝 秀 ・ 岸 由 ⼆ 編 『 流 域 プ ラ ン ニ ン グ の 時 代 ― ⾃ 然 共 ⽣ 型 流 域 圏 ・ 都 市 の 再
⽣ 』（ 2005）、 技 報 堂 出 版  

 
鶴⾒川流域は「バクのかたち」 

（岸由⼆『リバーネーム』より引⽤） 
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構想の過去・現在・未来」として収録されています。吉川さんはその後⽇本⼤学に移られ
活動を継続されましたが、にわかに体調をくずされ、志なかばで逝去されています。 

私のホ ー ムグラ ウ ンドで あ る鶴⾒ 川 流域で は 、⾃然 共 ⽣型流 域 圏・都 市 再⽣のプロ
ジェク ト の推進 と 並⾏す る ように 、 従来の 流 域総合 治 ⽔を、 ⾃ 然保護 、 ⽔質問題、震
災対策 、 地域⽂ 化 づくり ま で含む 多 元的な 流 域構想 と する、 ＜ ⽔マス タ ープラン＞作
りが進 み ました 。 発端は 、 ⾃然共 ⽣ 型流域 圏 ・都市 再 ⽣のプ ロ ジェク ト の推進よりや
や早い1999[平成11]年。同 年 春、京 浜 河川事 務 所⻑に 着 任され た 細⾒寛 さ んが、河川
整備計 画 策定に 先 ⽴って 準 備検討 を 指⽰さ れ、2004[平成 16]年、総 合治⽔ 計 画を多⾃
然・多 機 能化す る 流域ビ ジ ョンと し て、総 合 治⽔同 様 、国と 流 域⾃治 体 の⻑の合意に
よって 発 ⾜とな っ たもの で す。  

振り返 れ ば、流 域 ベース の 都市計 画 に強い 関 ⼼をも ち 、故郷 の 鶴⾒川 流 域で流域活
動をは じ めた1985[昭和60]年 以降、下河 辺さん の 磁⼒圏 で 活動す る ＜流熱 派 ＞の官 僚、
学識者 の みなさ ん と、私 は さまざ ま な場⾯ で 交流す る 機会を え て、鶴 ⾒ 川流域⽔マス
タープ ラ ンとい う 流域圏 構 想推進 の 市⺠サ イ ドの応 援 団を続 け てきた の だと、理解し
ていま す 。と同 時 に、知 ⼈ たちの 健 闘を思 う たびに 、 流域を 総 合的な 暮 らしの場とし
て語る ＜ 流熱派 ＞ は、⽇本 列 島の国 ⼟ の計画、都 市の計 画 におい て なお主 流 派でなく、
緩やか に 共感し あ う集団 に とどま っ ている の ではな い かとい う 思いが 、 ますます強く
なって い るので す 。地球 温 暖化に よ る豪⾬ 、 海⾯上 昇 の危機 が 、先進 国 沖積平野の都
市域に 襲 い掛か る であろ う 未来を 予 期し、 コ ロナ危 機 をうけ て 都市の ⾃ ⽴分散と連携
統合の ダ イナミ ズ ムを根 本 から⾒ 直 すべき い ま、⾬ 降 る⼤地 を 階層的 な ⼊れ⼦構造で
すきま な く埋め 尽 くす、 ⼤ 地の細 胞 のよう な ⽔循環 単 位とし て の流域 ラ ンドスケープ
に、熱 く 未来へ の 期待を か ける仕 事 は、い よ いよこ れ からが 本 番と私 に は思えるので
すが、 さ て、共 感 しあう こ とので き る＜流 熱 派＞た ち は、い ま 、どこ で どう暮らして
いるの で しょう か 。 

最 後 に 、 流 域 構 想 に か ら む 個 ⼈ と し て な お 未 解 決 の 2つ の 謎 に ふ れ さ せ て い た だ き
ます。  

第⼀の 謎 は、三 全 総の検 討 、とり ま とめに あ たって 、 流域（ 圏 ）が、 ⽣ 活圏、定住
圏の枠 組 みとし て 定まっ た のは、 ど んな経 緯 だった の かとい う ことで す 。関係者にお
いては ⾃ 明のこ と なのか も しれま せ んが、 私 にはい ま だもっ て 謎なの で す。⽂明は⾃
然と共 存 する⽅ 向 に向か わ なくて は ならな い 。その 具 体的な ⽅ 向は、 都 市計画の基礎
に⼤地 の ⾃然ラ ン ドスケ ー プを置 く ことで な ければ な らない 。 ここま で は誰でも思い
つくこ と なので す が、そ の 基本枠 組 みを流 域 模様と 定 めるの は ⾃明で は ありません。
私の場 合 は北⽶ の 流域⽣ 態 系研究 が 発端で し たが、 三 全総で は どうだ っ たのでしょう
か 。 三 全 総 の 取 り ま と め に 当 た っ て イ ア ン ・ Ｌ ・ マ ク ハ ー グ 著 の 『 DESIGN WITH 
NATURE』5が重要 な 参照⽂ 献 となっ た という 話 は有名 で す。し かし マクハ ー グの⽣態
学的な 都 市計画 の 主張の 中 に、⾃ 然 ランド ス ケープ と しての 流 域の卓 越 性への認識が
あると は 思えま せ ん。や は りここ は 、⽇本 列 島にお け る⽔系 を 軸にし た ⼟地利⽤の歴

 
5 イ ア ン ・ L・ マ ク ハ ー グ （ 1994）、『DESIGN WITH NATURE デ ザ イ ン ・ ウ ィ ズ ・ ネ ー
チ ャ ー 』 下 河 辺 淳 ・ 川 瀬 篤 美 ： 総 合 監 訳  
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史を背 景 にした 、 下河辺 さ んの卓 ⾒ がすべ て だった の かもし れ ません ね 。 
 第⼆ の 謎は、 私 がずっ と 応援し つ づけて い る鶴⾒ 川 流域ビ ジ ョンの 根 源である、鶴
⾒川流 域 総合治 ⽔ のスタ ー トにか か わるこ と です。 総 合治⽔ の 流域対 策 を実⾏に向け
始動さ せ たのは、1977[昭和52]年、当 時、京浜 ⼯事事 務 所（現・京浜河 川 事務所）所
⻑だっ た 近藤徹 さ んです 。 市街化 の あまり に 急速な 鶴 ⾒川流 域 では、 す でに当時から
河川法 、 下⽔道 法 にたよ る 治⽔対 策 では中 程 度の⾬ に も対処 で きなく な っており、豪
⾬が到 来 すれば 形 式的な 法 体系の 適 ⽤では 流 域安全 は 確保で き ないと 近 藤⽒は 理 解し、
緑の保 全 、農地 の 保全、 開 発にと も なう⾬ ⽔ 調整地 の 設置な ど 、河川 法 、下⽔道法に
よらな い 総合的 な 治⽔対 策 を流域 ⾃ 治体の 連 携です す める⽅ 策 を検討 す る委員会を⽴
ち上げ た のでし た。その原 案 は河川 審 議会の 議 をへて 建 設省の ⽅ 針とな り、1980[昭和
55]年、鶴 ⾒川流 域 を初発 の 地とし て 総合治 ⽔ 対策が ス タート し ていま す。1977[昭和
52]年は、いうま で もなく 三 全総の 策 定され た 年。その 策 定過程 に、鶴⾒川 流 域の総合
治⽔の 検 討は関 連 したの か 、して い ないの か 。あれ こ れの推 測 はある も のの、なお私
には謎 の 領域で す 。 
 流域 を 枠組み と した治 ⽔・防災の 計 画とし て、今、⽇本国 は、⽔循環 基本法 を もち、
⽔循環 基 本計画 を 策定し て います 。 しかし そ の視野 は 、三全 総 のよう な 、あるいは鶴
⾒川流 域 の総合 治 ⽔・⽔ マ スター プ ランの よ うな総 合 性を発 揮 しきれ て おらず、なお
技術的 ・ 法制度 的 な詳細 に 縛られ て いるよ う に思わ れ てなり ま せん。 基 本計画の⾒直
しも進 ん でいる は ずの現 在 、三 全総 の流域 圏 構想 、鶴 ⾒川流 域 の40年に わたる 流域整
備のビ ジ ョンが 正 ⾯から 評 価され 、 ＜流熱 派 ＞があ ら ためて ⼤ 活躍す る ことのできる
国⼟計 画 につな が ってゆ く ことを 、 私は、 熱 く、期 待 するも の です。  
 『 流 域 圏 プ ラ ン ニ ン グ の 時 代 』 に 寄 せ ら れ た 下 河 辺 さ ん の 論 考 に 以 下 の ⼀ 節 が あ り
ます。「（20万年位の 歴史を も つ…）ホ モサピ エ ンスと 、流域構 想 は、ど う いうか かわ
り合い を もって い たかと い うこと は、無限に ⾯ ⽩い問 題 になっ て くる」。私 はこう いう
稀有壮 ⼤ な流域 論 議が、い ままさ に 必要と 信 じるも の です。19世紀半 ば 、細胞説の登
場によ っ て⼈体 の 正しい 測 り⽅が さ だまっ て 現代細 胞 医学が 成 ⽴した よ うに、⾬降る
⼤地は ⼊ れ⼦構 造 の流域 配 置で隙 間 なく埋 め 尽くさ れ ている と いう流 域 思考の 認 識が、
⽣命圏 へ の⼈類 ⽂ 明の新 し い適応 を 導く地 球 の正し い 測り⽅ と なって ゆ く⽇が あ ると、
思うか ら です。✥ 

 
＜ 参 考 ＞  
・ 岸 由 ⼆ (1994)『 リ バ ー ネ ー ム 』 リ ト ル ・ モ ア  
・ 岸 由 ⼆ (1996)『 ⾃ 然 へ の ま な ざ し 』 、 紀 伊 国 屋 書 店  
・岸由⼆「鶴⾒川流域ネットワーキングの流域連携活動」(2000)、『河川』No.5、p.18-21 
・ 岸 由 ⼆ 「 流 域 と は 何 か 」 (2002)、 『 流 域 環 境 の 保 全 』 、 朝 倉 書 店 、 p.71-77 
・ 鶴 ⾒ 川 流 域 地 誌 編 集 委 員 会 ・ ⽇ 本 河 川 協 会 編 (2003)『 鶴 ⾒ 川 流 域 誌  流 域 編 』 、 国 ⼟

交 通 省 関 東 地 ⽅ 整 備 局 京 浜 河 川 事 務 所  
・ ⽯ 川 幹 ⼦ ・ 吉 川 勝 秀 ・ 岸 由 ⼆ 編 『 流 域 プ ラ ン ニ ン グ の 時 代 ― ⾃ 然 共 ⽣ 型 流 域 圏 ・ 都 市

の 再 ⽣ 』 (2005)、 技 報 堂 出 版  
・ 岸 由 ⼆ (2014)『 流 域 地 図 の 作 り ⽅ 』 、 ち く ま プ リ マ ー 新 書  
・ 岸 由 ⼆ (2016)『 奇 跡 の ⾃ 然 の 守 り ⽅ 』 、 ち く ま プ リ マ ー 新 書  
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所蔵資料からみる「下河辺淳と流域圏構想」 

 
島津千登世（「下河辺淳アーカイヴス」アーキビスト） 

 

2つのア ー カイヴ ス 所蔵資 料 にみる 流 域・河 川 ・⽔系  
 「戦後国 ⼟計画 関 連資料 ア ーカイ ヴ ス」は約40の資料 群 で構成 さ れてい る が、本号の
テーマ で ある流 域 、河川 、 ⽔系に 関 連する 分 類項⽬ と して「 河 川審議 会」「地下⽔法」
「⽮作 川」があり、210点の資料 情報を 公 開して い る。「河川 審議会」は 、1994[平 成6]
年に建 設 ⼤⾂か ら の諮問「21世紀の社 会を展 望 した今 後 の河川 整 備の基 本 的⽅向 につ
いて」を 受 けて設 置 された 河 川審議 会 計画部 会 基本政 策 ⼩委員 会、1997[平成 9]年に建
設⼤⾂ か らの諮 問 「新た な ⽔循環 ・ 国⼟管 理 に向け た 総合⾏ 政 のあり ⽅ について」を
受けて 設 置され た 河川審 議 会総合 政 策委員 会 におい て 、下河 辺 淳⽒が 専 ⾨委員として
かかわ っ た際の 各 種記録 で 、委員 会 の開催 案 内、議 事 次第、 配 布資料 、 議事録、報告
書、河 川 局の作 成 資料な ど がある 。 また、 下 河辺⽒ が 理事⻑ を 務めた 総 合研究開発機
構に設 置 された ⽔ 研究会 の 報告書 な ども含 ま れてい る。「地下 ⽔ 法」は 「 河川審議会」
の資料 群 の⼀部 で あるが、「 地盤沈 下 対策緊 急 措置法 案 要綱（試 案 ）」「地下 ⽔ の採取の
適正化 に 関する 法 律（仮 称）案⾻⼦ 」に ついて の 各省意 ⾒ や相違 点、「地下 ⽔の 保全及
び地盤 沈 下の防 ⽌ に関す る 法律（案）」などで、1974[昭和 49]年〜1977[昭和52]年の作
成資料 で ある。「⽮ 作川」につ いては 、関 連する 新 聞記事 を まとめ た 冊⼦（ ⽮作 川沿岸
⽔質保 全 対策協 議 会作成 ） や⽮作 川 流域開 発 研究会 の 記録が あ る。  
 ⼀⽅「下 河辺淳 ア ーカイ ヴ ス」で は、本テー マ に関係 す る資料 約240点を所 蔵してお
り、そ の 多くが シ ンポジ ウ ムや講 演 の記録 集 や報告 書 、講演 の 際の構 想 メモ、あるい
は随筆 ・ ⼩論と い った下 河 辺⽒の 著 作であ る 。いず れ も資料 情 報をホ ー ムページで公
開して い る。  

下河辺 ⽒ の経歴 ・ 活動と 主 な国⼟ 政 策・河 川 ⾏政に 関 する法 案 ならび に 諸動向を以
下にま と めると と もに、著作 につい て はその ⼀ 部をKey Informationで紹介 す る。また
アーカ イ ヴスレ ポ ートVol.4「⽔と ⼈ のかか わ り」も 併 せて参 照 いただ き たい。 6 

 
下河辺淳⽒の経歴と主な国⼟政策、河川⾏政の展開と諸動向 

⻄暦 
[和暦] 

下河辺淳の⾜跡 
★…経歴／※…審議会／●…講演等 

主な国⼟政策、河川⾏政の展開と諸動向 
[▼…法案等、▽…関連する諸動向] 

1896 
[M29]   ▼河川法[旧河川法]制定、旧森林法制定 
1944 
[S19] 

★ 東 京 帝 国 ⼤ 学 第 ⼀ ⼯ 学 部 建 築 学 科
[47.9卒業]   

1945 
[S20]   ▼国⼟計画基本⽅針 

▽戦災復興院設置 
1946 
[S21]   ▽経済安定本部[安本]発⾜ 

▼復興国⼟計画要綱 

 
6 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス レ ポ ー ト vol.4「 ⽔ と ⼈ の か か わ り 」  
 http://www.ued.or.jp/shimokobe/QuarterlyReport/Vol04.pdf 
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⻄暦 
[和暦] 

下河辺淳の⾜跡 
★…経歴／※…審議会／●…講演等 

主な国⼟政策、河川⾏政の展開と諸動向 
[▼…法案等、▽…関連する諸動向] 

1947 
[S22] 

★ 戦 災 復 興 院 監 督 課 兼 総 裁 官 房 技 術
研究所   

1948 
[S23] 

★建設院技術研究所[改正] 
★建設省建築研究所[改正] 

▽内務省の廃⽌に伴い、建設院が発⾜→のちに建設
省へ昇格 

1949 
[S24] ★建設省住宅局兼建築研究所 ▽国⼟計画審議会廃⽌ 

▼総合国⼟開発審議会設置 

1950 
[S25]   

▼総合国⼟開発法案閣議決定（国⼟総合開発法） 
▽国⼟総合開発審議会 
▼国⼟総合開発法公布 
▽安本建設局組織改定（国⼟計画を所管する計画課
と地⽅・河川の総合開発を所管する開発課が設置） 

1952 
[S27] ★経済審議庁計画部計画第⼆課 

▼電源開発促進法制定 
▼国⼟総合開発法改正 
▽経済審議庁設置（安本廃⽌） 

1955 
[S30] 

★経済審議 庁計画部計 画第⼀課[政 令
に伴い、経済企画庁計画部] ▽経済審議庁が経済企画庁に改組 

1957 
[S32] ★建設省計画局総合計画課 係⻑ ▼特定多⽬的ダム法制定 

▼⽔道法制定 
1958 
[S33] ★同省同局同課 課⻑補佐 ▼⼯業⽤⽔道事業法制定 

▼下⽔道法 
1959 
[S34] ★同省⼤⾂官房 調査官 ▼全国総合開発計画中間報告 
1960 
[S35]   ▼治⼭治⽔緊急措置法制定 

1961 
[S36] ★同省計画局地域計画課 計画官 

▼全国総合開発計画草案 
▼⽔資源開発促進法公布 
▽⽔資源開発公団設置 
▼災害対策基本法 

1962 
[S37] 

◎東京⼤学⼯学博⼠ 
★経済企画庁総合開発局 調査官 ▼全国総合開発計画（⼀全総）閣議決定 

1964 
[S39] 

★［兼務］同庁⽔資源局⽔質保全課 課
⻑ ▼新河川法制定 

1966 
[S41] 

★ 経 済 企 画 庁 総 合 開 発 局 総 合 開 発 課 
課⻑   

1969 
[S44] ★同庁同局 調査官 ▼新全国総合開発計画（新全総）閣議決定 
1970 
[S45] ★同庁総合開発局 参事官   
1971 
[S46] ●⽮作川流域開発研シンポジウム ■環境庁発⾜ 

1972 
[S47] ★同庁総合開発局 局⻑ 

▼⽔質汚濁防⽌法制定 
▼新全国総合開発計画改訂（沖縄追加） 
▼国⼟総合開発審議会「新全国総合開発計画の総点
検について」了承 
▽国⼟総合開発推進本部を内閣に設置。国⼟総合開
発庁新設の準備作業を開始 

1973 
[S48]   

▼国⼟総合開発庁設置法案閣議決定 
▼国⼟総合開発法案閣議決定 
▽内閣官房に国⼟総合開発対策室を設置。国⼟総合
開発庁の準備発⾜ 
▼新全総総点検作業、中間報告発表 
▼⽔源地域対策特別措置法制定 

1974 
[S49] ★国⼟庁計画・調整局 局⻑ ▼国⼟利⽤計画法公布 

▼国⼟庁発⾜ 
1975 
[S50]   ▼第三次全国総合開発計画概案閣議報告 
1976 
[S51]   ▼国⼟利⽤計画（全国計画）閣議決定 
1977 
[S52] ★国⼟事務次官[〜79.7] ▼第三次全国総合開発計画（三全総）閣議決定 
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⻄暦 
[和暦] 

下河辺淳の⾜跡 
★…経歴／※…審議会／●…講演等 

主な国⼟政策、河川⾏政の展開と諸動向 
[▼…法案等、▽…関連する諸動向] 

1978 
[S53]   ●⻑期⽔需給計画 

1979 
[S54]  

★国⼟庁 顧問 [〜11] 
★総合研究開発機構[NIRA]理事⻑ 
●講演「治⽔⾏政について」（第18回
21世紀の河川研究会） 

▽国⼟審議会 

1980 
[S55] 

●講演「三全総と流域圏」（第1回
流域問題研究会]   

1981 
[S56] 

●講演「「都市と⽔」（第2回⽔の
記念⽇講演会） ▼三全総フォローアップ作業開始 

1983 
[S58]   ▼三全総フォローアップ作業報告発表 
1984 
[S59]   ▽国⼟庁防災局新設 

▼四全総⻑期展望作業中間とりまとめ 
1985 
[S60] 

●吉野川治⽔百年記念講演「国⼟と
河川」 ▼国⼟利⽤計画[全国計画第2次]閣議決定 

1986 
[S61]   ▼四全総審議経過報告 
1987 
[S62]   ▼第四次全国総合開発計画[四全総]閣議決定 

●全国総合⽔資源計画[ウォータープラン2000] 
1988 
[S63] 

●講演「新しい⽔の時代へ」（ʼ88と
やま国際⽔シンポジウム）   

1991 
[H3] 

★総合研究開発機構（NIRA）特別顧
問   

1992 
[H4] ★東京海上研究所  会⻑・理事⻑ ▼四全総総合的点検作業開始 

1994 
[H6] 

☆国⼟審議会 会⻑ [〜98.12] 
※ 河 川 審 議 会 計 画 部 会 基 本 政 策 ⼩ 委
員会専⾨委員 
● 荒 川 放 ⽔ 路 通 ⽔ 70周 年 記 念 フ ォ ー
ラム 

▼四全総総合的点検調査部会報告 
□建設⼤⾂から河川審議会へ諮問「21世紀の社会を
展望した今後の河川整備の基本的⽅向について」 

1995 
[H7] 

☆阪神・淡路復興委員会 委員⻑ 
[〜96.2]   

1996 
[H8] ☆国会等移転審議会委員[〜99.10] 

▼国⼟利⽤計画[全国計画第3次]閣議決定 
□河川審議会答申「21世紀の社会を展望した今後の
河川整備の基本的⽅向について」] 
□河川審議会の提⾔「社会経済の変化を踏まえた今
後の河川制度のあり⽅について」 

1997 
[H9] 

☆ 国 会 等 移 転 審 議 会 調 査 部 会  会 ⻑
[〜99.10] 
☆ 河 川 審 議 会 総 合 政 策 委 員 会 専 ⾨ 委
員 
●講演「365⽇の川を想う」（シンポ
ジウム「21世紀の⽔を考える」） 

□建設⼤⾂から河川審議会へ諮問「新たな⽔循環・
国⼟管理に向けた総合⾏政のあり⽅について 
▼河川法改正 

1998 
[H10] 

●「上流⽂化圏は何を伝えられる
か」[第6回霧⽴越シンポジウム] 
●講演「⽔系とともに⽣きるために
―⽔⾏政の改⾰」（第2回北上川流
域連携フォーラム） 

▼全国総合開発計画「21世紀の国⼟のグランドデザ
イン―地域の⾃⽴の促進と美しい国⼟の創造―」 
 ●新しい全国総合⽔資源計画[ウォータープラン21] 

1999 
[H11]   

□河川審議会答申「新たな⽔循環・国⼟管理に向けた
総合⾏政のあり⽅について」／提⾔「今後の⽔利⾏政
のあり⽅について」   

2000 
[H12] 

●講演「全国総合開発計画における
流域圏の位置づけについて」（流域
圏連絡会議） 

  

2003 
[H15] 

●「⽔の週間」記念⽔資源シンポジ
ウム   

2004 
[H16] 

●講演「流域圏構想の過去・現在・
未来」（連続講演会「⾃然と共⽣す
る都市・流域圏を考える」 
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河川審 議 会にお け る発⾔ 記 録 
 1994[平 成 6]年 に 設 置 さ れ た 河 川 審 議 会 計 画 部 会 基 本 政 策 ⼩ 委 員 会 は 、 答 申 ま で に
12回開催 されて お り、第1回（同年7⽉ 26⽇）、第 3回（11⽉ 30⽇）、第 7回（1995[平成
7]年7⽉21⽇）、第8回（10⽉24⽇）、第9回（1996[平成8]年2⽉16⽇）、第10回（3⽉22
⽇）、第11回（5⽉21⽇）の議事 録に下 河 辺⽒の 発 ⾔が残 さ れてい る。河川⾏ 政 への⼀
家⾔と し てその ⼀ 部を以 下 に列挙 す る。  

 【 河 川 審 議 会 計 画 部 会 基 本 政 策 ⼩ 委 員 会 に お け る 下 河 辺 ⽒ の 発 ⾔ （ 抜 粋 ）】  
・河 川 整 備 に つ い て 考 え な さ い 、と ⾔ わ れ た と き に 、制 度 化 さ れ た と こ ろ を 考 え る の か 、

⾃ 然 に ⾬ が 降 る の を ど う す る と い う 、 ⾃ 然 体 と し て 河 川 を ⾒ る の か が わ か り づ ら い。
今 度 の 諮 問 は 河 川 法 上 の 公 共 の も の と し て 、と い う 認 識 で 議 論 に な る の か ど う か 、気
に な る 。  

・「21世 紀 の 河 川 像 」と い う テ ー マ だ が 、⾃ 然 と の 共 ⽣ と い う ⾔ 葉 を 使 っ た と き に 、 災
害 と い う 概 念 は 成 り ⽴ た な い の で は な い か 。⾃ 然 と い う の は 、渇 ⽔ 期 も あ れ ば 豊 ⽔ 期
も あ る の で 、⼈ 間 が そ れ を 楽 し む の が 共 ⽣ で あ っ て 、そ れ を や っ つ け て し ま う と い う
の は 、⾃ 然 と 共 ⽣ と は い わ な い の で は な い か 。今 ま で の 河 川 と い う の は 、⼯ 学 的 な 安
⼼・安 全 だ け 議 論 し て い た よ う に 思 う 。⾃ 然 と の 共 ⽣ と い う の を 否 定 し た い と い う こ
と を 、 思 い 切 っ て い っ て み て は ど う か 。  

・江 ⼾ が で き 始 ま る 最 初 か ら 、都 市 の 仕 事 は 治 ⽔ 。綿 々 た る ⽔ の 歴 史 が 東 京 に あ る 。そ
う い う 15〜 16世 紀 か ら の 延 ⻑ 線 で 21世 紀 を 語 り 合 う と い う こ と が テ ー マ で あ る 。 20
世 紀 末 と い う の は 、オ リ ン ピ ッ ク の ⾼ 速 道 路 で ⽔ ⾯ を 失 っ た 歴 史 で 、そ う し た 議 論 も
重 要 に な っ て き て い る と 思 う 。  

・ ⼭ 梨 の ⼩ さ い 河 川 で 砂 防 の 連 中 と 議 論 し て い る が 、 1回 ⼤ ⾬ が 降 る た び に ⽯ が 流 れて
河 川 が 河 川 の 役 割 を 果 た さ な い と い う も の を ど う す れ ば よ い の か 。砂 防 ダ ム を つ く っ
て 、⽯ を 押 さ え よ う と す る け れ ど も 瞬 く 間 に 満 杯 に な っ て 役 割 を 果 た さ な い と い う こ
と を 繰 り 返 し て い る 。 あ あ い う ⾃ 然 に 対 し て 、 河 川 管 理 を ど う 考 え れ ば よ い か 。  

・ 報 告 書 に 「 新 し い 川 づ く り ・ ⽔ 政 策 」 と あ る が 、「 新 し い 」 と い う の で あ れ ば 基 本的
に は ⼀ 級 河 川 と い う 思 想 を 捨 て る こ と が ⼤ き い の で は な い か 。ま た ⽔ 害 の 少 な い 、洪
⽔ に 強 い と い う こ と で は 、⼈ 間 と 河 川 と の 関 係 を 危 機 管 理 か ら だ け し か ⾒ な い こ と が
貧 困 な の で は な い か 。⼈ 間 と ⽔ と の 関 係 は 、良 い こ と が 50で 、悪 い こ と が 50あ っ て 、
そ の バ ラ ン ス を 論 ず る こ と が 河 川 論 だ が 、 こ れ ま で の 河 川 の 議 論 は 悪 い こ と の 50を
無 く そ う と い う こ と し か ⾔ っ て こ な か っ た の で は な い か 。  

・⽔ 質 で 議 論 し て お き た い の は 、下 ⽔ 処 理 と 河 川 と の 関 係 に つ い て は 、新 し い ⽔ ⾏ 政 の
中 で 議 論 し 直 し た ほ う が い い の で は な い か 。  

・こ れ か ら の ダ ム よ り も 、む し ろ 戦 後50年 に つ く っ た ダ ム を 全 部 チ ェ ッ ク し 直 し た ほ う
が い い 。  

・河 川 ⾏ 政 は 、河 川 に ⼊ っ て く る べ き 汚 ⽔ だ ろ う が 清 流 だ ろ う が 、全 部 関 ⼼ を 持 っ て も
ら い た い 。 地 ⽅ の ⼩ 河 川 は そ の 問 題 が 悩 み だ と 思 う 。 ⽮ 作 川 も そ れ が 出 発 点 だ っ た。 

・治 ⼭ 型 の 暴 れ 川 で 、暴 れ た 川 の ま ま 公 園 と し て 使 う と い う こ と を や り た い 。危 険 な こ
と は ⼗ 分 知 っ て い る わ け で 、 危 険 な 暴 れ 川 が ⼈ 間 に と っ て 公 園 に な る と い う こ と は、
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こ れ か ら ⼈ 間 と 河 川 を 論 ず る と き に お も し ろ い と 思 う 。河 川 の 領 域 と 公 園 の 領 域 の 縄
張 り を き ち ん と 線 を 引 い て し ま う と 、⽔ に 接 す る 公 園 が ⽔ を 避 け た 公 園 に な っ て 、考
え ⽅ と し て 抵 抗 を 感 じ る 。  

・現 在 の 河 川 法 で は 何 が だ め か と い う の が 基 本 政 策 で は な い だ ろ う か 。河 川 法 を 改 正 す
る と い う と こ ろ ま で ⾔ う 必 要 は な い が 、新 々 河 川 法 の テ ー マ を は っ き り さ せ る と い う
の が 結 論 で あ っ て ほ し い と 思 う 。国 ⺠ と し て 川 を ⾒ る こ と と 、住 ⺠ と し て 川 を ⾒ る こ
と と は 法 律 論 と し て ⾮ 常 に 違 っ た も の で は な い か と い う 気 が し て い て 、 本 当 に 39年
法（ 新 河 川 法 ）を 基 本 的 に や り 直 す と い う こ と が ⾔ え た ら 、こ の ⼩ 委 員 会 、ち ょ っ と
歴 史 的 な 報 告 書 が 出 る 。  

・政 治 的 意 味 も 含 め て 、⼟ 地 基 本 法 と 並 ん で ⽔ 基 本 法 が あ っ て よ い は ず だ 。報 告 書 に は 、
⼈ 間 に と っ て 河 川 の 存 在 そ れ ⾃ 体 に 価 値 が あ る と い う こ と を 書 い て ほ し い 。  

 基本政 策⼩委 員 会の審 議 スケジ ュ ールを み ると、当 初 は1996[平成8]年3⽉ 答申をめ
どに10回 の開催 が 設定さ れ ていた が 、そ の後「 今後の 河 川整備 の 基本⽅ 針 と主要施策
につい て」の議題 で2回が追 加 され、6⽉ の答申 と なって い る。追 加さ れた2回の うち第
9回委員会 で下河 辺 ⽒は、報 告の取 り まとめ に ついて、「 どれほ ど 独断と 偏 ⾒であ って
も、こ の 委員会 は こう思 う という 答 えをひ と つ⾒せ て くださ い という 要 望は意外と⼤
き い の で は な い か 。 ⾏ 政 の 審 議 会 と い う の は 100点 で な い と い け な い と い う 重 荷 を 背
負わさ れ てしま う から、 答 えのほ う があい ま いにな る という こ とはな い だろうか。河
川局が70％しか 保 証しま せ んとい う ところ が 出発点 だ と絶対 に おもし ろ いと思 う」と
述べて お り、従 来 の発想 の 転換を ⽰ 唆する 下 河辺⽒ 独 特の発 ⾔ が印象 深 い。  
 また 、第10回の 議事録 に よれば 、河川局 は「この ⼩ 委員会 で 基本的 な ⽅向が出て河
川法の 改 正にま で つなが る 話が多 々 あると 認 識して い るが、 現 在のと こ ろまだ動いて
いない」と 述べて お り、これ に 対して 下 河辺⽒ は、「先⾒性 の ある新 河 川法の 中 で問題
になる べ きテー マ をきち ん と提案 し ておけ な いか。 現 ⾏法の 何 が問題 か ということか
ら将来 に つなが る ような も のをま と められ る といい 」 と発⾔ し ている 。  
 6⽉に「21世紀の社 会を展 望 した今 後 の河川 整 備の基 本 的⽅向 に ついて 」が 答申され
るが、 同 時期に 下 河辺⽒ は 「次の 河 川⾏政 を 担う⼈ た ちへ」 と 題した ⽂ 書を作成して
いる。 冒 頭「河 川 部⻑（ 原 ⽂ママ ） さん⽅ と 懇談す る 機会を 得 ました 。 席上、いろい
ろな話 が 出まし た が、⼗ 分 意を尽 く せなか っ たので 、 思いの た けを述 べ てみたいと思
います 」 と書い て おり、 河 川に対 す る思い と 河川局 へ の要望 を 記して い る。  
 当時 河 川局⻑ を 務めた 松 ⽥芳夫 ⽒ は、この と きの答 申 につい て、「21世紀を ⾒つめて
河川⾏ 政 の在り ⽅ や河川 管 理の進 め ⽅の改 善 など本 質 的な事 項 につい て の記述が多か
ったこ と と、従 来 の河川 ⾏ 政に対 す る反省 や 問題点 の 指摘が 素 直であ っ たせいか、お
役⼈の 作 ⽂と云 わ れがち な 審議会 の 答申と は ずいぶ ん 様⼦が 違 うとい う 評判を 頂 いた。
これは 委 員の先 ⽣ ⽅の議 論 に熱が ⼊ ってい た ことの 表 れでも あ るが、 事 務局の担当官
にとっ て は努⼒ が 報われ て うれし い ことで あ った」7と回 顧して い る。河 川法 は1997[平
成9]年に 改正さ れ た。  

 
7 松 ⽥ 芳 夫 「 河 川 法 改 正 へ の 道 の り と 背 景 」、『RIVER FRONT』Vol.59、 公 益 財 団 法 ⼈ リ バ
ー フ ロ ン ト 研 究 所  
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全 国 総 合 開 発 計 画 に み る 流 域 圏 構 想  
下河辺 ⽒ が、国 ⼟ 庁計画 ・ 調整局 ⻑ の⽴場 で 事務的 責 任者と し てかか わ った第三次

全国総 合 開発計 画（ 1977[昭和 52]年閣 議 決定）に盛 り込ん だ のが、「 流 域圏構 想」であ
る。「プラ ンナー と して⾃ 信 をもっ て 披露し た」という 三 全総の 基 本⽬標 は「 ⼈間居住
の総合 的 環境の 整 備」で 、 開発⽅ 式 に「定 住 構想」 を 打ち出 し た。定 住 の条件として
議論し た のが⽔ 系 主義で あ り、江 ⼾ 時代ま で は⽔系 が 地域を つ くり上 げ 、⽔系に依存
する形 で 、ある ⼀ つの⽣ 態 系の中 で 地域社 会 ができ て いたと い うとこ ろ に⽴ち戻った
として い る。著 書 『戦後 国 ⼟計画 へ の証⾔ 』 8で当時 を 次のよ う に振り 返 ってい る 。 

「 ⽔ 系 は 、⼈ と ⾃ 然 と か 、⼈ と 国 ⼟ と い う こ と を 論 争 し た と き に 出 て き た 考 え ⽅ で 、明
治 の 廃 藩 置 県 は ⼀ 般 的 に 河 川 を 境 界 に し て し ま っ た こ と が 多 い の で す 。右 岸 と 砂 岩 が 違
っ た 団 体 な た め に 、⼀ 本 の 河 川 を 管 理 す る の が 難 し く な っ て い る の で す 。だ か ら 、⼤ き
な 河 川 は 国 と い う ふ う に 、突 然 中 央 に 舞 い 上 が っ て し ま う よ う な 管 理 の 仕 ⽅ を し て い る
の だ け れ ど も 、江 ⼾ 時 代 と い う の は 、お 国 の 中 で 河 川 が 真 ん 中 を 流 れ て い る の で す 。だ
か ら 、右 岸 と 左 岸 の 両 ⽅ を ⼀ つ の 藩 、⼤ 名 が 管 理 し て い る と い う こ と は ⾮ 常 に 良 い こ と
で は な い か と 、 右 岸 左 岸 論 と し て 思 っ た わ け で す 。  

も う ⼀ つ は 、上 流 下 流 論 の ⼀ 体 感 が ⾮ 常 に う ま く で き て い る と い う の が あ る わ け で す 。
⼭ が あ っ て 、⼭ を 下 り る と 森 が あ っ て 、森 を 下 り る と 薪 炭 林 が あ っ て 、⾥ ⼭ が あ っ て 畑
が あ っ て 、⽥ ん ぼ が 出 て き て 、城 下 町 で 港 が あ っ て と い う 具 合 に 、上 流 下 流 の ⼀ 体 性 が
⾮ 常 に う ま く で き て い る の で す 。  

こ れ は ⾃ 然 系 で あ る と 同 時 に 、 社 会 的 経 済 的 系 で も あ っ て 、 藩 の 時 代 の ⼟ 地 利 ⽤ は、
⽣ 態 学 的 に み て も 社 会 的 に み て も 、と て も う ま く で き て い る こ と が 、そ の 当 時 の 議 論 だ
っ た わ け で す 。  

廃 藩 置 県 が 進 む に つ れ て 、交 通 主 義 に と ら わ れ て 海 岸 線 に 併 ⾏ の ル ー ト だ け が 活 発 に
な っ て し ま っ て 、⼭ の ⽅ は 過 疎 化 す る と い う 形 を 卒 業 し よ う と い う こ と で 、⽔ 系 主 義 を
⾔ い 出 し た の で す 。し か し 、も う 現 実 の 近 代 化 さ れ た 経 済 が そ う い う ふ う に 戻 る の は そ
う 簡 単 で は な い こ と は 確 か で す 。上 流 と い う と 、何 か ⽔ 資 源 の こ と し か 考 え な い よ う な
貧 困 な 上 流 下 流 の 関 係 に な っ て い ま す し 、農 業 は ⼤ 体 衰 退 し て し ま う し 、都 市 と 都 市 と
が 交 通 で ネ ッ ト ワ ー ク と し て 結 び つ く ほ う が 魅 ⼒ が あ る と い う 時 代 で す か ら 。  

そ れ に も か か わ ら ず 、国 ⼟ と ⼈ と ⾃ 然 と の 関 係 論 か ら ⾔ え ば 、そ れ を も う ⼀ 度 回 復 す
る こ と の 意 味 は ⼤ き い と 三 全 総 で は 説 い た つ も り な の で す 。そ れ は む し ろ 、計 画 で あ る
よ り も 、地 域 と ⾔ う か 流 域 の ⼈ た ち と の 運 動 の 中 か ら 出 て き て ほ し い と い う こ と を だ い
ぶ 期 待 し た の で す 。」  

 本書は 、1992[平成 4]年、四全 総の総 点 検作業 が 開始さ れ たころ に ⾏われ た 下河辺⽒
へのイ ン タビュ ー を取り ま とめた も のであ る が、国 ⼟ 審議会 委 員とし て 関与した四全
総にお け る⽔系 の 問題に つ いては、「 ⽣煮え だ ったと 思 う。⽔系の 環境論 は あまり ⼤き

 
8 下 河 辺 淳 『 戦 後 国 ⼟ 計 画 へ の 証 ⾔ 』（ 1994）、 ⽇ 本 経 済 評 論 社 。 ジ ャ ー ナ リ ス ト の 本 間 義 ⼈
⽒ 、東 京 都 ⽴ ⼤ 学 法 学 部 教 授（ 当 時 ）の 御 厨 貴 ⽒ 、財 団 法 ⼈ ⽇ 本 都 市 セ ン タ ー 主 任 研 究 員（当
時 ） の 檜 槇 貢 ⽒ が 聞 き ⼿ と な り 、 下 河 辺 ⽒ へ の イ ン タ ビ ュ ー を 取 り ま と め た も の で あ る 。  
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な意味 を 持たず 、 治⽔や 災 害の国 ⼟ 保全論 に なった と ころで ⽌ まって し まっている。
むしろ 五 全総へ の 宿題と し て送っ た 感じが あ る」と 評 してい る 。 
 四 全 総 の 総 合 的 点 検 調 査 部 会 報 告 が ⾏ わ れ た の は 1994[平 成 6]年 で あ る が 、 同 年 下
河 辺 ⽒ は 国 ⼟ 審 議 会 会 ⻑ 、 河 川 審 議 会 計 画 部 会 基 本 政 策 ⼩ 委 員 会 専 ⾨ 委 員 に 就 任 、
1997[平成 9]年に は 再び河 川 審議会 総 合政策 委 員会専 ⾨ 委員に 就 任して い る。  
 国⼟ 審 議会⻑ と して⼿ 腕 を振る っ た5回⽬の 全国総 合 開発計 画（ 1998）では 、宿題と
した流 域 圏に再 び 光を当 て、「第2部 分野別 施 策の基 本 ⽅向」の「 第1章 国 ⼟の保全
と管理 に 関する 施 策」の 中で「第3節  流域圏 に 着⽬し た 国⼟の 保 全と管 理」としてま
とめて い る。  
 ⼀⽅ 、国 ⼟庁⽔ 資 源部で は、三全総 の 翌年1978[昭和53]年 に「⻑ 期⽔ 需給計 画」、四
全 総 と 同 年 の 1987[昭 和 62]年 に 「 全 国 総 合 ⽔ 資 源 計 画 （ ウ ォ ー タ ー プ ラ ン 2000）」 を
策定し て いるが 、5回⽬の 全 総計画 に 併せて「新 しい全 国 総合⽔ 資 源計画（ウ ォーター
プ ラ ン 21） ― い つ ま で も  い つ ま で も 瑞 々 し い 国 ⼟ を ⽬ 指 し て ― 」 を 策 定 し て い る 。
その⽬ 標 は「21世 紀の持 続 的⽔活 ⽤ 社会の 構 築」で あ る。  
 次表 「 全国総 合 開発計 画 にみる 流 域・河 川 ・⽔系 に 関する 項 ⽬」に 、 各全総計画に
おける 下 河辺⽒ の 役職、 該 当する ⽬ 次項⽬ 、 単語出 現 数など を まとめ た 。 
 
成⽴を 夢 ⾒た⽔ 基 本法  
 上流 か ら中流 、 下流へ と つなが る 流域圏 と そこに 住 まう⼈ 々 の暮ら し 、⽂化は、⽔
無くし て は成り ⽴ たない 。 下河辺 ⽒ は、河 川 法は河 川 の中の ⽔ に対す る ⼟⽊⼯事法、
⽔資源 法 は必要 な ⽔を確 保 するた め の法律 で あり、「⽔ と⼈と く らし」を考 えた⽔ 基本
法の必 要 性を説 い ている 。  
 最 後 に 、 環 境 省 の 有 志 が 主 催 し た 「 ⼈ と ⾃ 然 研 究 会 」 の 記 録 か ら 、「 第 3回  ⽔ 系 」
におけ る 発⾔（抜 粋 ）を紹介 し たい。同 研 究会は2005[平成17]年9⽉〜11⽉まで に 計5
回開催 さ れてお り 、下河 辺 ⽒が若 ⼿ の⾏政 マ ンを相 ⼿ に⾃論 を 展開し 、 ⾃由闊達な意
⾒交換 が ⾏われ た 様⼦が う かがえ る 資料で あ る。  

 「 ⼈ 間 と い う の は 永 遠 に 地 球 の 災 害 を 防 ぐ な ん て い う お こ が ま し い こ と は 、 本 来 、 地
震 だ っ て 何 だ っ て で き な い で す ね 。そ れ を 政 府 と し て は 国 ⺠ の た め に や ら な く て は と い
う 使 命 感 に 燃 え て 河 川 局 が や っ て き た ん じ ゃ な い ？ そ れ を ど う 動 く か と い う あ た り が、
⼈ 間 と ⽔ と の 関 係 で ⼤ き な 問 題 だ と 思 う 。そ れ を 議 論 し て い く と 、河 川 と 称 す る ⼟ ⽊ ⼯
事 の 中 を 流 れ る ⽔ の 問 題 で も な く て 、⼈ 間 が ⽣ き て い く と き に 必 要 な ⽔ 全 体 の 問 題 を 論
ず る こ と に な る 。地 球 と 太 陽 と ⽉ と の 関 係 で 、温 暖 化 と か 寒 冷 化 が 進 む と い う こ と と の
関 連 で 、⼈ 類 が ⽣ き て い く と き の ⽔ 問 題 と い う こ と を 基 本 的 に 論 じ な け れ ば い け な い の
で は な い か 。 そ こ が ち ょ っ と 抜 け て い る 状 態 な の で は な い か と 思 う 。（ 中 略 ） 結 論 から
⾔ う と 、⽔ 基 本 法 と い う 法 律 が ど う し て も ⽇ 本 ⼈ が ⽇ 本 列 島 に ⽣ き て い く た め に は ⽋ か
す こ と が で き な い と 思 っ て い る 。だ け ど も 、ど こ が ⽔ 基 本 法 な ん て い う 法 律 を 担 当 で き
る か と い う と 、今 の 縦 割 り の 役 所 で は 担 当 で き る 所 が あ ま り 思 い つ か な い 。だ れ か 、縦
割 り 官 庁 を 動 員 し て 、⽔ 基 本 法 を つ く っ て く れ ま せ ん か ね 。事 は そ こ か ら 始 ま る よ う な
気 が す る 。」✥   



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.16 

23 365 ⽇の川を想う―流域圏構想 

 
 
 

 

  

全
国

総
合

開
発

計
画

（
S3

7）
新

全
国

総
合

開
発

計
画

（
S4

4）
第

三
次

全
国

総
合

開
発

計
画

（
S5

2）
第

四
次

全
国

総
合

開
発

計
画

（
S6

2）
全

国
総

合
開

発
計

画
「

21
世

紀
の

国
⼟

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
―

地
域

の
⾃

⽴
の

促
進

と
美

し
い

国
⼟

の
創

造
―

」
（

H1
0）

下
河

辺
⽒

の
役

職
経

済
企

画
庁

総
合

開
発

局
 調

査
官

経
済

企
画

庁
総

合
開

発
局

総
合

開
発

課
 課

⻑
国

⼟
庁

計
画

・
調

整
局

 局
⻑

国
⼟

審
議

会
特

別
委

員
国

⼟
審

議
会

会
⻑

流 域 ・ 河 川 ・ ⽔ 系 に 関 す る

主 な 記 述

【
第

4章
第

2節
 

2 ⽔
の

供
給

対
策

の
⽅

向
】

各
⽤

⽔
の

新
規

需
要

の
河

川
、

湖
沼

⽔
源

に
対

す
る

依
存

度
は

将
来

⼀
段

と
増

⼤
す

る
の

で
、

各
地

⽅
と

も
⽔

の
需

要
の

近
郊

を
保

つ
こ

と
は

漸
次

困
難

に
な

る
す

う
勢

で
あ

り
、

と
く

に
京

浜
葉

地
区

、
阪

神
地

区
等

に
お

い
て

は
⽔

の
需

要
が

⼀
段

と
ひ

っ
迫

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

、
各

⽤
⽔

間
の

需
要

の
調

整
を

強
く

要
請

す
る

と
と

も
に

、
供

給
量

の
増

⼤
の

た
め

上
流

⽔
源

地
帯

の
整

備
に

留
意

し
な

が
ら

、
河

川
、

湖
沼

⽔
の

利
⽤

の
⾼

度
化

を
推

進
す

る
も

の
と

す
る

。

【
第

4 
3−

2 
(4

)⽔
資

源
の

開
発

と
広

域
利

⽤
の

推
進

】
わ

が
国

は
、

降
⾬

量
が

多
い

た
め

、
⽐

較
的

⽔
資

源
に

恵
ま

れ
て

い
る

が
、

地
形

が
急

こ
う

配
で

あ
り

、
ま

た
、

河
川

流
出

量
の

季
節

的
変

動
が

激
し

い
こ

と
や

⽔
資

源
開

発
が

⽴
ち

後
れ

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、
⽔

資
源

と
し

て
⼗

分
に

利
⽤

さ
れ

て
い

な
い

現
況

で
あ

り
、

さ
ら

に
今

後
の

⽔
需

要
の

増
⼤

に
伴

っ
て

、
⽔

需
要

が
⼀

段
と

ひ
っ

迫
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
⽔

儒
教

に
対

処
し

て
、

広
域

的
、

計
画

的
に

⽔
資

源
開

発
を

進
め

、
安

定
し

た
⽔

供
給

を
確

保
す

る
こ

と
が

き
わ

め
て

重
要

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
。

【
第

3−
2 

(3
)定

住
圏

の
整

備
⽅

式
】

定
住

圏
の

整
備

の
⽅

向
に

つ
い

て
は

、
既

存
の

広
域

⽣
活

圏
の

施
策

等
を

基
礎

と
し

、
新

た
に

流
域

圏
等

に
配

慮
し

つ
つ

、
地

⽅
公

共
団

体
が

住
⺠

の
意

向
を

し
ん

し
ゃ

く
し

て
決

め
る

も
の

と
す

る
。

【
第

4−
1 

（
3）

⽔
系

の
総

合
的

管
理

】
〜

安
定

し
安

全
な

国
⼟

の
確

保
を

図
る

こ
と

が
課

題
で

あ
り

、
国

⼟
を

⽣
態

系
が

創
出

・
維

持
さ

れ
、

⼈
間

の
諸

活
動

が
営

ま
れ

て
い

る
⽣

命
あ

る
微

妙
な

⾃
然

系
と

し
て

と
ら

え
、

流
域

の
規

模
、

流
域

内
平

地
の

割
合

と
分

布
形

、
流

域
内

⼭
地

の
起

伏
の

程
度

と
分

布
形

、
流

域
内

都
市

の
規

模
と

⽴
地

形
等

⾃
然

的
、

社
会

的
特

性
に

応
じ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
⽔

系
の

持
つ

流
域

ご
と

に
⽔

系
管

理
の

基
本

的
⽅

向
を

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
第

Ⅳ
章

第
1節

 
(3

)⽔
系

の
総

合
的

管
理

と
⽔

資
源

の
開

発
・

保
全

】
1）

⽔
系

の
総

合
的

管
理

(⼈
と

⽔
の

か
か

わ
り

の
再

構
築

)
⽔

は
、

⾃
然

の
循

環
経

路
を

通
じ

て
、

動
植

物
や

⼈
間

の
諸

活
動

を
⽀

え
な

が
ら

、
流

域
を

形
成

し
つ

つ
国

⼟
を

構
成

し
て

お
り

、
⽇

本
独

特
の

⾵
⼟

と
⽣

活
⽂

化
を

は
ぐ

く
ん

で
き

た
。

し
か

し
、

⼈
⼝

の
都

市
集

中
と

⼟
地

利
⽤

の
⾼

度
化

に
よ

り
⾃

然
系

と
し

て
の

⽔
循

環
経

路
の

機
能

性
低

下
、

⽔
⾯

空
間

の
減

少
、

⽔
と

⼈
と

の
か

か
わ

り
の

希
薄

化
な

ど
が

進
⾏

し
た

。
こ

の
た

め
、

流
域

の
⾃

然
的

・
社

会
的

特
性

を
踏

ま
え

つ
つ

、
国

⺠
の

⽣
活

⽂
化

に
⽔

を
溶

け
込

ま
せ

、
⼈

と
⽔

と
の

か
か

わ
り

を
再

構
築

す
る

と
と

も
に

、
利

⽤
と

保
全

が
調

和
す

る
よ

う
⽔

系
の

総
合

的
な

管
理

を
⾏

い
、

安
定

し
た

安
全

な
国

⼟
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
第

2部
第

1章
第

3節
 

3 ⽔
系

の
総

合
的

な
整

備
】

都
市

化
に

と
も

な
う

洪
⽔

量
の

増
⼤

、
河

川
⽔

質
の

悪
化

、
湧

⽔
の

枯
渇

等
に

よ
る

河
川

⽔
量

の
減

少
、

流
出

⼟
砂

量
の

変
化

等
、

流
域

の
⼟

地
利

⽤
や

⽔
利

⽤
の

変
化

に
と

も
な

い
顕

在
化

し
た

治
⽔

や
⽔

環
境

上
の

様
々

な
問

題
に

対
応

す
る

た
め

に
、

流
域

で
連

携
し

た
総

合
的

な
取

組
を

⾏
う

。
ま

た
ふ

だ
ん

の
川

の
機

能
に

着
⽬

し
た

河
川

整
備

を
推

進
し

、
流

域
に

お
け

る
⼈

と
川

の
関

係
を

再
構

築
す

る
。

該 当 す る ⽬ 次 項 ⽬

第
4章

 
産

業
基

盤
の

整
備

 
第

2節
 

⽤
⽔

の
確

保
 

 
1 

⽔
需

要
の

動
向

 
 

(1
)⼯

業
⽤

⽔
 

 
(2

)農
業

⽤
⽔

 
 

(3
)上

⽔
道

⽤
⽔

 
 

2 
⽔

の
供

給
対

策
の

⽅
向

 
 

(1
)多

⽬
的

貯
⽔

池
の

開
発

 
 

(2
)湖

沼
の

⾼
度

利
⽤

 
 

(3
)河

⼝
堰

等
の

建
設

 
 

(4
)⽔

の
合

理
的

使
⽤

 
 

(5
)広

域
的

な
⽔

利
⽤

第
5章

 
国

⼟
保

全
施

設
の

整
備

 
 

2 
事

業
別

施
策

 
 

(1
)治

⼭
治

⽔
事

業
第

6章
 

住
宅

お
よ

び
⽣

活
環

境
の

整
備

 
第

2節
 

上
⽔

道
の

整
備

 
第

3節
 

下
⽔

道
、

週
末

処
理

施
設

お
よ

び
清

掃
施

設

第
4 

計
画

の
主

要
課

題
 

3 
環

境
保

全
の

た
め

の
計

画
 

 
3-

1 
⾃

然
お

よ
び

歴
史

的
環

境
の

保
護

保
存

に
関

す
る

主
要

計
画

課
題

 
 

(1
)⾃

然
の

保
護

保
存

 
 

(2
)歴

史
的

環
境

の
保

護
保

存
  

 
3-

2 
国

⼟
の

保
全

お
よ

び
⽔

資
源

の
開

発
に

関
す

る
主

要
計

画
課

題
 

 
(1

)国
⼟

保
全

の
推

進
 

 
(2

)都
市

化
に

対
応

す
る

国
⼟

の
保

全
 

 
(3

)農
⼭

漁
村

地
域

に
お

け
る

国
⼟

の
保

全
 

 
(4

)⽔
資

源
の

開
発

と
広

域
利

⽤
の

推
進

 
 

(5
)⽔

管
理

施
設

群
の

開
発

第
3 

定
住

構
想

 
1 

国
⼟

の
基

本
的

条
件

 
 

(1
)国

⼟
の

特
性

 
 

(2
)⼈

と
国

⼟
 

 
(3

)国
⼟

の
利

⽤
 

 
(4

)⽔
資

源
 

2 
定

住
構

想
の

仕
組

み
 

 
(1

)定
住

構
想

の
役

割
 

 
(2

)定
住

構
想

の
圏

域
 

 
(3

)定
住

圏
の

整
備

⽅
式

 
3 

定
住

構
想

の
⽬

標
第

4 
主

要
計

画
課

題
 

1 
国

⼟
の

管
理

に
関

す
る

計
画

課
題

 
 

(1
)⾃

然
環

境
の

保
全

 
 

(2
)歴

史
的

環
境

の
保

全
 

 
(3

)⽔
系

の
総

合
的

管
理

 
 

(4
)⽔

資
源

の
保

全
と

開
発

 
 

(5
)森

林
資

源
の

保
全

と
培

養
 

 
(6

)沿
岸

域
の

保
全

と
開

発
 

 
(7

)⼤
気

環
境

の
保

全

第
Ⅳ

章
 

計
画

実
現

の
た

め
の

主
要

施
策

 
第

1節
 

安
全

で
う

る
お

い
の

あ
る

国
⼟

の
形

成
 

 
(1

)安
全

で
緑

と
⽔

に
恵

ま
れ

た
国

⼟
の

形
成

 
 

(2
)森

林
と

国
⼟

管
理

 
 

(3
)⽔

系
の

総
合

的
管

理
と

⽔
資

源
の

開
発

・
保

全
 

 
(4

)海
洋

・
沿

岸
域

の
利

⽤
と

保
全

 
 

(5
)環

境
の

保
全

 
 

(6
)安

全
性

の
確

保

第
2部

 
分

野
別

施
策

の
基

本
⽅

向
 

第
1章

 
国

⼟
の

保
全

と
管

理
に

関
す

る
施

策
 

第
3節

 
流

域
圏

に
着

⽬
し

た
国

⼟
の

保
全

と
管

理
 

 
1 

流
域

圏
に

着
⽬

し
た

国
⼟

の
総

合
的

な
整

備
 

 
(1

)流
域

圏
に

お
け

る
施

策
の

総
合

化
 

 
(2

)健
全

な
⽔

循
環

の
保

全
・

回
復

 
 

(3
)流

域
意

識
、

上
下

流
意

識
の

醸
成

 
 

(4
)き

れ
い

な
⽔

、
美

味
し

い
⽔

の
保

全
と

回
復

 
 

2 
安

定
的

な
⽔

資
源

の
確

保
と

有
効

利
⽤

 
 

(1
)⽔

資
源

の
有

効
活

⽤
 

 
(2

)渇
⽔

対
策

の
強

化
と

⽔
資

源
開

発
 

 
3 

⽔
系

の
総

合
的

な
整

備
 

 
(1

)流
域

、
氾

濫
原

と
⼀

体
と

な
っ

た
治

⽔
対

策
 

 
(2

)流
域

、
沿

岸
域

を
視

野
に

⼊
れ

た
総

合
的

な
 

 
 

⼟
砂

管
理

 
 

(3
)河

川
空

間
の

⾃
然

性
と

⽔
辺

の
快

適
性

の
向

上

単
語

出
現

数
流

域
：

2、
河

川
：

11
、

⽔
系

：
2

流
域

：
6、

河
川

：
26

、
⽔

系
：

27
流

域
：

15
6、

河
川

：
43

、
⽔

系
：

8
流

域
：

22
、

河
川

：
31

、
⽔

系
：

8
流

域
：

56
、

河
川

：
57

、
⽔

系
：

7

全
国

総
合

開
発

計
画

に
み

る
流

域
・

河
川

・
⽔

系
に

関
す

る
項

⽬



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.16 

24 365 ⽇の川を想う―流域圏構想 

 

Key Information 
 

流域圏構想の過去・現在・未来 
 

下河辺淳（下河辺研究室会⻑） 
 
 最初 に いいた い のは、 こ ういう 流 域圏の 議 論とい う のは、 世 代の感 覚 とつながりが
⼤きい こ とであ る 。世代 に よって 受 け取り ⽅ が⾮常 に 違うと い うこと が 私には興味が
あって 、 今⽇、 た くさん お 集まり の 若い⽅ 々 が、流 域 圏とい う ような ⾔ 葉でどういう
ことを 感 じとら れ ている か という こ とに興 味 がある 。 今の若 い ⼈たち に 、何が興味の
あるこ と なのか と 問いか け たとき に、 「別に」という よ うな答 え が返っ て くることが
多い。 つ まり、 我 々が若 い ときよ り も、今 、 若い⼈ た ちは、 ⾃ 分の関 ⼼ のあるテーマ
を失い つ つある の ではな い かとい う 気がし て いて、 ⼈ 間と⽔ と の関係 に もう少し深⼊
りした 興 味をも つ 若者た ち が出て き たらお も しろい と 思って 今 ⽇は出 て きた。  
 何し ろ ⼈間と い うのは 、 ⽔とと も に⽣き て きたし 地 球は⽔ で できて い る。私がこれ
から、 過 去と現 在 と未来 と いうこ と でお話 し するこ と になっ た ので、 最 初に過去のこ
とを話 し たいと 思 う。  
 
過去の こ と 
 ⽣命 が 地球に ⽣ まれて か ら38億年 ぐらい、宇 宙がで き て50億年 ぐらい、地 球という
惑星が で きてか ら45億年ぐら いの歴 史 がある と 思うが 、今⽇の 議 論とし て 、流 域圏 で
⽣命と い うもの と の関係 が 論じら れ るよう に なった 流 域圏構 想 という も のは、38億年
の歴史 を 語るこ と を必要 と してい る という こ とが、 過 去とい う テーマ で 私が⼀番興味
をもつ と ころで あ る。その38億年とい うのを 考 えてみ る と、銀河 系の中 で 星雲と いう
か、星 く ずが惑 星 として ⾮ 常に⾼ 温 で⾼速 な 形で宇 宙 を⾶び 歩 き、あ る いはみずから
爆発し た という よ うなこ と が最初 に あって 、 それが 速 度も落 ち 、温度 も 落ちて、地球
という も のも惑 星 の⼀つ し て冷え る 時代が 始 まった と いうあ た りから 流 域論というも
のが成 り ⽴って い ると思 う ので、 宇宙とし て、地球の ガ スの中 の ⽔蒸気 で ⾬が降 った
という あ たりか ら 、今⽇ の 論争に ま でつな が ってき て いると い うこと が 、おもしろい
ことだ と 思う。  
 ただ 、⾃然現 象 として そ ういう 歴 史をも っ ている が 、⼈ 間と しては20万年ぐ らいの
歴史を も った論 争 ではな い かとい う ような こ とを思 う と、ホ モ サピエ ン スと流域構想
とは、 ど ういう か かわり 合 いをも っ ていた か という こ とは、 無 限にお も しろい問題に
なって く る。  
 ⽔と い うもの は 船を利 ⽤ する空 間 である と いうこ と になっ て 以来、 流 域圏というも
のが違 っ た現実 性 をもっ て くると い うよう な ことを 体 験して き たが、 ⽇ 本で、とくに
⽂明と の 関係で ⾔ えば、 縄 ⽂⼈は 、 ⼀体、 流 域圏構 想 をもっ て いたか と いうことはき
わめて ⼤ きな問 題 である 。 流域圏 と いうこ と で縄⽂ の 遺跡を み てみる と 、彼らは海や
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川を最 ⼤ 限に利 ⽤ はする が 、居住 は 丘の上 で 、⽔や 海 の驚異 を 避けて 上 ⼿に住んでい
る。驚 異 を認め て 避ける と 同時に そ れを最 ⼤ 限に享 受 してい る という 縄 ⽂⼈たちの⽣
活の知 恵 は、ま さ に流域 圏 構想で ⽣ きてい た といっ て よいの か もしれ な い。  
 ま た 、 私 が 興 味 を も つ の は . 13世 紀 ぐ ら い の 歴 史 で あ り 、 世 界 に 冠 た る ⽂ 学 的 な ⽇
本とい う ものが で きた時 代 である が 、この 時 代の⽂ 化 ⼈たち は 、⽔と 遊 ぶということ
が基本 的 なテー マ であっ て 、お酒 と ⽔とが ⼀ 緒のこ と さえあ る ような お もしろい享楽
的な時 代 を迎え て いる。そ れ が18〜20世紀に な ると、城 を つくる、そ してそ の まわり
に城下 町 をつく る という よ うな都 市 計画を や ってき た 歴史が あ って、 こ れもおもしろ
いと思 う 。とく に 、⽇本 の 現在の 地 ⽅都市 の おもし ろ さは、 こ の時代 に 城下町として
できた 町 が圧倒 的 に多い と いうこ と も、な か なか愉 快 な話だ と 思うの で ある。  
 
明治維 新 の時代  
 20世 紀 と い う の は 、 明 治 政 府 の 対 応 策 が 基 本 に な っ て い て 、 明 治 政 府 の ⼈ た ち は 、
⽔とい う もの、 河 川とい う もの、 海 という も のは公 有 化する も のであ っ て、公的なも
の、⼟ 地 はむし ろ 私有財 産 だとい う 認識に ⽴ って、 ⼟ 地の私 有 財産と ⽔ の公的な空間
とをコ ン トロー ル するこ と を政府 が 握って い たとい う ことは お もしろ い ことである。
しかも 、 明治政 府 は⻄欧 の 思想や 技 術や⽂ 化 を⼊れ て くるこ と を優先 し て、先進⼯業
国にな ろ うとし た だけに 、 河川に つ いてい う と、驚 異 を克服 し てしま う ということを
理想に し たとい う ことで あ るが、 こ ういう こ とは⼈ 間 にとっ て 不可能 な ことで、現在
でも、 と ても⾃ 然 の驚異 に 勝てる と いうよ う な状況 で はない 。 そのこ と が認識された
のが今 ⽇ のおも し ろさか も しれな い と思う 。  
 ⼈間 た ちは、 技 術や知 恵 や統治 に よって シ ェルタ ー の中で ⾃ 然を排 除 でき、⾃然の
驚異か ら 逃避で き ると、 ほ んとう に 思って い たし、 明 治政府 も そう思 っ ていて、帝国
⼤学の ⼟ ⽊、建築 の 学科な ど はそれ を 理想と す る勉強 ば かりし て いた。私 も その1⼈な
のだが 、そうい う 歴史を た どった の が過去 で あって 、ホモサ ピ エンス で20万年、縄⽂
時代で5000年(ある いは1万年 という ⼈ もいる か もしれ な いが)、そ して、今 ⽇ までつな
がって き たとい う 過去に つ いて思 う ことは な かなか お もしろ い ことで あ り、こういう
過去か ら 学ぶこ と もいろ い ろとあ る のかも し れない 。  
 
現代の 時 代 
 現在 は 、産業 ⾰ 命が⼈ 間 の⽣活 を 豊
かにし た という こ とが特 ⾊ かもし れ な
い。産 業 ⾰命で は 、どち ら かとい う と
鉄道と か ⾃動⾞ と か⾶⾏ 機 という よ う
なもの が 発達し て 、流域 圏 という 中 で
⽣きて き た⼈間 が 、とう と う交通 技 術
によっ て ネット ワ ーク化 さ れて⽣ 活 し
ていく 。 都市も こ のネッ ト ワーク の タ
ーミナ ル として 認 識され て しまう よ う
なこと が 、今⽇ ま で続い て いる。   
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 そう な ると、交 通 という の はでき る だけ⽔ 平 に⾛り た いわけ で、コンタ ー ライン(等
⾼線)に沿 って⾛ る、それが で きない と 橋梁を か けたり ト ンネル を 掘った り して、でき
るだけ ⽔ 平にと い うこと に なる。 流 域圏で ⽣ きてい た 時代は 、 むしろ 上 流、中流、下
流、海 と いう⼀ 貫 性を求 め ていた 時 代であ る から、 ⽔ 系で⽣ き ること と 、交通系で⽣
きるこ と とが直 ⾓ に交わ る という こ とが、 ⽇ 本列島 の 構造に な ってき た のであるが、
この直 ⾓ に交わ っ たもの を 国⼟と し て整然 と させる こ とは、 な かなか 難 しくて、どち
らかが 犠 牲にな る。どちら か と⾔え ば ⽔系が 犠 牲にな る という 時 代が20世 紀だったと
思う。  
 これ を 決定的 に したの は 東京オ リ ンピッ ク であり 、 東京の 川 という も のを全部道路
のため に 犠牲に し たとい う 形で、 オ リンピ ッ クを開 催 したの で 、⽇本 橋 でも、神⽥川
にして も 、何と も ⾒苦し い 、道路 に 圧殺さ れ てしま っ たよう に なって い るのを、皆さ
んもみ て いると 思 う。川 が 道路に い じめら れ ている 現 状だと 私 は思っ て いる。  
 つま り 、現在 は 、流域 圏 構想か ら いうと い ろいろ と 間違っ て しまっ た 時代であると
私は思 っ ている 。 とくに 困 ったこ と は、明 治 政府の 廃 藩置県 が 、江⼾ を 卒業する条件
の⼤き な ⼀つで あ るが、 そ の廃藩 置 県で都 道 府県や あ るいは 市 町村と い うものを成⽴
させた の はいい の だが、 そ の境界 線 をほと ん どみん な 川に求 め たとい う ことで、川が
⾏政界 と なって し まった 。 そして 、 ⾏政界 に なった 途 端に流 域 圏とい う 思想はなくな
って、 右 岸と左 岸 とは無 関 係な⾏ 政 体のエ リ アであ る という よ うな不 思 議な、あるい
は当然 と いう⼈ も いるか も しれな い が、状 態 になっ た という の が、現 在 である 。  
 
流域圏 を 考える 時 代 
 こう い ったと き に、⼈ 間 がもう ⼀ 度⾃然 と 共⽣し よ うとか 、 あるい は 流域圏という
ことを 思 い起こ そ うと気 が ついた 、 あるい は 論争を 始 めたと い うこと は すばらしいこ
とであ っ て、未 来 という こ とであ れ ば、流 域 圏とい う ことを 再 ⽣する こ とに尽きると
いうふ う に思っ て いる。 た だ、皆 さ んが使 っ ている 都 市とい う ⾔葉が 、 どうも流域圏
構想か ら いうと 少 し間違 っ た考え に 陥って い ないか 、 つまり ⽇ 本⼈は 都 市というと、
何か建 物 とか道 路 とか、 構 造物で で きてい る と思っ て いる⼈ が 意外と 多 い。都市とい
うのは そ ういう も のでは な くて、 そ こに住 む ⼈間が ⽂ 化的に 洗 練され た ところを都市
という 、 という こ とをも う ⼀度思 い 起こし て 、都市 と いう⾔ 葉 を、流 域 圏構想のもと
で⽣き る 洗練さ れ た⽂化 ⼈ の住む と ころだ と いうこ と に、決 定 的に改 め てもらわなけ
ればな ら ないと 思 う。ア ー バニゼ ー ション と いう⾔ 葉 を⽇本 語 にする と きに、都市と
訳した こ とが間 違 いであ っ た。ア ー バンと い うのは 、 洗練さ れ た⼈々 の 住むところと
訳すべ き である と いうの が 、未来 に 対して の ⼀番⼤ き なテー マ である 。  
 洪⽔ と か堤防 の 破堤と か 、ある い は沈没 と か、⾼ 潮 とか、 い ろいろ な 危険な状態に
対して 対 応しよ う という こ とを⼀ 般 的に、 と くに河 川 局（国 交 省）を 中 ⼼に考えてい
るが、 そ の河川 局 で審議 会 を開い て 、特別 な 勉強会 を 開いて 出 した報 告 書があり、こ
れは明 治 以来の 河 川⾏政 を ⾰命的 に 変える 要 素をも っ たすば ら しい報 告 書だと私は思
うが、 そ こでい っ ている の は、⾃ 然 災害と ⼈ 間との 関 係につ い て、⼀ つ 新しい考え⽅
をもと う という こ とであ る 。それ を 防ぐ、 克 服する の ではな く 、共⽣ す るということ
である 。 そうは い っても 、 ⾃然災 害 と共⽣ す るとい う のはそ ん なに簡 単 なことではな
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い。⽇ 本 ⼈はそ う いう考 え ⽅がな か なか難 し くて、 何 とか⾏ 政 が洪⽔ を 防いでくれる
といい と 思って い る⼈の ほ うが普 通 かもし れ ないと は 思うが 、 そうい う 意味で、⼀⾔
でいう と、川、流域圏 という の は、365⽇ という こ とを考 え る必要 が ある 。危険 なとき
が何⽇ か あるが 、 それだ け にこだ わ るので は なくて 、 それも 含 めて、 ふ だん⾮常に豊
かな環 境 を与え て くれる 流 域圏と い うこと も 含めて 、 365⽇の⽔ と⼈間 と いうテーマ
を論じ よ うとい う ことで 河 川局と 議 論がで き たこと は 、とて も すばら し いことであっ
たと思 う 。 
 そう や って議 論 してい く と、365⽇ の⽔と い うこと に なると 、河 川の⽔ だ けを議論し
ていて も しよう が ないと い うこと に なる。 地 下⽔の こ ともあ る し、上 ⽔ 道、下⽔道、
農業⽤ 排 ⽔とい う ような こ とも含 め て、⼈ 間 が⽔と か かわり あ う姿全 体 をとらえてみ
てもう ⼀ 度議論 し ようと い うこと で 、ロー マ の美術 館 に⾏っ て みると 、 レオナルド・
ダ・ヴィン チが都 市 の⽔系 を かいた 絵 がある 。こ れは1枚の ⽊の葉 の 中を、⽔が ⽑細管
として 駆 けめぐ っ ている 姿 と同じ こ とを都 市 全体に つ いて描 い ていて 、 我々の住む都
市とい う ものは、⽔ がこう や ってネ ッ トワー ク 化して い る、そし て 最後に 排 ⽔として、
⽊の葉 か ら排⽔ を ⾶び出 さ せてい る という よ うなこ と をダ・ヴィ ンチが 描 くのをみて、
や っ ぱ り ル ネ ッ サ ン ス と い う の は す ご い 1世 紀 だ っ た ん だ な と い う こ と を し み じ み と
思う。  
 した が って、今思 うこと は、流域圏 の 基本法 を つくる と いうこ と である 。あ るいは、
⼈間と ⽔ の基本 法 という よ うなこ と であっ て もいい か もしれ な い。そ う いう形で⽇本
列島を ⾒ 直して み たら、 こ んなお も しろい こ とはな い という こ とで、 河 川局の⼀部の
有志た ち と、い ま だに⽇ 本 列島全 体 の流域 圏 構想を 検 討して み ている が 、⽇本という
の は⼩ さ な 島国 な の で、 ⼤ 河 川で 流 域 を考 え る とい う こ とと 違 っ て、 ⻑ く とも300km
ぐらい 、 鶴⾒川 み たいな ⼩ さな川 も ある。 し かし、 ⼩ さいも の は⼩さ い なりに流域圏
ができ て いると い うこと で、 全国約130ぐらいの 流域圏 に 分けて 論 争しよ う というこ
とを試 み て、今 少 数のグ ル ープで 議 論を始 め ている 。 基本的 に 信濃川 と か、あるいは
北上川 と いうよ う なあた り は、⽇本 で は少し ⼤ きな川 で、その2つと も流域 圏 構想とし
て議論 が 始まっ て いると い うこと で あり、 河 川の流 域 圏構想 と いうも の から、我々の
⽣活の 真 の豊か さ を発⾒ し ていこ う という こ とはす ば らしい 試 みであ っ て、⾼度成⻑
期に企 業 の合理 性 を求め て 市場経 済 の中で 勝 利すれ ば よいと 思 ってい た 時代とは⾮常
に違っ て きたと い うこと が 明らか で ある。 こ のこと が 今⽇の 研 究会の 、 やはり⼀番関
⼼をも っ ていた だ ける点 な のでは な いかと 思 ってい る 。 
 
世代に よ る感覚  
 若い ⽅ 々がや っ てくれ な いと意 味 がない の である が、昭和10年 〜30年の 間に⽣ まれ
た⼈た ち にも私 は 注⽬し て いる。 こ の年代 は 、⼀体 、 流域圏 に 、みず か らどういう考
え⽅を も ってい る のだろ う か。隠 居 する前 に 、そう い ったこ と を少し 発 表してもらう
とうれ し い。し か し、ほ ん とうに 期 待した い のは、昭 和30年以 降に⽣ ま れた⼈たちで
あり、 若 者たち が 、流域 圏 をどう 考 えるか と いうこ と である 。 我々が つ くった戦後経
済とい う ものか ら いうと 、1年中 、季節 に関係 な く、グルメ な⾷べ 物 を⾷べ 、し たがっ
て毒ば っ かり⾷ べ て⽣き て きた。私 た ちは、⾷ べ ても直 接 の影響 は すぐに は ないから、
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死ぬこ と と毒が ま わって く るスピ ー ドが似 て いるの で 安⼼し て いるが、30代の⼈たち
は、こ れ からま だ50年⽣きる となる と 、現在 の 毒が体 に 回って く るわけ で 、お気 の毒
なこと に ⾮常に ト ラブル の 多い⼈ ⽣ になっ て くる。 こ のこと が 、実は 流 域園⽣活とつ
なぐこ と の意味 と して⾮ 常 に⼤き な 条件で あ り、季 節 のもの を その地 域 の特性のもの
として ⾷ べてい く ような 構 想が、 そ もそも 流 域圏構 想 そのも の である と 、もう毒⼊り
のグル メ をやめ た ほうが い いだろ う と、そ し て⽣活 全 体も含 め て、⾷ べ 物についても
旬のも の という か、季節の も のとつ な いだ形 を とって も らうこ と が、 今⽇本列島 にと
って⼀ 番 ⼤切で あ ると思 う 。 
 
戦後5回 の 全総計 画 策定  
 私が 戦 後5回、全 国総合 開 発計画 を つくる こ とに参 加 して 、5回 ⽬のと こ ろでちょっ
と違っ た 雰囲気 の 計画に し た。そ れ は、計 画 それ⾃ 体 を計画 す ること で はなくて、そ
ういっ た ことに 注 ⽬する こ とを計 画 とする と いうこ と である 。 しかも 宿 題を出してお
くとい う ことで あ る。宿 題 のつい で に、過 去 にやっ た ものが よ ければ 継 続、悪ければ
中⽌と い う宿題 も 出すけ れ ども 、新 しい21世 紀に対 し て、定住 という ⼈ 間の⽣ 活像と
いうも の をどう み るか、 三全総で も やった が、今にな っ てみる と どうも 間 違った ので
はない か と思う 。  
 ⽣ま れ たとこ ろ で死ぬ ま で定住 す る⼈は す でにい な いが、 今 の若者 た ちは、どのく
らい⼀ つ のとこ ろ に住む の か。同じ 家 に5年以上 住むと い うこと は、例外的 に なってき
たので は ないか と いうよ う な気が す る。⼈ 々 は絶え ず 新しい 居 住地や 家 を求めて移動
するこ と のほう が 当たり 前 であり 、 しかも 、 それは 知 的な要 求 に基づ い て移動してい
く。私 た ちは「 ノ マドな 」 などと い う⾔葉 を 好んで 使 うよう に なって 、 ⽂化的な⼈間
はノマ ド な状態 の ⽣活を す るので 、 都市は む しろホ テ ルとい っ たほう が いいぐらいの
もので あ るとい う ような こ とで論 争 をし始 め ている が 、東京 も 確かに 、 世界中からノ
マドな ⽂ 化⼈が 泊 まりに き て⽣活 す る。⻑く とも半 年 とか1年 、短いと1⽇ という よう
な構造 で 東京が で きてい る という よ うなこ と を考え て いる。  
 365⽇ の ⽔ と い う こ と で 流 域 圏 を 考 え 、 そ こ に で き た 都 市 を ノ マ ド な ホ テ ル と し て
考えて い くとい う ような こ とが、 未 来に対 す る私の お もしろ さ であり 、 そして結論的
にいえ ば 、⽔と い うもの が 、⼈間 に すべて の 情報を 提 供する 情 報のネ ッ トワークであ
るとい う ような ⾒ ⽅がお も しろい の ではな い かと思 っ ていて 、 今は携 帯 電話とかイン
ターネ ッ トとい う ような こ とで通 信 技術的 に 動いて い るが、 こ れが通 信 技術をこえた
形でネ ッ トワー ク 化して い く情報 論 という こ とを議 論 してい く と、私 は 、ひょっとす
るとそ の メディ ア は⽔で は ないか 、 地球を 覆 ってい る ⽔とい う ものが 、 ⼈間同⼠、あ
るいは ⼈ 間に対 し てすべ て の情報 を 伝える メ ディア に なって き ている の ではないかと
ちょっ と おもし ろ く思っ て いて、海 か ら、⽔の 中 から⽣ 命 を得て 出 てきて、 ⼆本⾜で
歩くよ う になっ て、そして い ろんな ⽂ 明をつ く り上げ て きた⼈ 間 たちが、 何かそ うい
う形で ⾒ えてく る と⾮常 に 楽しい と 思って い るので あ る。  
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⼈間の 未 来 
 ⼈間 も 恐⻯と 同 じで、 や がては 地 球から 消 える⽇ が くるだ ろ うが、 そ れまでにはま
だ少し 時 間があ り そうな 気 がして い て、こ れ からい よ いよ地 球 上の⼈ ⼝ は減少して、
滅 び る 時 代 に ⼊ っ て き て い る と い う 。 ⽇ 本 も 1億 3000万 ⼈ か ら 7000万 ⼈ 、 そ し て や が
て は 4000万 ⼈ 時 代 が く る と い う 。 地 球 全 体 に し て も 40億 と い う ⼈ ⼝ が 100億 に な る と
いった ⼈ もいた が、60億ぐら いまで 増 えたに し ても、将来 的に⾔ え ば、や はり 7億とか
10億とい う時代 が くるの で はない か という こ とを考 え る。しか も、温暖 化とい うこと
がテー マ になっ て いるが 、 寒冷化 と 温暖化 が 繰り返 し くるの が 地球で あ って、やがて
⼈⼝が 減 少する こ とと寒 冷 化とい う ものと が ドッキ ン グした と きに、 い わゆる地球が
スノー ボ ール化 す るとい う ような こ とさえ 議 論にな る という こ とは、 私 が死んだ後で
あるか ら 勝⼿な こ とをい っ ている だ けで意 味 がない が 、そう い う議論 も 流域圏構想の
⼀環と し てはお も しろい テ ーマで は ないか と いうこ と を思っ た りした わ けである。✥  
 
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
⽯ 井 幹 ⼦ ・ 岸 由 ⼆ ・ 吉 川 勝 秀 編 『 流 域 圏 プ ラ ン ニ ン グ の 時 代 ― ⾃ 然 共 ⽣ 型 流 域 圏 ・ 都 市
の 再 ⽣ 』、 技 報 堂 出 版 、 2005年 3⽉  
資 料 番 号 ： 200503001 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=200503001&sub= 
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上流⽂化圏 
 

下河辺淳（東京海上研究所理事⻑） 
 
 ⽇本 の 国⼟は ⽔ 系によ っ て地域 の 特性を 表 してい ま す。⼤ き な川、 ⼩ さな川がたく
さんあ り ますね 。 現在で こ そ交通 体 系によ っ て国⼟ を 管理し て いるけ れ ど、⽇本の国
⼟は川 の 「流域 」 として ⾒ ること が 常識で し た。  
 戦後 、 戦地か ら 帰った ⼈ が⼤勢 、 全国の 川 の上流 地 域に⼊ 植 しまし た 。悪戦苦闘し
て⽣活 し たけれ ど 、そこ に 将来性 を ⾒つけ る ことが で きずに ⼤ 半の⼊ 植 者は途中で都
会へ出 て いった 。 ⼦供た ち は進学 の ために 中 流、下 流 に移転 し ていっ た 。こうして上
流の過 疎 化、⾼ 齢 化が進 ん できた ん です。  
 上流 圏 におけ る 林業も 農 業も従 事 する⼈ た ちが⾼ 齢 化し、 労 働⼒が 減 少すると同時
に⼒が 弱 くなっ て います 。  
 だか ら 、流域 の 上流圏 は 過疎、 ⾼ 齢化が 進 み、将 来 がない と いう暗 い イメージで語
られが ち で、公 共 政策は そ れをい か に救済 す るかを 話 題にし ま す。  
 しか し 歴史的 に ⾒ると 、 上流圏 に は、縄 ⽂ 時代に ⼈ 々が村 を つくっ て 住んでいたと
ころが 多 い。時 代 は変わ り 平家の 落 ち武者 が 住みつ い た村も あ る。そ の 後も、社会か
ら逃避 し て上流 の 渓⾕地 帯 に住み つ いた⼈ も いた。 縄 ⽂時代 に しても 、 落ち武者たち
が住み つ いた時 代 にして も 、上流 圏 に暮ら す ⼈たち の ⽂化レ ベ ルはと て も⾼かったん
です。  
 です か ら、上 流 地域の 将 来を悲 観 するの で はなく 、 地域の ⽂ 化的な 再 発⾒をしたい
と思う ん です。  
 早稲⽥⼤学に若者たちが集い、上流圏に本来どんな⽂化が存在していたのか、これか
ら21世紀に向けてどんな⽂化的価値を再発⾒することができるかという討論をした こ
とがあります。このとき⼭梨県早川町の町⻑も参加していて、上流圏⽂化研究所 9を町
につくり、若者を集めて研究会を始めるということに展開していきました。 
 その 早 川町で ２ 回⽬の フ ォーラ ム を開き 、 その後 、 九州の ⾼ 千穂町 、 五ヶ瀬町、北
海道の ニ セコ、 静 岡の本 川 根…と 上 流圏で 続 いて開 催 されて い ます。  
 議論 す ればす る ほど、 昔 は⽇本 ⼈ は上流 地 域に⼀ つ の考え ⽅ を持っ て いたというこ
とがわ か ります 。 そこに は ⽂学、 思 想、宗 教 もあれ ば ⽣活の 知 恵もあ る 。われわれが
上流圏 ⽂ 化に学 ぶ ことが ⾮ 常に⼤ き いんで す 。 
 ⽇本 列 島は⼩ さ い島国 で あるだ け に、上 流 ⽂化圏 が 海と⾮ 常 に深い 関 係を持ってい
た。もと も と海に 近 いとこ ろ は洪⽔ も 多いし、津 波や⾼ 潮 で⼤変 だ から定 住 できない。
だから 、 縄⽂⼈ は 上流に 居 住して い ました 。 だけど 海 とのつ な がりは 必 要だった。塩
が必要 で あると か 、海の ⿂ を⾷べ る とか、 新 しい⽂ 化 を輸⼊ し ようと い うようなこと
から海 と の関係 は ⼤切だ っ たんで す 。 

 
9 正 式 名 称 は「 ⽇ 本 上 流 ⽂ 化 圏 研 究 所 」で 、1996[平 成 8]年 に ⼭ 梨 県 早 川 町 に 開 設 さ れ 、下 河
辺 ⽒ が 初 代 理 事 ⻑ を 務 め た 。1999[平 成 11]年 任 意 団 体 、2006[平 成 18]年 に NPO 法 ⼈ と な る 。  
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 その た めに⽔ 系 を最⼤ 限 に利⽤ し 、何と か ⾈が上 流 まで⾏ く よう努 ⼒ した。どうや
ってい た かとい う と、上 流 から下 る ときは 川 の勢い で ⾏った が 、下流 か ら上るときに
は陸上 か ら綱で ⾈ を引っ 張 ってい っ た。帆 を かけて ⾛ る海の 船 と違っ て 河川の⾈とい
うのは 難 しかっ た ことで し ょう。  
 ⽇本 は 中国や 朝 鮮から 伝 来した ⽂ 化に⼤ き な影響 を 受けま し たが、 そ の中国や朝鮮
の⽂化 は ⼭岳信 仰 であっ て 海との 関 係がな い んです 。 ⽇本で は 河川の 上 流、中流、下
流が⼀ 体 となっ て 海の⽂ 化 と⼭の ⽂ 化とを 結 合した ⽂ 化を築 い た。  
 15〜16世紀、世 界 は⼤航 海 時代で し た。それ 以 来、⽇本 列 島津々 浦 々の港 が 船をベ
ースに 活 躍した か ら、経 済 ⼤国⽇ 本 が完成 し ていき ま した。 そ の奥座 敷 に上流⽂化圏
が活き て いて、 海 洋⽂化 と 上流⽂ 化 が結合 す るとい う ところ に ⽇本の ア イデンティテ
ィがあ っ たんで す 。 
 ど ん な ⼩ さ な 河 川 で も み ん な 上 流 を 持 っ て い る わ け だ か ら 、“上 流 ⽂ 化 圏”は ⽇ 本 中
いたる と ころに あ るんで す。最近は、都 市から 上 流⽂化 圏 に移住 す る⽂化 ⼈ が現れた。
⾃分の や りたい ⽂ 化的創 造 のため の 環境を ⾃ 然の豊 か な上流 ⽂ 化圏に 求 めているので
す。  
 本来 ⽇ 本に築 か れてい た 上流圏 ⽂ 化に⽬ を 向けて 、 これか ら 上流圏 で ⽣きていこう
という 若 者が増 え るよう な 気がし て います 。✥  
 
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
『 ⾶ ⽿ ⻑ ⽬ の 下 河 辺 淳 が 語 る  ⾮ 常 識 私 論 』 第 54回 、 週 刊 ⽂ 春 、 ⽂ 藝 春 秋 、 2000年 2⽉  
資 料 番 号 ： 200002006 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=200002006&sub= 
 
 
 

  

 

特定⾮営利活動法⼈⽇本上流⽂化圏研究所ホームページ 
https://joryuken.jimdofree.com/ 
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⽔系とともに⽣きるために〜⽔⾏政の改⾰ 
 

下河辺淳（東京海上研究所理事⻑） 
 
⽔系で 考 える  

今、北 上 川流域 の ⼈たち が 川につ い て語り 合 う会を 始 めたこ と に深く 感 動していま
す。お よ そ20年前 、⾼度 経 済成⻑ の 時代に 、⼈間の ⽣ 活から ⽔ や⽔系 、それか ら流域
という テ ーマが ど んどん 薄 れてい き ました 。 私はそ れ を憂い 、 ⽇本⼈ が ⽇本列島に住
みつい て いく以 上 は、⽔ や ⽔系を も う⼀度 ⾒ 直し、 考 え直さ な ければ だ めだというこ
とを強 調 したこ と があり ま す。1977[昭和52]年 に閣議 決 定され た 第三次 全 国総合開発
計画の 中 ⼼的テ ー マとし て、「流域主 義 」という も のを提 案 しまし た。しかし 現 実には、
⼤部分 の 地域で は 、この テ ーマが 受 け⼊れ ら れるこ と はあり ま せんで し た。⽔系を考
えるよ り は、鉄 道 や道路 、 あるい は 電話や ネ ットワ ー クで地 域 を発展 さ せようという
思いが 強 い時代 で した。 そ して第 四 次全国 総 合開発 計 画では 、 情報ネ ッ トワーク社会
をつく る ことが 基 本とな り 、⽔系 と いうテ ー マは脱 落 しまし た 。 

しかし こ の20年間 はだて に 過ぎて い たわけ で はあり ま せん。全 国 の河川 の 現場で仕
事をし て いた⼈ た ちが集 ま り、20世 紀の河 川 管理と は ⼀体何 で あった の かという論争
が ⾏ わ れ て き ま し た 。 明 治 以 来 100年 の 河 川 管 理 の あ り ⽅ に つ い て 疑 問 を 出 し な が ら
討論を 重 ねてき た のです 。そして 、1998[平成10]年の 今 年、新 し い全国 総 合開発計画
が閣議 決 定にな り ました 。こ の計画 で は三全 総 で敗北 し た「流 域主 義」と いう ものが、
⼤きな 柱 として 浮 かび上 が りまし た 。私は い よいよ こ れから 始 まると 思 っています。
そして 、 まず北 上 からこ の 運動が 始 まるこ と に、⾮ 常 に感動 し ていま す 。 

海から 蒸 気が上 が って、 ⼭ にぶつ か って⾬ と なり霧 と なり、 そ して陸 上 を⽔が流れ
てまた 海 へ戻る と いう、 地 球が⽣ み 出して い る⽔の 循 環全体 に 注⽬す る ことが⼤切で
す。表 流 ⽔、伏 流 ⽔があ れ ば地下 ⽔ もある 。 利⽤す る ⽔があ れ ば排⽔ と して捨てる⽔
もある 。 そうし た ⽔循環 の 全体を 考 えてこ そ ⽔⾏政 だ と思う ん です。 こ れまでは洪⽔
や渇⽔ 対 策など 、い わば危 機 管理の 仕 事とし て 河川管 理 を⾏っ て きまし た。しかし「普
段の川 」 につい て もっと 関 ⼼を持 た なけれ ば いけな い と⽔⾏ 政 関係者 は 気付いたわけ
です 。危険 な川 、普段 の川と い かに付 き 合って い くかを「365⽇の川 」という テ ーマの
もと、 考 えてい く ことが 指 摘され て きまし た 。 

しかし、「 ⽔循環 全 体で考 え る」「365⽇ の川」と い うこと は 当たり 前 のよう に 思えな
がら、 取 り組み ⽅ が難し い 。それ は 交通の 発 達と通 信 が地域 経 済を動 か しているから
です。 川 ととも に ⽣きる よ りは、 交 通・通 信 のネッ ト ワーク の ほうが 現 実的という考
えをな か なか卒 業 するこ と ができ な いので す 。 

それで も、⽔系の こ とを⾔ い 出すよ う になっ た のは、20世 紀の⽂ 明 が限界 を 感じて、
⽅向転 換 が必要 と いう思 い が、世界 共通の 考 え⽅に な ってき た ことが あ ります 。21世
紀の新 し い⽂明 を 創造し よ うとい う 時、北 上 川を復 習 してみ る ことや 「 ⽔系とともに
⽣きる た めに」 と いうテ ー マが⾮ 常 に明る さ を持っ て 浮かび 上 がって く るので す 。 
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「⽊の ⽂ 化」「 ⽶の ⽂化」「⼈ 間の⽂ 化 」 
 北上 川 の⽔と 森 が創り だ した豊 か な⽂化 の ⼀つに 「 ⽊の⽂ 化 」があ り ます。住宅や
神社仏 閣 など全 て ⽊で造 っ ていま す し、家 の 中も紙 や 障⼦や 襖 で囲ま れ ており、⽊の
⽂化を 象 徴する ⽣ 活空間 を 持って い ます。 プ ラスチ ッ クやコ ン クリー ト 、鉄などの⽂
化とは 全 く異質 な 、⾃然 環 境と⼀ 体 の⽣活 空 間です 。 さらに 重 要なこ と は、⾈を⽊で
造った こ とです 。 ⽊の⽂ 化 で初め て ⾈がで き 、その ⾈ を頼り に 流域の ⼈ たちは⽣きて
きまし た 。 
 それ か ら樽や 桶 を⽊で 造 りまし た 。醤油 や 味噌、 酒 などは 樽 や桶が な くては運べな
かった と さえ⾔ わ れてい ま す。⼈ 間 のし尿 を 樽や桶 を 使って ⾈ で運び 、 農地に還元し
たとい う ことま で ありま し た。広 い 川は⾈ で 渡るけ れ ども、 狭 い川は ⽊ の橋で渡ると
いうこ と も覚え ま した。  
 ⽔が、⽊が、森がつくった「⽊の⽂化」は、皆
さん の記 憶の 中に も、 ⽣活 の中 にも いま だに 染
み込んでいるのではないでしょうか。「⽊の⽂化」
は北上川が⽣んだ⾼度な⽂化だと思います。 
 また、 ⾷⽂化 が 北上川 の ⽔と森 か ら⽣み 出 さ
れまし た 。特に 強 調した い のは「 ⽶ の⽂化 」で
す。⽶と いうも の は⽔と 森 が⽣み 出 した⾷ 糧 の
最⾼傑 作 ではな い かと思 う んです 。  
 しか し 明治政 府 は、⽇ 本 ⼈が弥 ⽣ から江 ⼾ まで続 け てきた 伝 統的な ⽶ ⽂化を壊して
しま い ま した 。 明 治維 新 の 頃は 、 働 く⼈ の 約70%が 農⺠ でし た が 、そ の う ちの 半 分 以
上はい わ ゆる貧 農 でした 。 政府は 富 国強兵 の ため、 農 村から 強 い兵隊 を 供給させよう
と考え ま した。 そ して全 国 ⺠に⽩ ⽶ をたら ふ く⾷べ さ せたい と いうの が 明治政府の基
本にな り 、⽣産 性 の⾼い ⽶ 作りを 推 し進め た のです 。 ⽔⽥を ⼤ 型化し 、 ⽣産性の⾼い
品種だ け を作付 け しまし た 。  

 明治政府 の悲願 は、⾼度成 ⻑ 期の真 最 中に⽬ 的 を達成 し ました。結 果、⾷べ き れない
ほど⽶ が でき、 休 耕⽥と い うこと に までな り ました 。 私は、 明 治政府 の ⽶政策は誤っ
ていた と いう前 提 のもと 議 論して み ること に 意味が あ ると思 う んです 。  

 江⼾ 時 代には 、 ⽶の品 種 が⾮常 に 多彩で 、 何百種 類 もの⽶ が ありま し た。⿊い⽶、
⾚い⽶ が あれば 、 ⻩⾊い ⽶ 、緑⾊ の ⽶もあ っ たので す 。⽶に よ っては ま ずくて⾷べら
れない 、 ほんの 少 ししか 実 らない 、 ⼿を⼊ れ てやっ と ちょっ と できる ⼀ 握りの稲とい
うもの ま であっ た 。しか し 、まず い ⼀握り の ⽶を⾷ べ ること で ⼈々の 健 康が管理され
ていた の です。 何 百種類 の ⽶を⾷ べ 分けて き た⾷⽂ 化 に私は 憧 れます 。 ⽣産性の⾼い
⽶でち ょ っとだ け うまい と いうの は 、あま り にも貧 困 な⽶⽂ 化 ではな い でしょうか。
新しい 時 代にい か なる⽶ ⽂ 化を回 復 するか は 、これ か らのお も しろい テ ーマで す 。 
 それ か ら北上 川 の⽔と 森 が作り だ した「 ⼈ 間の⽂ 化 」とい う ことに 触 れておきたい
と思い ま す。  
 北上 川 は、あ る 信仰⼼ を 作り上 げ ている の ではな い かと考 え ていま す 。北上教とも
⾔うべ き 信仰⼼ が、川と森 か ら⽣ま れ てきた の ではな い でしょ う か。流域 の ⼈たちが、
北上川 の ⾃然環 境 が⽣み 出 した信 仰 ⼼とい う ものを 持 ち続け て いると 思 うと、これも
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愉快な こ とであ っ て、そ の ⽂化は 今 後も捨 て てほし く ないと 思 うんで す 。それから、
北上⽂ 学 という も のが存 在 してい る のでは な いでし ょ うか。 ⽂ 学は詩 や 絵や歌へと形
を変え て いきま す が、そ の 原点に 北 上川の ⽂ 学とい う ものが あ ると考 え ると、これも
極めて 価 値の⾼ い もので は ないか と 思うわ け です。  
 「⽊ の ⽂化」「 ⽶ の⽂化」「 ⼈間の ⽂ 化」を 復 習して 、 それが ど れだけ 未 来につなが
るかを 語 り合う こ とは素 晴 らしい こ とです 。 ⽔系の ⽂ 化的価 値 につい て 議論をして、
新しい ⽂ 化創造 の 出発点 に そうい っ た伝統 性 が息づ い ている こ とを知 る のは、とても
意味が あ ると思 い ます。  
 
洪⽔へ の 思想  
 「洪⽔」に対し て どんな 思 想を持 つ べきか も、皆さん に 討論し て いただ き たいテ ーマ
であり ま す。  
 洪⽔とい うのは、お 天気が 動 くこと を ⾔いま す。天はわ が ままで す から時 に は穏やか
ですが 、時には 暴 れます 。20世紀は 、技術と 投 資でそ れ を克服 し 、安⼼ で 安全な暮ら
しの場 を 創ろう と やって き ました 。 しかし 、 ここへ 来 て、そ れ は無駄 な 抵抗ではない
か、気 象 の変化 を 肯定し た うえで 、 どう受 け て⽴つ か に知恵 を 出すべ き で、天気の気
のすむ ま まにし て 、⼀緒 に 楽しく 暮 らす道 は ないも の か、と い うこと が 議論になって
きまし た 。建設 省 の努⼒ で 治⽔効 果 が上が っ たのは 事 実です が 、しか し 、いくらやっ
ても克 服 するこ と はあり ま せん。  
 ⼈間 に とって 、 洪⽔を ど う受け と めるべ き かは⼤ テ ーマで す 。北上 川 でも流域⼈⼝
が増え 、 財産が 増 えたた め に、同 じ 洪⽔で も 被害額 は ⼤きく な ってし ま うというあた
りで、 ど う考え る べきか 混 乱して い るのが 今 ⽇の状 況 です。 お 天気が 地 上に降らせる
⾬を、 地 上でも っ とゆっ く り楽し ん で海に 帰 っても ら おうと い う「⼈ 間 ⼼」のような
ものが あ っても 良 くない か と思い ま す。コ ン クリー ト で固め た 川に押 し 込んで、海に
さっさ と 追い出 し てしま う のは、 い かにも 貧 困な発 想 と感じ る わけで す 。 
 
「北上 川 総合管 理 機構」 の 創設  
 明治 以 来、重 要 な河川 は 国家が 直 接管理 し 、⼯事 も 直轄⼯ 事 になっ て います。しか
し今⽇ 、 抽象的 に は地域 で 管理す る という こ とが常 識 になっ て いるの で はないかと思
います 。 ところ が 、それ で は地域 と いうも の は誰に ま かせれ ば いいの か を考えると、
よくわ か らなく な るので す 。 
 かつ て 琵琶湖 と 淀川の 管 理が問 題 となり ま した。 国 家管理 で はうま く いかないだろ
うとい う ことで コ ンセン サ スがで き ました が 、滋賀 県 知事で も 京都府 知 事でも⼤阪府
知事で も ⼗分に は つとま ら ないと い う議論 に なりま し た。財 界 からは 道 州制で管理し
ようと い う提案 も 出まし た が、道 州 制⾃体 が いいか ど うかも わ からず 、 管理者は依然
として 国 になっ て います 。  
 北上 川 の地域 管 理とは い ったい ど んな形 か を皆さ ん で考え て いただ き たいと思いま
す。国 が 管理す る 時代で は 絶対に あ りませ ん 。しか し 地域に 主 体性が な ければ、地域
に委任 す ること は できま せ ん。私 は 北上川 を 管理す る 「北上 川 総合管 理 機構」の創設
を提案 し ます。 こ の機構 に は、国 も 県も市 町 村も参 加 するけ れ ど、基 本 的には⾮営利
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な河川 管 理の専 ⾨ 家集団 と してつ く る。国 は そこに 、 河川管 理 を委任 す る。北上川に
そうし た 機構が で きれば 、 例えば ⽇ 本の⼗ ⼤ 河川に 同 じよう な 管理機 構 を作って、地
⽅に管 理 を任せ る という こ とにな る のでは な いでし ょ うか。 そ ういう 機 構をオーソラ
イズす る ため、 政 府は⽔ に 関する 基 本法を 早 く作り 、 その中 で 管理シ ス テムを明らか
にして ほ しいと 思 ってい ま す。  
 
北上川 を 新しい ⽂ 化創造 の モデル に  
 ⽇本 は 今、歴史 的な⼤ 転 換期に さ しかか り ました 。縄⽂時 代 の総⼈ ⼝ は60万⼈でし
た 。 平 安 時 代 に は 600万 ⼈ ぐ ら い 、 そ の あ と 、 江 ⼾ 幕 府 体 制 が で き る ま で の 間 に 1000
万〜3000万⼈ぐ ら いにな り ました。明 治維新 を 経て⼈ ⼝ が激増 し、戦争が 終 わってみ
る と 7000万 ⼈ に な り 、 そ れ か ら さ ら に 増 え て ⾼ 度 成 ⻑ が 終 わ る と 、 1億 3000万 ⼈ と い
う ⼈ ⼝ に な り ま し た 。 し か し こ れ か ら ⼈ ⼝ は 減 り 、 100年 ぐ ら い で 7000万 ⼈ を 割 る ぐ
ら い に ま で 減 少 す る こ と が 明 ら か に な っ て い ま す 。 そ し て さ ら に 100年 す る と 4000万
⼈ぐら い まで減 っ ていき ま す。  
 そう い う中で 、 川とと も に⽣き る 、⽔系 と ともに ⽣ きる、 と いうこ と が⼤きなテー
マとな り ます。 北 上川を ス テージ に 、⽂化 を 創造す る チャン ス ととら え て、北上川流
域でい ろ いろな 試 みをす る ことが と ても⼤ 切 です。江⼾ を、縄 ⽂を 、弥⽣ をモ デルに、
北上川 を 新しい ⽂ 化の創 造 に繋げ て ほしい 。 そうし た 研究の モ デルに な ると⼤変うれ
しいと 思 います 。✥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
第 2回 北 上 川 流 域 連 携 フ ォ ー ラ ム 記 念 誌 「 新 し い 北 上 川 ・ 新 し い 流 域 社 会 の 創 造 」、 建 設
省 東 北 地 ⽅ 建 設 局 北 上 川 下 流 ⼯ 事 事 務 所 、 1999年 3⽉  
資 料 番 号 ： 199903006 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=199903006&sub= 

 
1998[平成10]年11⽉2⽇に開催された北上川流域フォーラム「流域社会の明⽇を考える」の 
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次の河川⾏政を担う⼈たちへ 
 

下河辺淳（河川審議会計画部会基本政策⼩委員会委員） 
 
 先⽇ 、 河川部 ⻑ さん⽅ と 懇談す る 機会を 得 ました 。 席上、 い ろいろ な 話が出ました
が、⼗ 分 意を尽 く せなか っ たので 、 思いの た けを述 べ てみた い と思い ま す。  
 
 ⽤〜 地 域の声 を 聞き、 そ れを計 画 ・実施 に 反映さ せ ること は ⼤切な こ とですが難し
いこと で もあり ま す。⼈ 々 の価値 観 は多種 多 様であ り 、右と い う⼈が あ れば必ず左と
いう⼈ も います 。ま た、私 達の 実施す る ⼟⽊事 業 は、次 の時 代にも 残 るわけ で すから、
次の世 代 がどの よ うに評 価 するか 、 という 想 像⼒も 必 要です 。  
 ただ ⼀ つ⾔え る ことは 、 私達は み ずみず し い感性 を 持ち続 け なけれ ば ならない、慣
性⼒に 流 されて は ならな い という こ とです 。 ⽔循環 と いうも の が⼈間 ⽣ 活と⾃然の営
みとの 間 の重要 な 存在で あ り、ま た 、ダム 等 の事業 が ⼤規模 な ⾃然の 改 変を伴う⾏為
である が 故に、より 慎重に 、原 点、す なわ ち「よ りよ い国⼟ と は？ より 良い⽔ 循 環と
は？」 に ⽴ちか え った発 想 が必要 で す。ど の ような ⾏ 為も事 業 も必ず リ アクションや
デメリ ッ トを伴 い ます 。100%良い事業 も0点の事 業もあ り ません 。事業を 実 施する 際
には、「 失 ったも の」、「失う も の」に 対 する「 ⼼ の痛み 」 を持っ て ほしい の です。  
 「慣性⼒ に流さ れ ない」とい うこと も 難しい こ とです。組 織とし て の継続 性 が地域の
信頼、国 ⺠ の信頼 を 得てき た という 側 ⾯もあ り ますし、「 朝令暮 改」は厳に 慎 むべきで
す。ま た 、変え る という こ とは、 諸 先輩の 判 断に対 す る否定 で はない か という思いも
⽣じる で しょう 。 けれど も 、諸先 輩 も、そ の 時点、 そ の時点 で 精⼀杯 の 判断をしてき
たのだ ろ うと思 い ます。 私 達が判 断 を「さ ぼ る」こ と により 、 後輩達 に 「つけ」を残
しては い けない と 思いま す 。まし て、今は⼤ き な時代 の 曲がり ⾓ です。21世紀初頭か
ら⽇本 の ⼈⼝は 減 り続け ま す。時 点 、時点 で 、⾃分 が 最善と 思 う判断 を して下さい。
地域の 声 、次の 世 代の声 に ⽿を傾 け ながら … 。 
  
 強〜 災 害に弱 い 国⼟の 現 状はよ く 御存知 だ と思い ま す。悲 惨 な⽔害 ・ ⼟砂害の現場
を⾒る に つけて 、 つくづ く と予算 が 欲しい と 思いま す 。国⺠ の ⽣命を 守 ることは、国
家とし て の最も 重 要な仕 事 だとの 原 点に⽴ ち 返って ソ フト・ ハ ードの 組 み合わせで、
限られ た 予算の 中 で最善 を 尽くさ な ければ と 思いま す 。特に 地 下街・ 地 下鉄の発達し
た⼤都 市 では、 そ れに洪 ⽔ が流れ 込 んだら ⼤ 変なこ と になり ま す。そ の ような危険が
迫った 時 は、地 下 鉄を停 め るとか 、 地下街 を 閉鎖す る とか、 思 い切っ た 対策をとらな
ければ な らない で しょう 。 そのた め にも、 情 報を国 ⺠ に公開 す る、そ れ も効果的に提
供する こ とが必 要 です。 ⼤ 都市を 擁 する河 川 の洪⽔ 氾 濫シミ ュ レーシ ョ ンを実施し、
それを 淀 川のよ う にビデ オ にする こ とが急 が れます 。 事業実 施 箇所の 選 定も「命を第
⼀義に 」 という こ とを徹 底 して下 さ い。頻 発 する⽔ 害 に悩ん で いる地 域 も多々ありま
すが、 ⽔ 害が床 下 浸⽔で お さまる 地 形にあ る 河川改 修 はあと ま わしに な らざるを得な
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いでし ょ う。  
 
 美〜「 こ の半世 紀、『国⺠の ⽣ 命・財産 を 守り、経 済 活動、市 ⺠ ⽣活を ⽀ える』とい
う美名 の 下に、建 設 省は⾃ 然 破壊を ⾏ ってき た のでは な いか。」と いう批 判 があります。
頻発す る 洪⽔・ 渇 ⽔に対 応 するこ と に我々 は 追われ て きまし た 。その 間 に、国⺠の意
識はも っ と先に 「 ⼼の時 代 」へと 向 かって い きつつ あ ります 。 美しさ 、 景観、歴史、
⽂化と い ったも の に、も っ ともっ と ⽬を向 け る必要 が ありま す 。⾏政 と いう⽴場で考
えるだ け でなく 、 国⺠の ⽴ 場で考 え る必要 が ありま す 。⼈々 が 欲しい の は、健康であ
り、安 全 ・安⼼ で あり、 便 利な⽣ 活 であり 、 ⽂化的 な ⽣活な の でしょ う 。⼀⾔で⾔え
ば⼼豊 か な質の ⾼ い⽣活 と いうこ と でしょ う 。我々 の 仕事の ⽬ 的もそ う でなければな
りませ ん 。河川 を 改修す る こと、 ダ ムをつ く ること に ⽌まる の ではな く 、⼈々の質の
⾼い⽣ 活 が⽬的 な のです 。 そのた め には、 あ る河川 空 間は「 何 もしな い 」ということ
も選択 肢 に⼊っ て くるで し ょう。 新 しい河 川 法に基 づ く河川 整 備計画 の 議論では、こ
のよう な 視点で の 議論も 是 ⾮⾏っ て ほしい も のです 。 末尾に 私 が今迄 書 いたものを同
封いた し ます。 年 と共に 変 化して い る点も あ ります 。 ⽭盾し て いるこ と もあるかもし
れませ ん が、そ れ らを全 て 含めて 私 の考え だ と思っ て いただ い て結構 で す。✥ 

 
＊ 本 稿 は 、 河 川 審 議 会 計 画 部 会 基 本 政 策 ⼩ 委 員 会 関 係 の 資 料 に 同 封 さ れ て い た 。  
 

【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
資 料 番 号 ： 199606028 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=198108007&sub= 
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新しい⽔の時代へ 
 

下河辺淳（総合研究開発機構理事⻑） 
 
「⽔と ⼈ とくら し 」とい う ⽔⽂化  
 今回 の シンポ ジ ウムは、テ ーマと し ては、「⽔ と⼈と く らし」と い うこと に なってい
ます。 私 は、地 球 上に住 む ⼈間は 、 誰でも 同 じよう に 「⽔と ⼈ とくら し 」というシス
テムの 中 に⽣き て いると い ってよ い と思い ま す。⽔ が 豊富な と ころで 、 ⽔を中⼼に⽣
きてい る 地域だ と いう特 ⾊ を、地 域 的に述 べ ること も 可能で あ ります が 、どんな砂漠
地帯に い ようが 、 どんな 乾 燥地帯 に いよう が 、⼈間 と いうも の は、「⽔ と ⼈とくらし」
という シ ステム を 持って い ると思 う わけで す。「⽔と⼈と くらし」と いうこ と を総合的
に⾒た と きに、 そ れを「 ⽔ の⽂化 」 という ⾔ 葉で表 現 してい い のかも し れません。そ
ういう 意 味では、⼈ 類は等 し く地球 上 に、「⽔と ⼈とく ら し」とい う ⽔の⽂ 化 を持って
いる。 そ の⽂化 の おかげ で 命を⻑ ら えてい る という こ とを改 め て認識 す る必要がある
だろう と 思うわ け です。  
 しか し 、⽔の ⽂ 化とい う ものを ⼈ 間とし て 語ると き には、 必 ずしも ⽔ が多い少ない
という こ とには 関 係しま せ んし、 そ れが急 流 である か 、緩や か に流れ て いるかという
ことは 、 別の問 題 だと思 っ ていま す 。特に ⽇ 本⼈が 最 近誤解 し ている と 思われること
は、物的 に 豊かに な ったの で、そろそ ろ この辺 で という 考 え⽅が 横 ⾏して お りまして、
物より は ⼼と⾔ っ てみた り 、ハー ド よりは ソ フトと ⾔ ってみ た りとい う ようなことに
なり、 し かも経 済 あるい は 物とい う よりは ⽂ 化と⾔ お うでは な いか、 と いうことが⾔
われて お ります が 、私た ち が皆さ ん と⼀緒 に ⽔の⽂ 化 を語る と きには 、 豊かであろう
が、あ る いは貧 乏 であろ う が、物 が 充⾜し て いよう が 、物が 全 く不⾜ し ていようが、
⼈間と し ての共 通 の⽔の ⽂ 化につ い て語り 合 う必要 が あると い うのが 、 最初に申し上
げたい 私 の意⾒ で ありま す 。 
 そう い った中 で 、我々 は 、はた し て⾃分 は どの地 域 に属し て いるか と いう認識から
始まる こ とにな る のかも し れませ ん 。⾃分 は いま砂 漠 に住ん で いる、 あ るいは乾燥地
帯に住 ん でいる 、 あるい は モンス ー ン地帯 に 住んで い る、あ る いは⾃ 分 は富⼭に住ん
でいる と いうよ う なこと に よって 、 ⼈間と い うのは ⼀ ⼈ひと り どこか の ⽔の⽂化に帰
属して ⽣ きてい く という 状 態にあ る と思う わ けで、 そ こへ住 む ⼈間と い うものは、そ
の地域 の 持って い る⽔の ⽂ 化とい う ものに 帰 属しな い わけに は いかな い ということが
重要な こ とでは な いだろ う かと思 い ます。 し かし、 ⾃ 分の属 し ていな い ⽔の⽂化を⼗
分に理 解 するこ と は⾮常 に 困難な こ とであ る という こ とは明 ら かです 。  
 この シ ンポジ ウ ムで、 そ の⽔⽂ 化 に対し て 、新し い ⽔の時 代 、ある い は⼈類の⽔⽂
化創造 の 新たな 出 発とい う ことで、「 新たな」と いうこ と が提案 さ れてい ま す。そうす
ると、 ⼈ 間が地 球 上誰で も ⽔の⽂ 化 を持ち 、 その⽔ の ⽂化の ど こかに 帰 属していると
いいな が ら、「新た な」という ⾔葉は な ぜ出て く るので あ ろうか と いうこ と が⼀つ の話
題性か も しれま せ ん。  
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 「新たな」ということが積極的に意味を持つためには、これまでの⽔の⽂化に何らか
の不満なり、⽋陥なり、改善したいという欲望が働いているという裏側の意⾒ではない
だろうかと思います。従って⽔の⽂化ということを中⼼に、新しい出発ということを考
えるとすれば、何が問題であるのかということが問われるべきだろうと思うわけです。
そこで⽇本の問題に⼊りたいと思うのですが、私は、⽇本は確かに「新たな」という⾔
葉を必要としているのではないかと思っています。私はここで「新たな」という意味を
若⼲ご説明したいと思いますが、⽇本の⽔⽂化というものは、時代ごとにみた場合に、
縄⽂、弥⽣時代の「⽔と⼈とくらし」というシステムがあったと思います。そして、や
がて中国の影響を受けて、奈良ができ、京都ができ、そして戦国時代を経てというとこ
ろまで、ある⼀つの「⽔と⼈とくらし」という⽔⽂化が⽇本にできていたと思います。
今⽇、特に⼒説したいのは、17世紀、18世紀、19世紀という3世紀にわたって、⽇本⼈
がつくり上げた⽔の⽂化ということを⼀度お話ししてみたいと思います。 
 
「藩」 は ⽇本の ⽔ ⽂化の 基 礎 
 それ は 何かと い います と、15、6世紀 にお城 が でき 、そし て、⽇本中 にいろ い ろな国
ができ 上 がって き ていた と いう歴 史 的基礎 が ありま す が、そ の 政治的 、 体制的な枠組
みの中 で 、藩と い う⼀つ の 圏域を つ くりま し たが、 こ の藩と い うもの が 、実は⽇本⼈
の⽔⽂ 化 という も のの考 え ⽅をっ く り上げ た 基礎で は ないだ ろ うかと 思 っています。
簡単に ⾔ います と、城を持 っ た藩、お国 という も のは、中⼼ になる 河 川があ り まして、
それの 上 流、中 流 、下流 、 海とい う ものを 巧 みにコ ン トロー ル したシ ス テムを持って
いると い うこと が ⾔える だ ろうと 思 います 。 上流は 当 然⼭で あ ります が 、⼭は信仰的
な神秘 さ も持ち な がら、 そ れは森 林 という も のにつ な がって お ります 。 森林というも
のは、 ⽂ 化財で も あれば 、 いろい ろ な経済 財 でもあ れ ば、⽔ 資 源財で も あるという、
⾮常に 多 機能な も のを持 っ ており 、 ⽂学的 な 対象、 あ るいは 美 術的な 対 象にもなって
います 。 そして 、 それを 下 りると ⾥ ⼭があ っ て、⾥ ⼭ では薪 炭 林であ っ たり、草を取
ったり、⼩ 動物の す みかで あ ったり、⼩ 川のせ せ らぎで あ ったり と いうと こ ろを経て、
さらに 下 りれば 畑 地が開 け てきて 、 畑作と い うもの が 野菜、 そ の他を 供 給してくれま
す。さ ら に下り る と⽔⽥ が 広がっ て いて、 そ の⽔⽥ で お⽶が と れ、お ⽶ というものが
そのお 国 の経済 の 強さの 象 徴であ っ たとい う 状態に な ります 。 ⽔⽥地 帯 をさらに下り
ると城 下 町があ り 、お城 が あり、 お 城は⼭ の 城もあ り ますけ れ ども、 中 ⼼は⽔の城で
あって 、 お堀の ⽔ はやが て 海へい く という 、 ⼀貫し た ⽔系と い うか、 ⽔ をめぐって藩
という エ リアが で き上が っ ていた 。 そして 、 その⽣ 態 系的な ⽔ 系のシ ス テムが、完全
に近け れ ば近い ほ ど、実 は 強い殿 様 であっ て 、その シ ステム に ⽋陥が あ るところは、
どうも あ まり⼤ き な殿様 で はない と いうよ う なこと に までつ な がって い たわけ で、17
世 紀 〜 19世 紀 に つ く っ た ⽇ 本 の 藩 と い う エ リ ア は 、 ⽔ の ⽂ 化 か ら ⾒ て 極 め て 巧 妙 な 、
優れた シ ステム と して評 価 されて よ いので は ないで し ょうか 。  
 しかも、それは⽣態系だけではなくて、経済系として⾒た場合でも実に優れているわ
けで、城下町でいろいろな⼿作り⼿⼯業ができていますが、もちろんお⽶ができ、野菜
ができ、⽊材が供給され、そして⽔が巧みにコントロールされて、観賞の対象にもなれ
ば、あるいは酒などの⽤途にも使われていくということで経済が成り⽴っています。 
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 その ⽔ 系全体 を 経済系 と してつ な ぐもの と しては 、 奥地の ⽊ を利⽤ し てつくった⼩
さい⽊ の 船が決 定 的な役 割 をして 、 その船 に は⽊で つ くられ た 桶や箱 が あり、物を運
ぶ道具 に 使われ て いた。 そ して川 や ⽥んぼ は 、動物 と いうも の に⾮常 に 恵まれていま
した。 こ ういっ た ものを つ くった 国 は、私 は 意外と 少 ないの で はない か と思います。
諸外国 に 対して、こ の17、18、19世紀の⽔⽂ 化 という も のを紹 介 するこ と は、なかな
か興味 あ ること だ ろうと 思 ってい る わけで す 。 
 
⽔⽂化 と 衝突し た20世紀  
 この シ ステム は ⼤変す ば らしい と 思いま す が、実 は 、この す ばらし さ を否定する条
件とい う ものが 折 り重な っ てきた と いうこ と を、次 に お話し し なけれ ば いけません。 
 まず 第 ⼀に 、この 17〜19世紀のす ば らしい シ ステム は、⽇本列 島 にとっ て は3000万
⼈とい う スケー ル に合っ て いると ⾔ ってよ く、3500万⼈ぐらい ま で、だん だ ん整備さ
れてい き ました。そ して、7000万⼈ぐら いまで は、この3000万⼈シ ス テムが ど うやら
機能し て いたと い ってい い だろう と 思いま す。戦争が 始 まる頃、⽇ 本の⼈ ⼝ が7000万
⼈に達 し た頃ま で は、明ら か にその17、18、19世紀の シ ステム が 東京に も 合っていた
という 状 況だろ う と思う わ けです。「 武蔵野 の ⾯影」 な んてい う ⾔葉が 出 た時期です。
しかし 、 そこか ら あとは 、 全くそ れ とは反 す る⽅向 へ 国⼟の 管 理とい う ものは変更さ
れてき ま した。⼈ ⼝ が、そも そ も1億2000万を超 え た現在、300 0万⼈⽤ のシス テ ムが、
1億 2000万 と い う 4倍 の ⼈ ⼝ を 抱 え な け れ ば い け な い と い う こ と に ⾮ 常 な 無 理 が あ っ
て、こ の システ ム を国⼟ の 管理の ⽅ 式とし て 、とて も 継続す る ことは で きないという
状況に な った。そし て、⽔ とい うこと を 考える よ りは、都市 と都市 と を結ぶ べ き交通、
通信の ほ うがは る かに⽇ 本 ⼈にと っ て重要 に なって き ました 。 従って 、 ⽔系によって
暮らし を 考える と いう⼈ が ほとん ど いなく な り、都 市 間をつ な ぐとい う ことで⾃分の
⽣活を 考 えてい く という ⼈ が多い 。  
 こう や って都 市 化がど ん どんど ん どん進 み 、⼯業 化 が進む と いうこ と で今⽇の⽇本
という も のがで き 上がっ て きた。 そ う考え ま すと、 ⽇ 本列島 と いうの は 、⽔系は⼭か
ら海に 下 ってい き ますが 、交通体 系 は、それ に90度に 交わる と いうの が ⽇本の 国⼟の
地形の 常 識であ り まして 、 すべて 海 岸線に 並 ⾏に、 い くつも の 河川を ま たいで交通と
いうも の が開け て くると い う形に な ってき ま すから 、 ⽔系的 な システ ム を遮断せざる
を得な い 状況と い うもの が いっぱ い あった 。  
 そう い うこと か ら⾔い ま すと 、ど うも20世 紀とい う ものに 、何かや っ ぱり⽔ の⽂化
と衝突 し ている ⾯ を感じ ざ るを得 な いとい う ことは ⾔ えるだ ろ うと思 い ます。  
 今⽇では、20世紀の科学技術⽂明というものに対して、地球全体において少し疑問を
投げかける⼈が増えてきているということは事実です。⽇本という国が、むしろ20世紀
の科学技術⽂明への懐疑的な気持ちは少ないほうの⼈間かもしれない。世界各国いろい
ろな専⾨家、学者と話し合いをしているときに、20世紀の科学技術⽂明と⼈間との関係
において、懐疑的な意⾒というのは⾮常によく出るようになりました。⽇本は、1985[昭
和60]年に、筑波で科学技術博覧会を開きましたが、このあたりから諸外国は科学技術
に対して、すばらしさを訴えると同時に、同じだけの量で、懐疑的な要素を述べるとい
うのが普通になってきました。しかし、⽇本はこの時期に、マイクロエレクトロニクス
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を中⼼にして、世界的な進歩を遂げたということが背景になり、軽薄短⼩ということが
⽇本を救うということになっていきましたから、20世紀⽂明について懐疑的になる暇が
なかったと⾔えるかもしれません。しかし、ここへ来て落ち着いた段階で、やはりその
ことを⽇本も問題にする時代がきたのではないだろうかと私は思っています。 
 
河川⼯ 学 に対す る 疑問  
 これ を ⼀般論 で はなく 、 ⽔の問 題 に絡め て お話
し し な け れ ば わ か ら な い と 思 い ま す が 、 20世 紀 、
明治以 来 今⽇ま で 、河川 ⼯ 学とい う ものは ど うい
う⽣い ⽴ ちで、 ど ういう 技 術とし て 発展し て きた
のであ ろ うかと い うこと が テーマ で はない だ ろう
か。そし て、20世 紀の科 学 技術⽂ 明 に対し て 、少
し懐疑 的 になら ざ るを得 な いとい う ことが ⾔ えた
ときに 、 はたし て 河川⼯ 学 はどう で あろう か 。 
河川⼯ 学 だけは あ まりそ う いう先 端 的な科 学 技術と 関 係がな い し、⼤ 丈 夫という⽅も
いらっ し ゃるか も しれま せ ん。し か し、私 は 、かな り 懐疑的 で す。  
 『とやま の河川』と いう建 設 省と県 で 出した 本 があり ま して、⾮常 にいい 本 だと思い
ますけ れ ども、この 写真集 に は、改 修前 、改修 後の ⽐較写 真 まで丁 寧 に載っ て います。
編集し た ⽅は、 改 修後を ⾃ 慢する た めにつ く ったの で はない か と思わ れ る節がありま
すけれ ど も、し か し、私 が 素⼈と し てこの 写 真を⾒ ま すと、 改 修前の ほ うがよくて、
改修後 は 川では な くなっ た という 本 ではな い か、そ う いう疑 問 が出て く るので す 。 
 この 間 も、建 設省 や⽔の 専 ⾨家の ⽅ に聞い た ら、こ れか らまだ ⽇ 本列島 に500カ所の
ダ ム を つ く る と い う こ と の 協 ⼒ 依 頼 の 会 議 が あ っ た と い う こ と で す が 、 ま だ 500も つ
くるの か という こ とに対 し て、少 しは 懐疑的 で あって い いので は ないか と 思いました。
⽣きる か 死ぬか と 闘って い る⽔に 対 して、 河 川⼯学 が もうち ょ っと何 か 知恵があって
いいの で はない か 。ダム を つくり 、 堤防を つ くり、 と いうこ と しかな い のか。しかも
堤防は コ ンクリ ー ト以外 で はつく れ ないの か という こ とを⾔ い たいと 思 います。選択
の問題 だ という お 話もあ り ますが 、 選択の 問 題では な くて、 河 川⼯学 の 遅れが問題な
のでは な いか、 環 境と技 術 が⼀致 し ないと い うこと が 決定的 に 問題で 、 専⾨家がサボ
ってい る ために 、 住⺠は 、 選択と い うよう な 難しい こ とを⾔ わ なけれ ば いけないので
はない か 。ここ へ 堤防を つ くるか つ くらな い か、命 を かけて 選 択する な んていうこと
は、住 ⺠に はでき な い。「 堤防 をつく ら なけれ ば、あなた は 死にま す よ」と ⾔わ れたと
きに、「 な くてい い 」なん て いう度 胸 はなか な かない で すね。 し かし、「 堤 防がなくて
済みま す よ」と ⾔ ってく れ たら、 そ の専⾨ 家 をどれ ほ ど尊敬 す るかわ か らない。それ
が⽔⽂ 化 をつく り 上げる 基 礎では な いだろ う かと思 う わけで す 。 
 しか し 、反対 側 から⾔ い ますと 、 住⺠で あ る我々 が 、いつ の 間にか 河 川⼯学を信⽤
してい る という こ とをも う ⼀回反 省 しなけ れ ばなら な い。私 の ところ で も、堤防がな
い間は 、うちの 年 寄りは 、2、3⽇前 か らお天 気 模様を ⾒ て、ち ゃ んと⽔ が どういうふ
うに来 る という こ とを予 知 して、 家 族⼀同 を 全部指 揮 して、 こ のくら い ならこのくら
いの対 策 を、こ の くらい な ら⼥性 と ⼦供は 船 で逃げ ろ という シ ステム が ありまして、
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我々素 ⼈ は、ゆ っく り寝て い ても、⻑⽼ の命令 に 従えば よ かった わ けです 。と ころが、
いまや 堤 防がで き たので 安 ⼼して 寝 ていれ ば いいと 建 設省が ⾔ ったと い うので、いつ
の間に か ⽂句を ⾔ いなが ら も安⼼ し て寝て い たら、 切 れちゃ っ たんで す ね。そうした
ら、避 難 する⽤ 意 がない も のです か ら⼤騒 ぎ になっ て 、それ じ ゃどう す るかといった
ら、建 設 省に補 償 ⾦をも ら う以外 に 何もや る ことは な いとい う ので、 ⼀ 事が万事すべ
て建設 省 が悪い と いうこ と に仕⽴ て て、何 と か鬱憤 を はらし て いる。 そ れはどこかお
かしい の ではな い かと思 い ます。  
 しか も 、もう ⼀ つ問題 な のは、⽇ 本⼈と い うのは 、20世紀に産 業社会 を つくり 上げ
て、⼯ 業 ⽣産を 基 本にし ま したが 、 ⼯業⽣ 産 の基本 と いうの は いかな る 気象条件の変
化があ ろ うとも、1年間安 定 した⽣ 産 をやる と いうこ と が⼯業 化 社会の 基 本で、そのた
めに、 四 季の変 化 という も のを失 わ しめる た めに、 も のすご い 努⼒を し たというのが
20世紀で あるわ け です。し かし、そ れにし て も⽇本 は 、気候 を 克服す る のは容易では
ありま せ んから 、 積雪寒 冷 地帯と い うのは ⼯ 業には 適 さない 地 域だと い うことを考え
て、温 帯 地帯に み んな移 動 したと い う歴史 を 持った 国 です。  
 そうやって⽇本は温帯型の科学技術⽂明の中で、世界に冠たる⽣産性をあげ、経済⼤
国になりました。だから富⼭県というのは、戦争中、軍需疎開というのがあったり、電
⼒が豊富だということもあって、⼯業が発展していますが、積雪寒冷地帯にもかかわら
ず⼯業が発展しているということは、極めて例外的ではないだろうかと思うわけです。
これからやはり、地球上全体を⾒たときに、砂漠地帯であろうが、モンスーン地帯であ
ろうが、温帯地帯であろうが、積雪寒冷地帯だろうが、その地域なりの経済というもの
が成り⽴たなければ意味がないということが、20世紀の科学技術⽂明を超える出発点に
なっているということは明らかではないでしょうか。積雪寒冷地帯問題というのは、⽇
本にとって、これからの新しい科学技術を必要とするのではないかと思っています。 
 
渇⽔も 洪 ⽔も⾃ 然 現象と い う認識  
 そう い うこと を 含めて 、20世紀とい うもの を 少し問 題 にしな け ればな り ません 。さ
らにも っ と⾔え ば、⽇本の 河 川⼯学 は、渇⽔と 洪 ⽔とい う ものに と らわれ 過 ぎていて、
平均的 な ⽔の流 れ に対し て は、あ ま り関⼼ を 持たな か ったと ⾔ っても よ いのではない
かと思 い ます。 こ れはあ る 意味で は 、ミニ マ ムな環 境 を維持 す るため に 、河川⼯学と
いうも の が⾏政 に 対して い ろいろ な ⼒を持 っ ていた と ⾔える の かもし れ ません。しか
し、洪 ⽔ とか渇 ⽔ を異常 と いうふ う に考え る ことが お かしく な いか、 変 化の⼀つでし
かない と 考える こ とはで き ないだ ろ うか。 ⼤ 渇⽔で も ⼤洪⽔ で も、す べ てが⾃然とい
うもの の 中にあ る という 認 識に⽴ つ ことは で きない だ ろうか と 思うわ け です。洪⽔な
らば、 堤 防を⾼ 々 と築い て 、海に 加 害者の ⽔ を流出 さ せると い うこと し か考えない。
渇⽔に な ると、 ダ ムをつ く って溜 め て流す と いうこ と しか考 え ないと い う、単純な⽅
法論と い うこと で は、⽔ の⽂ 化とい う ものは 育 まれな い のでは な いかと 思 うわけです。 
 住ん で いる、 そ の⽔⽂ 化 に属し て いる⼈ 間 のほう も 、この 地 域はし ば しば渇⽔に襲
われる の だ、こ の 地域は し ばしば 洪 ⽔に襲 わ れるの だ という こ とが、 ⾃ 分が属してい
る⽔⽂ 化 の特⾊ で あると い う認識 を どこま で 共有で き るかと い うこと に よって、河川
⼯学と い うもの の 対応が や はり違 っ てくる の かもし れ ない。 洪 ⽔、渇 ⽔ のたびに⾏政
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責任を 問 われて 、 ⾏政責 任 が問わ れ るたび に 、⼟⽊ ⼯ 学とい う か、河 川 ⼯学というも
のが期 待 される と いうこ と を繰り 返 してい る のであ れ ば、20世 紀の科 学 技術⽂明から
脱却す る ことは で きない と いうよ う なこと に ならな い だろう か 。 
 そう は ⾔って も 、死ぬ 、 ⽣きる と いうこ と を問題 に してい る ときに 、 こういう発⾔
をする と いうこ と は⾮常 に 問題で あ るとい う お叱り を 受ける か もしれ ま せん。⼈間が
死んで は ならな い 、命が ⼤ 切であ る という こ とは、 も う⾔う ま でもな い ことです。し
かし、 そ の前提 の 上で、 は たして 渇 ⽔期、 洪 ⽔期と い うもの を ⾃然現 象 として、⽣活
がどこ ま で受け ⼊ れるこ と ができ る だろう か という こ とも、 も っと議 論 してよい点で
はない だ ろうか と 思いま す 。 
 
不安の 多 い20世紀 の新シ ス テム  
 そう い うこと を 考えて い きます と 、都市問 題をやっ
ている 私 たちに し ても、都 市とい う ものは ⾮ 常に困っ
たもの で 、⼈⼝が 稠密に な って、⽔ の使⽤ 量 が激増 す
るのに 対 して、地 表とい う ものは 全 部舗装 さ れて、⾬
が 降 っ て も ⼀ 度 に 流 れ 出 て し ま う よ う な 都 市 を つ く
ってい て 、洪⽔、 渇⽔へ の 対応を す るよう な 都市設計
にはま ず なって い ないわ け ですか ら 、そうい うような
都市⼯ 学 の点か ら の展開 も 、もちろ ん必要 に なってく
るだろ う と思い ま す。  
 私は ⽔ が専⾨ で はない の で、あ ま り⾔い 過 ぎると ま ずいの で すけれ ど も、ある場合
には、 ⼈ 間が⽊ を 切った か らでは な くて、 地 球全体 の 科学的 な 変化か ら 、急速に砂漠
ができ る という こ とも予 想 しなけ れ ばなり ま せんし 、 ある地 域 では全 く 湿地帯化する
という こ とも予 想 される か もしれ な いとい う ような 予 測が出 て きてお り ます。それは
学者の 間 で専⾨ 的 に議論 さ れてい て、素⼈で あ る私に は 結論を ⾔ うこと が できません。
しかし 、 いろん な 国へ⾏ き ますと 、 その議 論 は決し て 興味本 位 で出て き ている議論で
はあり ま せん。 も っと宇 宙 的な規 模 で、あ る いは地 球 的な規 模 で、⽔ ⽂ 化というもの
が著し い 影響を 受 けるか も しれな い という こ とにつ い ても、 私 たちは 気 配りをしなけ
ればい け ない状 態 になっ て きたと い うこと で ありま す 。もっ と ⾝近に い えば、酸性⾬
が多く な って森 林 破壊が 進 み、そ の 森林破 壊 が⽔の ⽂ 化に⼤ き な影響 を 与えるだろう
という よ うなこ と も⼤き な 論争に な ってい ま す。⽔ の ⽂化と い うもの が 地域の⽂化で
ありな が ら、地 球 的、宇 宙 的な影 響 を受け る かもし れ ないこ と につい て も、我々は注
意しな け ればな ら なくな っ たとい う ことが ⾔ えると 思 うので す 。 
 そう い う意味 で は、最 初 に戻っ て 、新し い ⽔の時 代 、新し い 出発と い うことの「新
しい」と い う意味 が、⽇本の 例 でみた 場 合に、17、18、19世紀の あ る熟し た システム
が、20世 紀によ っ て崩壊 し て新し い システ ム に変わ っ ている け れども 、その新 しいシ
ステム が どうも 先 ⾏き不 安 が多い 。 そして 、 ここで 新 しい創 造 のため の 科学技術や知
恵とい う ものを 必 要とし て いるし 、 住⺠た ち の新し い 意識と い うもの を 必要としてい
る。古 い ものを 教 えれば い いとい う だけで は 済まな い という よ うなこ と を、私として
は申し 上 げたか っ たわけ で す。  
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国⼟管 理 の基本 は ⽔⽂化  
 私が 国 ⼟庁に お りまし た 頃、1977[昭和52]年 ですが、第 三次の 国 ⼟計画 を つくりま
したと き に、こ れ からの 国 ⼟管理 は 流域圏 と いうこ と を基本 に して、 そ の流域圏の固
有の⽔ ⽂ 化をベ ー スに国 ⼟ 管理を し たいと い うこと を 提案し た ことが あ ります。そし
て、定 住 圏と流 域 圏とい う ものを 結 び合わ せ て考え た いとい う ことか ら 、調査をすれ
ばする ほ ど、18世 紀にで き た藩の エ リアに 近 づいて い くのに 驚 嘆した こ とさえありま
す。富 ⼭ という よ りは、 越 中とい う ほうが よ ほどは っ きりし た システ ム を意味してい
ます。 そ ういう よ うなこ と でやっ た のです け れども 、 うまく い きませ ん でした。それ
は、地 域 を考え る 主体が ど うも明 確 でなか っ た。あ る いは住 ⺠ の意識 が そこまでいっ
ていな い 。ある い は上流 下 流の利 害 の対⽴ が 激しい 。 都市と 農 村とが 共 通の利害を持
ってい な い。と い うよう な ことが 重 なって 、 うまく い きませ ん でした 。  
 そし て 今度、 第 四次の 計 画、四 全 総とい う ものが で きてき ま した。 こ れはむしろ、
話を流 域 圏から ⼀ 度はず し て、森 林 を中⼼ テ ーマに 置 こうと い うこと に 切り換えまし
た。森 林 という こ とであ る と、都 市 の側か ら もいろ ん な意味 で 関⼼を も ってもらえる
のでは な いか。 そ して、 富 ⼭県が だ いぶ主 張 されま し たけれ ど も、⼟ 、 森、そして⽔
という も のの⼀ 体 関係と い うこと を 、森林 を 通じて ⼀ 回やっ て みよう と いうのが四全
総であ り まして 、 四全総 で は、⽔ と いうこ と につい て あまり 多 くを語 ら ずに、森林に
ついて 語 ってい ま す。そ し て、農 林 省や林 野 庁や環 境 庁や建 設 省や、 い ろんな関係省
庁に対 し て、森 林 という こ とを優 先 して考 え ること の 意義を 説 いてい る のが四全総で
あるわ け です 。これ もどう う まくい く か、100%の⾃信 は 持って い ません 。し かし 、可
能な限 り 森林の ⼤ 切さに つ いてキ ャ ンペー ン をしよ う と考え て いると こ ろです 。  
 五全 総 がつく ら れると き が必ず き ますけ れ ども、 三 全総と 四 全総を 経 てきた経験を
⽣かし な がら、 今 ⽇、新 た な出発 で あると い ってい る その中 ⾝ が具体 化 して、それと
⼀緒に な って五 全 総とい う ものが 、 ⽇本の 場 合、や は り国⼟ 管 理の基 本 は⽔⽂化であ
るとい う ことに 、 きちん と した何 か を求め た いと、 私 として は 思って お ります。でき
得れば 今 ⽇シン ポ ジウム へ お集ま り の皆さ ん が、こ れ から五 全 総がで き るまでの問、
定住圏 、 流域圏 、 あるい は ⽔⽂化 、 森林と い うこと を 通じて 、 何かを 感 じ取り、そし
て、そ れ への対 応 の知恵 と いうも の をつく ら れて、 ぜ ひ我々 に 教えて い ただけること
を期待 し たいと 思 ってい ま す。  
 
⽔⽂化 の 交流と ⽔ 基本法 の 必要性  
 そう い うこと を やりま す ときに 、 私は⼆ つ のこと を ⾔いた い と思い ま す。そのひと
つは国 際 交流で 、 趙松喬 先 ⽣も私 た ちに強 く 訴えて い らっし ゃ います が 、異なる⽔⽂
化の交 流 という こ とをも っ と徹底 的 にする と いうこ と が、五 全 総で⽔ と いうことを中
⼼にす る 基本で あ ろうと 思 います 。 私たち が 信じ難 い ような 考 え⽅、 あ るいは信じら
れない よ うな技 術 、知恵 と いうも の を⾒つ け るに違 い ありま せ んし、 そ してまた我々
も、そ れ ぞれ違 っ た⽔の ⽂ 化の圏 域 に対し て 協⼒す る ことも で きるか も しれない。⽵
下総理 が、「世界に 貢 献する ⽇ 本」とい う ことを 政 治の姿 勢 にして お られま す けれども、
あれは 何 も余っ た お⾦を 配 るとい う だけで は 意味が な いので あ って、 こ ういった⽔⽂
化の、 異 ⽂化の 交 流とい う こと、 そ れを通 じ て⽇本 が 何らか の 貢献が で きないだろう
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かと思 う わけで す 。そし て 、国際 交 流とい う ものを 、 科学の 分 野でも 、 あるいは経験
的な分 野 でも、 す べてを 動 員して 、 しかも 河 川⼯学 か ら、⽂ 学 から、 美 術の問題にま
で広が っ た⽔の ⽂ 化を、 広 い分野 で 交流を す ること に 意味が あ るだろ う ということを
申し上 げ たいと 思 います 。  
 もう ⼀ つの問 題 は、こ の あたり で ⽔基本 法 という も のをつ く っては ど うかというこ
とです 。 国⼟庁 は 、いま ⼟ 地につ い て、⼟ 地 基本法 と いうも の の勉強 会 を始めます。
これは 、 ⼟地と い うもの が 私有財 産 であり な がら、 や はり⽇ 本 にとっ て ⼟地というも
のは何 で あるの か という こ とを本 質 的に議 論 しよう と いうこ と です。 経 済の⼒で地価
が上が っ て、⽣ 活 が混乱 す るとい う ような こ とがな ぜ 起こる の か。そ れ では⼟地とい
うもの は 本質的 に どう管 理 したら よ いのか と いうこ と をめぐ っ て、こ れ までの利⽤を
するた め の法律 で あると か 、取引 を 規制す る ための 法 律とい う 段階を 越 えて、⼟地の
基本法 と いうも の をつく っ て、⽇ 本 ⼈にと っ て⼟地 と は何か と いうこ と を明らかにし
ようと 考 えてい ま すが、 私 はこれ は ⾮常に す ばらし い ことだ と 思い、 お ⼿伝いしよう
と思っ て いるの で すけれ ど も、実 は この⼟ 地 基本法 が できま す ときに 、 ⽔基本法とい
うもの が なくて い いだろ う かとい う ことを ち ょっと 思 ったわ け です。  
 河川 法 という の は⽔の 法 律では あ りませ ん 。あれ は 、河川 の 中の⽔ に 対する⼟⽊⼯
事法と ⾔ えばい い と思い ま す。⽔ 資 源法と い うのも 、 必要な ⽔ を確保 す るための法律
であっ て、「⽔と ⼈ とくら し 」と⾔ っ たとき の ⽔の⽂ 化 の⽔に 対 する法 律 というのは、
複雑多 岐 に各省 に 分かれ て いて、 担 当する 役 所もな い という こ とさえ ⾔ えるかもしれ
ない。 し かも、 学 問の分 野 でも、 企 業の分 野 でも、 ⽔ に関し て マクロ 的 に、総合的に
議論で き ること が ないと い うこと か らそう な ってし ま うわけ で す。従 っ て最近では、
住⺠あ る いは地 域 にいる ⼥ 性の感 覚 という も のを頼 り にする し かない と いうことであ
って、 専 ⾨家は ⼀ 体どう し ちゃっ た のかと 私 は⾔い た いわけ で す。住 ⺠ や⼥性の⽅々
に、100%、120%意 ⾒を 聞 く とい う こ とが ⼤ 切 であ る こ とは 間 違 いあ り ま せん が 、物
事をま と めると い うこと は 専⾨家 の 役割で あ って、 ⼩ さい分 野 の専⾨ 家 にどんどん陥
ってい く という こ とも必 要 なので す けれど も 、⼀つ の ⽔⽂化 に 対する 総 合化された専
⾨家と し て誰か が 育って き て、⽔ 基 本法と い うもの に 対応す る という こ とが、いま⾮
常に重 要 ではな い かと思 っ ており ま す。  
 ⽔と い うのは 、再 三⾔わ れ ました よ うに、⾮常 に怖さ も あれば 、優 しさも あ ります。
そして 、 ⼈間と ⽔ とは喜 怒 哀楽を と もにす る という 性 格でも あ るわけ で す。そして、
しかも ⼈ 間と⽔ だ けとい う ことで は なくて 、 暮らし と いう中 に は、命 あ る動物や植物
まで含 ま れては じ めて暮 ら しであ る という こ とも思 う わけで す 。そう い うようなこと
を考え な がら、 ⽔ 基本法 と いうも の が国⺠ の 間にで き て、⽔ と いうも の に対する⼀つ
の新し い ⽔⽂化 へ の基礎 が できた な ら⾮常 に よいの で はない だ ろうか と 思います。✥  

 
【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
『 ⽔ ⽂ 化 創 造 の 時 代 ： ʻ88と や ま 国 際 ⽔ シ ン ポ ジ ウ ム か ら の 報 告 』、 1989年 3⽉ 、 ʼ88と や
ま 国 際 ⽔ シ ン ポ ジ ウ ム 実 ⾏ 委 員 会  
資 料 番 号 ： 198903004 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=198903004&sub= 

  



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.16 

46 365 ⽇の川を想う―流域圏構想 

 
流域試論 

 
下河辺淳（総合研究開発機構理事⻑） 

 
20世紀前 の流域 圏  
 ⾼度 成 ⻑が終 わ ってく る ころ、 国 ⼟庁の 中 で、流 域 論が⾮ 常 に活発 に 議論された時
期があ り まして 、 ⾏政政 策 として は 、まだ あ まり⾏ 政 の実務 と 結びつ か ない状況だと
思いま す けれど 、 そのう ち に私が 卒 業した も のです か ら、あ ま りまと ま った話をその
後聞い て いない ん です。 そ の当時 の ことを 思 い出し て 、少し お 話申し 上 げてみたいん
です。それ は、20世紀 になっ て からと 、20世紀ま で のとこ ろ とが流 域 の議論 と しては、
断絶と ま ではい か ないと し ても、 か なり様 変 わりし た という 問 題があ る ということが
議論に な ったわ け です。 私 たちが 定 住圏と い うこと を ⾔い出 し て、そ れ がどういうエ
リアで あ るかと い う議論 を した際 に、社会的 条 件と⾃ 然 的条件 と 巧みに 組 み合わせて、
ある⼀ 種 の⽇常 ⽣ 活圏と い うよう な エリア を 設定し て みよう と いう作 業 が出発点だっ
たわけ で す。それ を 議論し て いきま し たら、江 ⼾ までに で きてき た、ある⼀ 種 の“おく
に "と い っ た 感 じ の エ リ ア が ⾮ 常 に 浮 き 彫 り に な っ て き ま し て 、 16世 紀 か ら 19世 紀 ま
でのあ い だに出 て きたエ リ アの根 強 さみた い なもの を 感じた ん ですけ れ ども、そのエ
リアは 、 ⾃然条 件 として ⽔ との関 係 が基本 的 な要素 だ という こ とで、 い ろんな国とい
うもの を 考えた 場 合に、⽔ の 管理と 統 治の管 理 とがか な り⼀致 し ていて、そ の中に⼈々
が住ん で いく、 そ の姿が か なり形 を 整えて い た。⼟ 地 の利⽤ の パター ン もかなり標準
的な形 に さえま と めあげ ら れてき た という 感 じがあ っ たわけ で す。  
 簡単 に ⾔えば 、 真ん中 に お城が あ って主 に ⽔によ っ て囲ま れ ている 。 エリアの中に
上流か ら 中流、 下 流、表 流 ⽔や地 下 ⽔全部 含 めて流 れ てきて い る。城 下 町の終わりに
お堀― 内 堀、外 堀 があっ て 、⼀般 的 経済的 に は物質 は ⾈で運 ん でいま し た。城下町に
は町⺠ の 町、侍 の 町があ っ て、そ の まわり に ⽔⽥や 畑 があり 、 そして 薪 炭林地があっ
て⼭が あ る、と い ったか な りバラ ン スのと れ た⾃然 型 の、お 城 を中⼼ と したエリアが
できて い た。そ の バラン ス の良い と ころと 悪 いとこ ろ という 差 が⾮常 に あって、⼤き
な⼤名 は バラン ス がかな り 良いと こ ろにい る。そのバ ラ ンスを 勉 強する と いうことは、
我々に と って⾮ 常 に興味 の あるこ と でした 。  
 江⼾ の 建設は ⾮ 常に興 味 のある 問 題です 。 江⼾と い うのは 通 常では ⼈ が住めないと
いう状 況 でした か ら、⽔ と ⾃然と の 関係を 治 めなが ら 、しか も ⽔を徹 底 的に利⽤した
形で街 が できま し たから 、 ⽔の街 と ⾔って い い。お 堀 も積極 的 に造り ま したし、湿地
帯を乾 燥 させる こ ともし ま した。 ⽇ 本橋を 起 点とし て ⾈の経 済 で、お ⽶ も全て⾈で運
んでい ま した。 江 ⼾の建 設 は⽔と の 関係と ⾔ っても 過 ⾔では な いわけ で 、それはやが
て利根 川 を治め る という こ とと密 接 に関係 し ていた わ けです 。 ⽔を治 め ることによっ
て農地 を 作って き ました か ら、江 ⼾ の建設 は ⼯事の ⾯ から⾔ う と著し く ⽔を治めるこ
とであ っ たと⾔ っ ていい と 思いま す 。しか も その⽔ が 江⼾の 情 緒をも 演 出していまし
た。定 住 圏を議 論 しよう と すると き にとて も 話題に な ったわ け です。  
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20世紀の 流域圏  
 20世紀 の特⾊ は いろい ろ ありま す が、廃藩 置 県が⾮ 常 に影響 し たと思 っ ていま して、
“お く に "の と き は 、 川 が エ リ ア の 真 ん 中 に あ っ て 右 岸 と 左 岸 が ⼀ 体 と し て 地 域 的 な 形
成を促 し ていき ま すが、 廃 藩置県 の ときに は 、川が 境 界線に な るとい う 形をとったわ
けです 。 河川で 右 岸と左 岸 とを違 っ た圏域 と 決める ほ うが、 あ る⼟地 の 上に線を引く
ことよ り も簡単 で あった の かもし れ ません が 、⼀般 的 に都道 府 県、市 町 村とも、境界
線は⽔ と いうこ と になっ た 。河川 管 理から ⾔ うと、 河 川が⾏ 政 区の境 を 形成する形に
変わっ た という あ たりか ら 、⼈間 と ⽔との 関 係は、 少 し違っ た 局⾯を 迎 えます 。  
 明治 は 、船舶 経 済から 鉄 道経済 に 輸送体 系 が切り 換 えるこ と が近代 化 でしたから、
急速に 、 船舶経 済 が衰亡 し 、鉄道 経 済に急 速 に傾斜 し ていく 。 従って 、 河川で経済が
動いて い くとい う 時代で は なくな っ て、河 川 に⽤意 さ れてい た ⼤⼩の 港 がほとんど衰
亡して し まうこ と が起こ り ました 。 鉄道が 鉄 橋を初 め て造り ま したか ら 、川を渡ると
いう⾏ 為 が全然 異 質なも の になっ て しまい ま した。 港 をセン タ ーにし て いたものが、
突然畑 の まん中 に できた 鉄 道の駅 が センタ ー になる と いう、 ⾮ 常に急 速 な変化に伴っ
て、⼈ 間 と⽔と の 関係が 、 それま で の世紀 と は違っ た 形で出 発 するよ う になったと思
うんで す 。 
 ⼤正 時 代にな り ますと 、 鉄道体 系 ができ 上 がると と もに、 株 式会社 の 基礎がかなり
できて き て、産業 の 発展に 合 わせて 都 市化が か なり顕 著 に出て き ました。1919[⼤正8]
年、イ ギ リスの 法 律を勉 強 して初 め て都市 計 画法が で きます が 、その と きに、⽇本の
都市計 画 法は道 路 を基本 に しまし た 。道路 か らアプ ロ ーチし て 表⼝が あ り、その裏側
に川が あ って、 川 にはい ら ないも の を流し た り捨て た りする と いうよ う な考え⽅が前
提にな っ てでき た のでは な いかと 思 うわけ で す。そ し て、モ ー タリゼ ー ションがどん
どん進 ん で、川 と 道路の 関 係とい う ものが 変 わって き てしま っ た。  
 都 市 化 が 想 像 以 上 で 、 20世 紀 と い う 1世 紀 の 間 に 都 市 の ⼈ ⼝ は 10倍 を 超 す よ う に な
ってし ま いまし た 。江 ⼾あ るいは 地 ⽅の都 市 でも 、城 下町と い う16世紀 型の⽔ によっ
てでき て きた地 域 が、10倍 の都市 ⼈ ⼝の増 加 で、お 掘 は埋め ⽴ てられ 、河川は掘り込
まれて 川 幅を⼩ さ くすな ど 、いろ い ろな形 で われわ れ の⽣活 の ⽬の前 か ら⽔が後退し
ていく ⽅ 向にな り ました 。 東京も 、 東京オ リ ンピッ ク 前後か ら 情緒的 な ⽔の景⾊が急
速に無 く なった と いうの は ご承知 の とおり で す。その 結 果とし て、「必要な ⽔ 」という
こと、 つ まり利 ⽔ という ⾔ 葉が⾮ 常 に強調 さ れる。  
 ⽇本 の 場合、⽔ が 豊富だ と いうイ メ ージが あ って、「必 要な」と い う視野 は ⾮常に⼩
さかっ た わけで 、 それが 急 速な都 市 化の中 で せめて 必 要な⽔ だ けでも 確 保しようとい
う発想 に なって ⼤ 論争に な ってい ま す。河 川 の⽔を 、 他の河 川 に流⼊ す ることが是か
⾮かと い う議論 を 伴いな が らも、「必 要」だと ⾔ うとそ う せざる を 得ませ ん から、関東
⼀円の ⽔ 系を東 京 へ持っ て こよう と か、あ る いはも っ と⾔え ば ⽇本海 へ 流れてゆく⽔
を太平 洋 側に流 そ うとか 、そ ういう よ うなレ ベ ルまで き たとい う 今⽇で あ るわけです。 
 そう や って考 え てみま す と、⼀種 のパタ ー ンを持 ち 、安 定し ていた16世紀以 降の城
下町を 中 ⼼とし た エリア の ⽔に対 す る考え ⽅ という も のが、 も ちろん ⽔ 争いもありま
したが、明 治にな り20世紀にか けてか な り様変 わ りした と いうこ と がある の ではない
かと思 い ます。  



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.16 

48 365 ⽇の川を想う―流域圏構想 

 ただ20世紀の 初 期の判 断 として 特 ⾊があ る と思う の は、財政 の 基礎を 築 くこともあ
ったん で しょう け れども 、 考え⽅ と して⼟ 地 は私有 財 産制の ほ うを向 い たということ
があり ま した。し か し、⽔だ け は公有（ 固 有)を選択 したの は20世紀であ るわけ で、そ
の選択 の 評価は い ろいろ 議 論にな る だろう と 思いま す が、⽔ 、 特に洪 ⽔ の⾯は国が管
理し、 ⽔ の供給 は ⽔利権 と いう形 で 国がコ ン トロー ル すると い うシス テ ムをとりまし
た。  
 ⼟地 は 、⼤地 主 制から 零 細所有 制 へどんど
ん移⾏ し て、今は 地 主がお そ らく2500〜3000
万⼈ぐ ら いにな り ました か ら、私 有 財産制と
いって も ⼤地主 制 から⼩ 地 主制へ 激 変すると
いう１ 世 紀でし た 。そう し た変化 の 中で⽔だ
けは公 有 制を⼀ 応 とって い るとい う ようなこ
とは制 度 として は 特筆す べ きこと で あります
が、21世 紀にな っ て森と ⼟ 地と⽔ の 管理制度
がどの よ うに変 化 したら よ いかは 、 基本的な
国⼟管 理 上の問 題 であり ま す。  
 そう い う社会 条 件のも と で、⽇ 本 ⼈と⽔ と いう関 係 が、⽇ 本 ⼈と⼟ 地 という関係と
は違っ て ⾮常に 疎 縁な形 に なって き て、む し ろ関係 が なくな っ たと⾔ っ てもいいんじ
ゃない か 。特に 都 市に住 ん でます と 、⽔と い うのは 上 ⽔道と 下 ⽔道と の 関係になって
きてる わ けで 、20世 紀前に お ける⽇ 本 ⼈の⽔ と ⽣活の 関 係と20世 紀にな っ てからの近
代化の 変 化の中 で 出てき た ⽣活と ⽔ の関係 が かなり 基 本的に 違 ってき た 。そのことが
良いか 悪 いかと い う議論 は ちょっ と 困難だ と 思うわ け で、現 実 にそう な ってきたとい
うこと だ け、い ろ いろな ⾓ 度から 実 例を上 げ て申し 上 げるこ と は可能 だ と思います。
では、 そ れがど う いう問 題 がある の か、ど う しよう と してい る のかと い うことは宿題
ですが 、 ⼀般的 情 緒的に ⾔ えば、 ⼈ 間は本 来 ⽔と親 し いもの で あって 、 ⽔を失うこと
は危機 で あり、 基 本的な 問 題だと い うご指 摘 はいっ ぱ いいた だ くわけ で 、まさにその
とおり だ ろうと 思 います 。  
 
上中下 流 の新管 理 問題  
 われ わ れが流 域 論とし て もう⼀ 度 議論す る ときに 、 ⽇本列 島 の特性 み たいなものが
ありま し て、ケ ー スパイ ケ ースの ⾮ 常に多 様 なもの で あって 、 ⾃然と い うのは地域的
に 同 じ も の は 2つ と な い と い う の が 原 則 で す か ら 、 あ ま り モ デ ル 的 パ タ ー ン 的 に 議 論
するこ と は、ま ち がいを ⽣ みやす い んで、 避 けるべ き なんで す けれど も 、話を簡単に
するた め に⾔え ば、⾮常に 奥 ⾏きの 狭 い、細 い列 島であ っ て、真 ん中 に⼭脈 が あって、
断 ⾯ で 切 り ま す と ⼭ か ら 海 ま で せ い ぜ い ⻑ い と こ ろ で 200kmも な い 、 ま あ 普 通 だ と
50kmだとか、せ いぜ い100kmだという こ とで、⼭か ら海へ 続 いてし ま うため に、⼤河
川を持 っ てる国 の ⼈たち と はすこ し 違って 、 上流中 流 下流と い うこと が ⼀体的にどな
たでも 認 識でき る という 特 ⾊があ る と思う ん です。例え ば中国 の 揚⼦江 は6300kmぐら
いあり ま すから 、 流域に 住 んでい る ⼈が上 流 中流下 流 といっ て も実感 が 全く伴わない
わけで す けれど も 、⽇本 の 場合に は 、どこ に 住んで い ても、 上 流中流 下 流という意識
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がある と いう、 そ ういう 意 味では 流 域圏と い うもの が 意識の 上 で社会 的 に成⽴しやす
いとい う ことは あ るんじ ゃ ないか と 思って い ます。  
 ⾃然 を 考える と きに、 ⽇ 本⼈は ま だそう い う発想 を するこ と に慣れ て いる、流域論
が意識 の 上で成 ⽴ すると い う可能 性 はかな り あると 思 ってい ま す。し か し、実体的な
⽣活⾯ で はさっ き 申しあ げ たよう に 、全く ⽔ と離れ て しまい ま したか ら 、⽇常⽣活性
はなく て 、ちょ っ と暇が で きたと き とか、 何 かもの を 考えよ う という と きに流域圏と
いうも の が意識 の 中に、 割 に抵抗 な く⼊っ て くるよ う な環境 で あるわ け で、そういう
意味で 流 域論を 、 上流中 流 下流を ⼀ 体とし た ものと し て議論 し たわけ で ありま す 。 
 ⼀ つ の パ タ ー ン と し て ⽇ 本 の 場 合 16世 紀 の ⼟ 地 利 ⽤ が 依 然 と し て ま だ 根 底 に あ る
―つま り 下流に お 城とか 都 市とか が あって 、 海に⾯ し ている 。 その中 流 部には主に農
地、⾥ ⼭ があり 、 上流に 森 林と⼭ が あると い うパタ ー ンが標 準 的なモ デ ル的なものと
して理 解 されて い ること で はない か 。それ が 都市化 の 波の中 で 、ある い は⽇本の近代
化の中 で 、バラ ン スがど う 崩れた の か。つ ま り下流 地 域の都 市 は、遂 に 中流地域にま
で都市 を 拡⼤し て きてい る わけで、⽇ 本はこ こ20〜30年間 の駐留 地 域の都 市 化、ある
いは都 市 のスプ ロ ール化 が ⾮常に 激 しい。  
 下流 の 都市が 中 流に膨 張 してい く ときに 、 ⽔管理 の ⽅は古 い 中流の 農 村、あるいは
農地型 の ⽔体系 の 中に都 市 化が進 む ことに よ る混乱 が かなり ⼤ きく出 て きたというこ
とが⾔ え ます。 下 流地域 の 都市が 周 りに膨 張 すると い うこと だ けでな く 、下流地域の
都市⾃ 体 が⼤き く なって き て、⽔ を 必要と す る量が か なり増 え てきた こ とから、地下
⽔を汲 み 上げて 地 盤沈下 す るとい う ことな ど 、都市 化 が、下 流 におい て も中流におい
ても問 題 を起こ し てくる 。 そして さ らに進 む と、下 流 地域の ⽔ の量が さ らに不⾜する
ために 、 上流地 域 から⽔ を 直接も っ てくる と いうこ と にまで な ってき ま した。  
 それ で は中流 地 域はど う かと⾔ い ますと 、 農業が か なり様 変 わりし て きているのは
すでに ご 承知の 通 りで 、特 に⽶作 が20世紀の悲 願であ り まして 、私たち の ジェネ レ ー
ション が その末 期 を務め た んです け れども 、 いかに 農 地を開 発 して農 地 に⽔を回し、
お⽶を 増 やすか と いうこ と が私た ち の基本 的 な仕事 で あった わ けです。昭 和30年ぐら
い ま で こ の た め の 仕 事 を ⼀ ⽣ 懸 命 や っ た ん で す け れ ど も 、 40年 代 に な る と 「 余 る よ 」
と⾔わ れ ちゃっ た もんで す から、 少 し混乱 し て、さ ら にそこ へ 農地と し て持っている
よりも 、 宅地に 売 った⽅ が 儲かる よ 、とい っ た形に な ってき た 。もっ と ⼤変なことは
中流地 域 を形成 し ていた ⾥ ⼭の薪 炭 林地が 、 エネル ギ ー⾰命 で 基本的 に 不要なものに
なって 、 わずか に エネル ギ ーとか 、 あるい は 多少の 動 物を管 理 してい た ⾥⼭が⼀気に
経済的 な 基礎を 失 って、 ⼈ 々が⼭ を 降りて 過 疎が出 て きまし た 。⾥⼭ は 、上流地域と
中下流 の 農地と の バラン ス を⽣態 的 にも上 ⼿ にとっ て いた地 域 であっ た のに、経済的
な変動 に よって 管 理でき な い状態 に なった と いう状 況 である わ けで、 そ このところへ
都市化 の もとで レ ジャー と か余暇 、 ゴルフ や 別荘と い ったニ ー ズがで き て、過剰期待
のもと で ⾥⼭が そ ういう プ ロジェ ク ⼘に襲 わ れて、 ⼟ 地の所 有 が激し く 移転する、と
いうこ と になっ た 。その た め余計 に 第⼀次 産 業型の ⼟ 地利⽤ の 管理が 難 しくなるとい
う状況 で あるわ け です。  
 上流 の ほうは 森 林や⼭ で すが、 こ こでは も っと⼈ 々 が⼭を 降 りると い う状況になっ
てきま し て、⽣ 活 ⽔準が 上 がるに 従 って、 所 得その も のより も 家族の 問 題とか⼦ども
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の教育 と いうこ と に決定 的 に無理 が あるこ と が表⾯ 化 して、 上 流地域 の ⼈々が可能な
限り⼭ を 降りて し まう。 ⼭ を降り る ことが 可 能でな い ⼈だけ が 残る、 と いうことにな
ると、 上 流地域 の 管理が も っと難 し くなる 、 という 状 況があ る 。 
 上流 中 流下流 が バラン ス よくあ る ⼀つの エ リアを 形 成して い たとい う 社会的な基礎
が、い ろ いろな 形 で変化 し てしま う 。⽔を 公 有で管 理 してい る と⾔い な がら、実は⽔
は、地 域 の住⺠ に よって 管 理され て いたし 、 もっと ⾔ えば、 地 域に帰 属 する役⼈によ
って管 理 されて い たとい う ことで 、 それが ど うも今 ⽇ の社会 構 造では 、 なかなかそう
いう状 態 になら な い。む し ろ河川 を 管理す る スペシ ャ リスト と か、特 別 な機動的な組
織によ っ て管理 せ ざるを 得 ないと い う状況 に なって き た。し か し財政 上 の事情から、
⽔とい う ものを 中 ⼼にし な がら、 上 流中流 下 流とい う ことを 通 じて流 域 を管理すると
いう事 業 の⽅向 性 が得ら れ ないの が 今⽇で は ないか と 思うわ け であり ま す。流域論と
いうの は どうも 財 政的に 詰 めるこ と がうま く できま せ ん。い ま は地域 の 問題として展
開して い ます。  

 中流 上 流を管 理 するの は 誰かと い うとき に、
今まで の ように 上 流の⼈ 中 流の⼈ を 中⼼にす
ること が 現実的 で ないと い うこと で 、下流の
⼈が上 流 中流を 管 理する こ とに、 ど ういう協
⼒がで き るか、 と いうこ と を議論 し ようとい
う⽅向 を 向いて い るわけ で す。つ ま りもっと
簡単に ⾔ えば、 都 市の⼈ が ⼀体的 な 流域圏を
管理す る ために 、⼒ を貸さ な ければ な らない、
という こ とを⾔ い 出して い て、流 域 の管理が
下流の 都 市に期 待 される よ うな状 況 になって
きまし た 。 

 流域 論 につい て 、全国 的 にいろ い ろな勉 強 会がで き 始めて い ますが 、 いくつかの河
川で、 上 流中流 下 流の公 共 団体と か 識者の 集 まりが 少 しずつ で きてい ま すけれども、
リード し ている の は主に 下 流の⼈ た ち、と な ってき ま した。 上 流の森 林 を管理するた
めに都 市 の⼈が 資 ⾦や技 術 、ある い は労働 ⼒ を提供 し ようと か 、もっ と 進んで上流中
流の農 村 を振興 さ せるた め に、農 産 物林産 物 を下流 都 市で特 別 に販売 す るルートを作
ろうと い ったこ と が出て き ました 。 教育で も 上流中 流 で⼩中 学 校が成 ⽴ できない地域
が出て き て学校 統 合では と ても間 に 合わな い 。特に 下 流の都 市 では⾃ 然 を教えること
がほと ん どでき な くなっ て いるた め に、上 流 中流下 流 を⼀体 と して教 え るプログラム
を組も う という こ とで、 教 育を交 換 すると い う交流 が 始めら れ ていま す 。お⾒合いを
斡 旋 す る の が 流 域 の 親 切 ⼼ じ ゃ な い か い う 話 も 出 た り し て ま し て(笑 )、 あ る い は 病 院
システ ム も村で ⼤ きな⼿ 術 ができ ま せんか ら 、緊急 医 療につ い ても上 流 中流下流少し
協⼒で き ないか 、 という よ うなこ と になっ て きまし た 。 
 森林 の 経営に つ いては も ちろん ⽔ 源涵養 な どの公 益 的機能 へ の期待 、 ⽊材供給の期
待もあ る でしょ う 。しか し 都市の 親 たちが 、 ⼦ども の ために ふ るさと と しての森を持
つとい う ことが 問 題にな っ てきて る んじゃ な いか。 つ まり今 ま では⽣ ま れたところが
ふるさ と として の 村で、 出 かけて い ったと こ ろが都 市 という の が基本 的 な構造でしょ
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うけれ ど 、20世紀 の後半 の これか ら という の は、都市 に⽣ま れ て育つ ⼈ 間の⽅ が多く
なる関 係 で、ふる さとを 持 ってい な い。住宅 公団の2DKで⽣まれ たから、2DKがふる
さとだ と いう気 分 にはち ょ っとな ら ないわ け で、親 が ⼦ども の ために 上 流の村に⼦ど
もたち の ふるさ と を作る と いう考 え ⽅が出 て きて、 森 林経営 が このご ろ おもしろい展
開をし て いると い うこと も ご承知 の ことと 恩 います 。 そうい う ような 上 流中流下流を
⼀貫す る 流域論 を もっと や るため の テーマ が でてき た わけで す 。 
 ここ で 再び流 域 論をや る 意味が あ るんじ ゃ ないか と いうこ と が、国 ⼟ 庁時代の流域
論の背 景 なわけ で す。そ し て、全 国 の⼩さ い 河川も 含 めて運 動 家たち と 話し合いをし
ている と いうこ と はあり ま す。し か し、モ ー タリゼ ー ション の 波とい う のはまだ当分
続くと 考 えざる を 得ない わ けで、 巨 ⼤都市 に おいて は 、モー タ リゼー シ ョンは限界を
感じて 皆 さん興 味 は持ち ま せんけ れ ど、地 ⽅ におき ま しては ⼀ 世帯⾞ ⼆ 台ということ
を⽬標 に してど ん どんモ ー タリゼ ー ション が 進む。 そ して⾃ 分 の村の 中 で⾃分の⽣活
の⽔準 を 維持で き るとは 誰 も思わ な くなっ て 、最寄 り の都市 を 基地と し て、農村の⽣
活⽔準 を 上げよ う という 実 態に向 い て、⾃ 動 ⾞がど ん どんそ の つなぎ 役 をしていきま
すので 、 モータ リ ゼーシ ョ ンとい う ものが 政 策的に は どうし て も優位 に ⽴ってゆく。
全国の 市 町村⻑ に 政策の 重 点を聞 け ば、ま ち がいな く 道路と ⾔ うわけ で あり、川と⾔
うと誰 も が感動 的 に賛成 し てくだ さ るんだ け れども 、 なかな か ⾏政の レ ベルで表⾯化
するの は まだ先 だ という 感 じがし て いるわ け です。  
 
⽔管理 技 術の問 題  
 もう ⼀ つ全然 別 の⾓度 か らお話 申 し上げ よ うとす る のは、 ⼟ ⽊⼯学 と いう⾓度で⽔
を⾒た 問 題点な ん ですけ れ ども、 洪 ⽔に対 す る⾒⽅ が 基本的 に 問題に な ってきている
のでは な いか。 ど ういう こ とかと ⾔ います と 、洪⽔ と いうの は 、⾬が 降 るとか⾵が吹
くとか い うこと が ⾃然現 象 として あ って、 そ れを地 上 で⼈間 が 受けて ⽴ つということ
である わ けです 。 地上に 住 み出し て 、それ に 対抗し て 、なん と かその 被 害から解放さ
れたい と 思った 歴 史が⼈ 類 の歴史 で すから 、 洪⽔対 策 は、⼈ 間 が命が け で知恵を発揮
してき た ことは 明 らかで す 。その 知 恵は、 い ろいろ な 形で語 り 伝えら れ たり、痕跡が
残って た りして い ますが 、 最近に な ってど う も昔に や ったも の のほう が どうも素晴し
いとい う 評価論 み たいな も のが最 近 とても 多 くなっ て 、私も も っと昔 の 技術を再評価
したほ う がいい と いうふ う に思っ て います 。  
 20世紀 になっ て からの 洪 ⽔政策 の 考え⽅ に ついて、少 し根本 的 に議論 し た⽅がいい
のでは な いか 。建 設省河 川 局の若 ⼿ たちも 、21世紀の河 川論の 研 究会を ボ ランタ リー
にやっ た りして 、そ の辺激 論 してい ま す。⾮ 常に ⾯⽩い 問 題であ っ て、⼈ 間と ⾃然と、
そして そ れに対 応 する技 術 との関 係 をもう ⼀ 度理論 的 科学的 に 整理す る 必要があるの
ではな い かと思 っ ていま す 。 
 特に そ の中で も 、河川 管 理の技 術 として 堤 防主義 と 遊⽔池 主 義との 対 ⽴がいつもあ
るわけ で 、⾃然 と しては 遊 ⽔池主 義 のほう が 技術的 に は安定 型 であり ま すけれども、
都市⼈ ⼝ がこれ だ け増加 し て、し か もその ⼀ ⼈当た り の財産 が これだ け ⾼い形になり
ますと 、 洪⽔の と きには 遊 ⽔させ る という こ とが現 実 性を失 っ てゆく と いうことにか
なり⼤ き な問題 が ありま す 。そし て 先端的 な 技術に よ って堤 防 で洪⽔ を さばくという



 

下河辺淳アーカイヴス Archives Report Vol.16 

52 365 ⽇の川を想う―流域圏構想 

⽅向に 来 ている と いうこ と であり ま して、 そ れにも か かわら ず 堤防主 義 が⼗分には洪
⽔をさ ば ききれ な いとい う ことが 現 実であ る 。これ は 中国で も ⾮常に ⼤ きな問題にな
るので は ないか と 思って い ますけ れ ど、揚 ⼦江 という の は、上 流中 流下流6000kmの中
で⽔が 暴 れぬい て 流れて い きます が 、誰も 堤 防主義 で はさば き きれる と は思わない。
⽇本だ と なんと な く堤防 で やれそ う な気が す るとこ ろ が敗因 な んです け れども、揚⼦
江です と 、⾃然 が ⼤きす ぎ て、⼈ 間 が堤防 主 義で治 め ますと ⾔ いきれ な いことが多い
わけで す 。 
 とこ ろ が⼈⼝ が12億にもな りつつ あ って、農 業 が基本 に ならざ る を得な い 産業構造
の中で 、 果たし て これま で のよう に 遊⽔政 策 がどれ だ け貫徹 で きるか と いうところは
⼤変な こ とでし ょ う。従 っ て⽇本 は ⼩さい 河 川を中 ⼼ に議論 す るだけ で なく、揚⼦江
のよう な ⼤きな 河 川をモ デ ルに、 そ の縮図 と して⽇ 本 の河川 を 勉強す る というやり⽅
もある の ではな い か。つ ま り利根 川 という も のを猛 烈 な拡⼤ 鏡 で⾒た 形 が揚⼦江だと
思えば 、 かなり 密 度の⾼ い 勉強が で きるか も しれな い 。そう い う遊⽔ 池 と堤防という
ものを ⾃ 然と技 術 と⼈間 と の間で 議 論する と いうこ と をもっ と 追い込 ん でいかなけれ
ばなり ま せん。 さ らに河 川 と地下 ⽔ と下⽔ と いうよ う な形で 議 論する こ とになってく
るわけ で 、都市 が コンク リ ートと ア スフア ル トで覆 わ れてし ま ったと き の治⽔という
ものを ⼀ 体どう 考 えてい る のかと い うこと に なると 、 ちょっ と 不安な 状 況ではないか
と思う わ けです 。 都市の 近 代化が 進 むに従 っ て、し 尿 、ある い は⾵呂 や 洗濯というも
のが汚 ⽔ を⼤量 に 流す構 造 になっ て 、それ は 下⽔と い う形で す べて出 て くるというこ
とにな り ますの で 、⽔の 管 理は供 給 ⽔と排 ⽔ の形で 考 えなけ れ ばいけ な くなる 。  
 そこ へ もって き て、都 市 の⾬⽔ が 地下浸 透 という メ カニズ ム を失っ て 、道路を河川
として 流 れ出し て 、流出 係 数が⾮ 常 に⾼く な ってい く という こ とと平 ⾏ していきます
ので、下⽔ 道は下 ⽔ と都市 の ⾬⽔と を 合わせ て 処理す る という こ とを選 択 したわけで、
下⽔だ け 専⽤に す ればよ か ったと い うこと が あるで し ょうけ ど 、今に な ってそんなこ
と⾔っ て もしよ う がない 。 もうと っ くに洪 ⽔ と下⽔ 処 理とを ⼀ 緒にし て あるわけで、
そうな り ますと そ れ⾃体 が ⼀種の 近 代的な 河 川であ る わけで こ の近代 的 な河川をどう
処理す る のかは な かなか ⾯ 倒な問 題 である わ けです 。  
 実例 を 上げれ ば 鶴⾒川 は 、河川 管 理技術 の 範囲を 越 えてい る 。あま り そういうこと
を宣伝 す ると地 域 の住⺠ の ⽅が不 安 な気持 ち になる の で、⾏ 政 として は あまり⾔いた
くない で しょう 。 鶴⾒川 は 上流が 農 地であ っ たとこ ろ が急速 に 宅地化 し て、住宅政策
で⾔う と 、鶴⾒ 川 上流地 域 は東京 の ⼈にと っ ては値 段 も⼿頃 、 環境も 良 しというよう
なこと で 、東京 か ら川崎 を 横切る 鉄 道がい っ ぱいあ っ て全部 住 宅地に な っています。
東京か ら 放射状 に 都市化 が 進んだ わ けです ね 。⽔だ け はきち ん と横断 し て川崎へ⼊っ
ていく 。 そして 川 崎市の 既 成市街 地 は、京 浜 ⼯業地 帯 として 河 川を⼀ 番 狭くしました
から狭 隘 部とな っ ていて 、 流出係 数 も⾼く な い、汚 染 も進み 、 技術的 に は⾮常に⾯倒
な問題 に なって い ます。  
 21世紀 に向か っ てひと つ 思うこ と は、20世 紀が⽇ 本 の歴史 に は⼆度 と ない、異常な
1世 紀 で あ っ た と 思 う こ と が 、 わ れ わ れ の 気 持 ち を 安 ら か に す る ひ と つ の 条 件 で あ り
ま し て 、 20世 紀 は 、 都 市 の ⼈ ⼝ が 10倍 に な っ た 、 2500万 の 巨 ⼤ 都 市 ⼤ 東 京 が で き た 、
第⼀次 産 業は労 働 ⼒でい え ば全労 働 ⼒の70〜80%であっ たのが、7〜8% にま で下がっ
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た世紀 で もあり ま す。経 済 も、極 東 の孤島 が 世界の 経 済⼤国 に なり、 エ レクトロニク
スその 他 技術で は 、もう 最 先端を 進 んでい く でしょ う 。律令 時 代の都 市 の⽔管理から
江⼾の 諸 国⽔管 理 という シ ステム は、20世紀の 社会的 激 変の中 で 揺れ動 い た。そして、
弁解じ み るけれ ど 、やむ を 得ずと い うこと で 技術が 積 み重な っ ていく 歴 史であったわ
けです 。21世紀にな ると、⽇ 本の経 済 もそれ ほ ど成⻑ し ないだ ろ う、⼈ ⼝ は少し 減っ
てくる だ ろう、 都 市の⼈ ⼝ もほぼ 頭 打ちに な るだろ う 、そし て 農林⽔ 産 業も⺠族が⽣
きてく 限 り最⼩ 限 は維持 さ れてい く だろう 。20世紀の類 例のな い 激変と い う中で 、⼈
間と⽔ の 関係が 異 常なも の になっ た 条件は 、21世紀でや や違っ て くるだ ろ う。従って
21世紀に 対して 流 域論を 中 ⼼に、河 川 管理の し かたを も う⼀回 検 討して お くことが重
要では な いかと 考 えてい ま す。率 直 に⾔え ば 、現在 で は情報 化 社会の ほ うが基本的テ
ーマの よ うであ り ますけ れ ども、私 と しては、国 ⼟管理 の 仕事と い う限り に おいては、
交通通 信 よりは 、 ⽔管理 の 考え⽅ の 整理を 早 くした ほ うがい い のでは な いかという⾒
⽅をし て います 。✥  

 
※ 原 資 料 は 、1982［ 昭 和 57］ 年 12⽉ 17⽇ に ⾏ わ れ た 「 森 と ⼟ と ⽔ ― ⾃ 然 の 認 識 」⼩ 委 員 会

の 記 録 を 掲 載 し た も の で 、 本 稿 は こ れ を 編 集 し た も の で あ る 。  
 
【 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 所 蔵 】  
「 環 境 科 学 」研 究 報 告 集 B221-S800『 森 と ⼟ と ⽔ ― ⾃ 然 の 認 識 』、1984年 3⽉ 、⽂ 部 省「 環
境 科 学 」 特 別 研 究  環 境 の 理 念 と 保 全 ⼿ 法 に 関 す る 検 討 班  
資 料 番 号 ： 198403007 
資 料 情 報 ： http://www.ued.or.jp/shimokobe/result.php?id=198410009&sub= 
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―下河辺淳アーカイヴスについて― 

 
●「下 河 辺淳ア ー カイヴ ス 」書誌 閲 覧につ い て 
  閲 覧 を ご 希 望 の ⽅ は 、 事 前 に 電 話 な い し e-mailに て ご 連 絡 く だ さ い 。 有 料 に な り ま
すが、 で きるだ け コピー の 便宜を お 計りい た します ［ コピー 不 可の資 料 があり ます］。 
 
＜公開 時 間＞  
平⽇［ ⽉ 曜⽇〜 ⾦ 曜⽇］  
10：00〜17：00 
昼休み 時 間（12：00〜13：00）を除 く  
 
＜所在 地 ＞  
〒105-0001 
東京都 港 区⻁ノ ⾨1-16-4  
アーバ ン ⻁ノ⾨ ビ ル7階  
⼀般財 団 法⼈⽇ 本 開発構 想 研究所   
 
＜連絡 先 ＞   
TEL：03-3504-1760   
e-mail：shimokobe-arch@ued.or.jp 
 
 
 
●「戦 後 国⼟計 画 関連資 料 アーカ イ ヴス」 の 開設  
 「下河辺 淳アー カ イヴス」で は、下河辺 淳⽒が 財 団法⼈ 国 ⼟技術 研 究セン タ ーに寄託
されて い た国⼟ 計 画・国 ⼟ 政策関 連 の資料 、 各種⽂ 献 等につ い て、下 河 辺⽒の許諾を
得ると と もに、 同 センタ ー のご厚 意 により 当 アーカ イ ヴスに 収 蔵しま し た。今回収め
られた 全 国総合 開 発計画 や ⾸都機 能 移転問 題 、社会 資 本論な ど 多岐に わ たる資料群を
広く皆 様 にご活 ⽤ いただ く ため、 公 開に向 け て順次 整 理を進 め てまい り ましたが、こ
のたび そ の⼀部 を 公開す る ことと い たしま し た。  
  本アー カイヴ ス につい て も、「下河 辺淳ア ー カイヴ ス」と同様 に 上記の 要 領にて 閲覧
いただ く ことが 可 能です 。  
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下河辺 淳 アーカ イ ヴス Archives Report バッ ク ナンバ ー  
巻 号  発 ⾏ 年 ⽉  タ イ ト ル  主 な 内 容  版 型 ／  

⾴ 数  

Vol.16 2020・ 06 365⽇ の 川 を 想 う ― 流 域
圏 構 想  

「 ふ た た び 流 域 へ 」 （ ⽵ 村 公 太 郎 ⽒ ） ／ 「 ＜
流 熱 派 ＞ へ の 変 わ ら ぬ 期 待 」 （ 岸 由 ⼆ ⽒ ） ／
所 蔵 資 料 に み る 「 下 河 辺 淳 と 流 域 圏 構 想 」
（ 島 津 千 登 世 ）  

A4／ 56 

Vol.15 2019・ 06 下 河 辺 淳 ： 国 際 交 流 の ⾜
跡  下 河 辺 淳 ： 国 際 交 流 の ⾜ 跡 （ 島 津 千 登 世 ）  A4／ 62 

Vol.14 2018・ 06 ⾸ 都 機 能 移 転 と 「 下 河 辺
メ モ 」  

⾸ 都 機 能 移 転 と 「 下 河 辺 メ モ 」 （ 島 津 千 登
世 ）  A4／ 56 

Vol.13 2017・ 06 追 憶 ― 異 彩 の プ ラ ン ナ ー  
下 河 辺 淳 ⽒ を 偲 ぶ ―  

［ 追 悼 寄 稿 ］ ⽊ 幡 和 枝 ⽒ 、 今 野 由 梨 ⽒ 、 近 藤
共 ⼦ ⽒ 、 ⾼ 島 由 美 ⼦ ⽒ 、 富 ⽥ 玲 ⼦ ⽒ 、 中 村 桂
⼦ ⽒ 、 ⽇ 根 野 真 ⼸ ⽒ 、 ⽐ 屋 根 ⽶ ⼦ ⽒ 、 藤 ⽥ 桂
⼦ ⽒ 、 下 河 辺 千 穂 ⼦ ⽒  

A4／ 52 

Vol.12 2016・ 06 下 河 辺 淳 の 地 ⽅ へ の ま な
ざ し  

⿍ 談 「 下 河 辺 淳 の 地 ⽅ へ の ま な ざ し 〜 ⾍ の
⽬ ・ ⿃ の ⽬ ・ ⿂ の ⽬ 」 （ 榛 村 純 ⼀ ⽒ ×辻 ⼀ 幸
⽒ ×⼾ 沼 幸 市 ）  

A4／ 47 

Vol.11 2015・ 06 震 災 復 興 〜 阪 神 ・ 淡 路 ⼤
震 災  20年 の 教 訓 〜  

対 談 「 震 災 復 興 〜 阪 神 ・ 淡 路 ⼤ 震 災  20年 の
教 訓 〜 」 （ 五 百 旗 頭 真 ⽒ ×御 厨 貴 ⽒ ） ／ 阪
神 ・ 淡 路 復 興 委 員 会 と 下 河 辺 ⽒ （ 島 津 千 登
世 ）  

A4／ 40 

Vol.10 2014・ 06 下 河 辺 淳 所 蔵 資 料 か ら み
る 「 沖 縄 」  

⿍ 談 「 沖 縄 県 政 と 下 河 辺 淳 ⽒ 」 （ 吉 元 政 矩 ⽒
×坂 ⼝ ⼀ ⽒ ×上 原 勝 則 ⽒ ） ／ 「 沖 縄 問 題 同 時
検 証 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 振 り 返 る （ 御 厨 貴 ⽒ ）
／ 「 沖 縄 問 題 を 解 決 す る た め に （ 下 河 辺 メ
モ ） （ 江 上 能 義 ⽒ ）  

A4／ 41 

Vol.9 2013・ 06 戦 後 国 ⼟ 計 画 関 連 資 料 ア
ー カ イ ヴ ス の 開 設  

戦 後 国 ⼟ 計 画 関 連 資 料 ア ー カ イ ヴ ス の 開 設 に
あ た っ て （ 下 河 辺 淳 ） ／ 戦 後 国 ⼟ 計 画 関 連 資
料 ア ー カ イ ヴ ス に つ い て （ 島 津 千 登 世 ）  

A4／ 41 

Vol.8 2011・ 12 「 頭 脳 な き 国 家 」 を 超 え
て  

対 談 「 『 頭 脳 な き 国 家 』 を 超 え て 」 （ ⼩ 川 和
久 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4／ 29 

Vol.7 2011・ 06 38億 年 の ⽣ 命 誌 − ⽣ き も
の と し て の ⼈ 間 を 考 え る  

対 談 「 38億 年 の ⽣ 命 誌 ― ⽣ き も の と し て の ⼈
間 を 考 え る （ 中 村 桂 ⼦ ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4／ 25 

Vol.6 2010・ 12 ⽇ 本 経 済 − そ の 来 し ⽅ ⾏
く 末 −  

⿍ 談 「 ⽇ 本 経 済 ― そ の 来 し ⽅ ⾏ く 末 」 （ ⾹ ⻄
泰 ⽒ ×⼩ 島 明 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4／ 27 

Vol.5 2010・ 06 ⽇ 本 列 島 の 未 来  対 談 「 ⽇ 本 列 島 の 未 来 」 （ 御 厨 貴 ⽒ ×下 河 辺
淳 ）  A4／ 35 

Vol.4 2010・ 03 ⽔ と ⼈ の か か わ り  ⿍ 談 「 ⽔ と ⼈ と の か か わ り ― 流 域 に ⽣ き る 」
（ ⻘ ⼭ 俊 樹 ⽒ ×定 道 成 美 ⽒ ×下 河 辺 淳 ）  A4／ 27 

Vol.3 2009・ 11 ク ル マ 社 会 の 未 来  対 談 「 ク ル マ 社 会 の 未 来 」 （ 志 ⽥ 慎 太 郎 ⽒ ×
下 河 辺 淳 ）  A4／ 21 

Vol.2 2009・ 07 ⽇ 本 の ⾷ と 農 を 考 え る  対 談 「 ⽇ 本 の ⾷ と 農 を 考 え る 」 （ ⽯ ⽑ 直 道 ⽒
×下 河 辺 淳 ）  A4／ 21 

Vol.1 2009・ 03 21世 紀 の ⽇ 本 と ア メ リ カ  対 談 「 21世 紀 の ⽇ 本 と ア メ リ カ 」 （ ⼭ 本 正 ⽒
×下 河 辺 淳 ）  A4／ 21 

 
※ Vol.1「 21世 紀 の ⽇ 本 と ア メ リ カ 」を 除 き 、若 ⼲ の 余 部 が ご ざ い ま す 。ご 希 望 の ⽅ は 、⼀ 般
財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所 「 下 河 辺 淳 ア ー カ イ ヴ ス 」 ま で ご 連 絡 下 さ い 。  
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⼀般財 団 法⼈ ⽇本 開発構 想 研究所  復刊Ｕ Ｅ Ｄレポ ー ト バ ッ クナン バ ー 
巻 号  発 ⾏ 年 ⽉  タ イ ト ル  主 な 内 容  版 型 ／  

⾴ 数  

第 17号  2020・ 06 
コ ロ ナ ・ パ ン デ ミ ッ ク に
対 応 で き る 国 づ く り 、 ま
ち づ く り  

8論 ⽂ 収 録 〔 ⼾ 沼 幸 市 ⽒ 、 ⼤ ⻄ 隆 ⽒ 、 ⽯ 川 幹 ⼦
⽒ 、 川 上 征 雄 ⽒ 、 ⼤ ⽊ 健 ⼀ ⽒ 、 ⼩ 畑 晴 治 ⽒ 、
梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、 阿 部 和 彦 ⽒ 〕  

A4／ 72 

第 16号  2019・ 06 
グ ロ ー バ ル と ロ ー カ ル の
交 叉 す る 世 界 の 国 ⼟ ・ 地
域 政 策  

14論 ⽂ 収 録 〔 ⻨ 島 健 志 、 野 ⽥ 順 康 、 城 所 哲
夫 、 瀬 ⽥ 史 彦 、 ⽚ ⼭ 健 介 、 岡 部 明 ⼦ 、 志 摩 憲
寿 ⽒ 他 〕  

A4／ 112 

第 15号  2018・ 06 ⼤ 学 改 ⾰ と 地 ⽅ 創 ⽣ − 地
⽅ ⼤ 学 振 興 の あ り ⽅ ―  

1座 談 会 7論 ⽂ 収 録〔 天 野 郁 夫 ×合 ⽥ 隆 史 ×梶 ⽥
叡 ⼀ ×荒 井 克 弘 ×鎌 ⽥ 積 ×⼾ 沼 幸 市 6⽒ の 座 談
会 、 ⿃ 飼 玖 美 ⼦ ⽒ 、 ⾦ 城 正 英 ⽒ 他 〕  

A4／ 100 

第 14号  2017・ 06 
下 河 辺 淳 と そ の 時 代 を 語
る 〜 下 河 辺 淳 研 究 の 勧 め
〜  

1⿍ 談 1対 談 6論 ⽂ 収 録〔 ⼤ ⻄ 隆・栢 原 英 郎・蓑 原
敬 ⽒ ⿍ 談 、今 野 修 平 ⽒ 、川 上 征 雄 ⽒ 、⼤ 内 浩 ⽒ 、
後 藤 春 彦 ・ 鈴 ⽊ 輝 隆 ⽒ 対 談 他 〕  

A4／ 100 

第 13号  2016・ 06 
地 ⽅ 再 ⽣ と ⼟ 地 利 ⽤ 計 画
― 市 町 村 に よ る 総 合 的 な
⼟ 地 利 ⽤ 計 画 制 度 の 提 案
―  

2会 議 録 、 6論 ⽂ 収 録 〔 梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、 ⽔ ⼝ 俊 典
⽒ 、 ⼟ 屋 俊 幸 ⽒ 、 蓑 原 敬 ⽒ 、 安 曇 野 市 ・ 篠 ⼭
市 ・ 桜 川 市 の ⼟ 地 利 ⽤ 計 画 事 例 〕  

A4／ 102 

第 12号  2015・ 06 戦 後 70年 の 国 ⼟ ・ 地 域 計
画 の 変 遷 と 今 後 の 課 題  

1⿍ 談 7論 ⽂ 収 録 〔 今 野 修 平 ・ 薦 ⽥ 隆 成 ・ 川 上
征 雄 ⽒ ⿍ 談 、 北 本 政 ⾏ ⽒ 、 梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、 橋 本
武 ⽒ 他 〕  

A4／ 98 

第 11号  2014・ 06 
⼟ 地 利 ⽤ 計 画 制 度 の 再 構
築 に 向 け て ― ⼈ ⼝ 減 少 社
会 に 対 応 し た 持 続 可 能 な
⼟ 地 利 ⽤ を 考 え る ―  

7論 ⽂ 収 録 〔 ⼤ 村 謙 ⼆ 郎 ⽒ 、 交 告 尚 史 ⽒ 、 ⾼ 鍋
剛 ⽒ 、 梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、 ⻄ 澤 明 ・ 明 ⽯ 達 ⽣ ・ ⼤ 橋
征 幹 ⽒ 他 〕  

A4／ 72 

第 10号  2013・ 06 ⼤ 学 の 国 際 化 と グ ロ ー バ
ル ⼈ 材 の 育 成  

6論 ⽂ 収 録 〔 潮 ⽊ 守 ⼀ ⽒ 、 森 ⽥ 典 正 ⽒ 、 南 ⼀ 誠
⽒ 、 藤 井 敏 信 ⽒ 、 吉 崎 誠 ⽒ 、 ⾓ ⽅ 正 幸 ⽒ 他 〕  A4／ 54 

第 9号  2012・ 06 ⼤ 震 災 後 の 国 づ く り 、 地
域 づ く り  

7論 ⽂ 収 録 〔 ⼤ 和 ⽥ 哲 ⽣ ⽒ 、 橋 本 拓 哉 ⽒ 、 中 ⼭
⾼ 樹 し 、 今 野 修 平 ⽒ 他 〕  A4／ 78 

第 8号  2011・ 06 
み ち を 切 り 拓 く コ ミ ュ ニ
テ ィ の ⼒ ̶ 超 ⾼ 齢 化 ・ ⼈
⼝ 減 少 の 中 で 、 未 曽 有 の
⼤ 震 災 と 遭 遇 −  

7論 ⽂ 収 録 〔 広 井 良 典 ⽒ 、 巽 和 夫 ⽒ 、 村 井 忠 政
⽒ 、 檜 ⾕ 恵 美 ⼦ ⽒ 、 森 反 章 ⽒ 他 〕  A4／ 68 

第 7号  2010・ 07 地 域 経 営  8論 ⽂ 収 録 〔 平 松 守 彦 ⽒ 、 望 ⽉ 照 彦 ⽒ 、 ⻄ 尾 正
範 ⽒ 、 鈴 ⽊ 豊 ⽒ 他 〕  A4／ 94 

第 6号  2009・ 11 ⼤ 都 市 遠 郊 外 住 宅 地 の エ
リ ア マ ネ ジ メ ン ト  

1会 議 録 7論 ⽂ 収 録 〔 ⼩ 林 重 敬 ⽒ 、 中 城 康 彦
⽒ 、 梅 ⽥ 勝 也 ⽒ 、 佐 ⽵ 五 六 ⽒ 他 〕  A4／ 94 

第 5号  2009・ 03 ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 の 将 来  1対 談 8論 ⽂ 収 録 〔 ⽯ 井 威 望 ⽒ ×⼾ 沼 幸 市 、 ⻫
藤 諦 淳 ⽒ 、 澤 登 信 ⼦ ⽒ 、 藤 井 敏 信 ⽒ 他 ］  A4／ 96 

第 4号  2008・ 07 グ ロ ー カ ル 時 代 の 地 域 戦
略  

1対 談 8論 ⽂ 収 録 〔 下 河 辺 淳 ⽒ ×⼾ 沼 幸 市 、 ⼤
村 虔 ⼀ ⽒ 、 ⽯ 井 喜 三 郎 ⽒ 、 今 野 修 平 ⽒ 他 〕  A4／ 88 

第 3号  2008・ 01 諸 外 国 の 国 ⼟ 政 策 ・ 都 市
政 策  

9論 ⽂ 収 録 〔 城 所 哲 夫 ⽒ 、 ⽚ ⼭ 健 介 ⽒ 、 村 上 顕
⼈ ⽒ 、 ⼤ ⽊ 健 ⼀ ⽒ 他 ］  A4／ 86 

第 2号  2007・ 07 ⼤ 学 改 ⾰ と 都 市 ・ 地 域 の
再 構 築  

10論 ⽂ 収 録 〔 天 野 郁 夫 ⽒ 、 福 井 有 ⽒ 、 牧 野 暢
男 ⽒ 他 〕  A4／ 88 

第 1号  2007・ 01 
⼈ ⼝ 減 少 社 会 の 研 究 ― ⼈
⼝ 減 少 社 会 の 将 来 像 、 国
の か た ち 、 地 域 の か た ち  

10論 ⽂ 収 録 〔 正 岡 寛 司 ⽒ 、 坂 ⽥ 期 雄 ⽒ 、 天 野
郁 夫 ⽒ 、 今 野 修 平 ⽒ 他 〕  A4／ 74 

※ 2008・01号「 諸 外 国 の 国 ⼟ 政 策・都 市 政 策 」、2011・06号「 み ち を 切 り 拓 く コ ミ ュ ニ テ ィの
⼒ 」を 除 き 、若 ⼲ の 余 部 が ご ざ い ま す 。ご 希 望 の ⽅ は 、⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 開 発 構 想 研 究 所 総 務
室 ま で ご 連 絡 下 さ い 。
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